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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。
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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　序章　忍び寄る手




　春しゆん明めいが目を開けると、そこは真っ暗な闇やみの中だった。

　確かに瞼まぶたを開いた感覚はあるのに、まるで瞳ひとみを閉じていた時と変わらぬ暗さに戸と惑まどう。

　地面に両足がきちんと乗っているのは分かるが、周囲が何も見えないために怖こわくて一歩が踏ふみ出せない。

　──どうしよう。ここはどこなの？

『迷い子よ。こちらへおいで』

　不安が急激に膨ふくらんでいく春明を見計らったように、声が響ひびいた。低く穏おだやかな声で、妙みように耳に残る。

　声に導かれて、春明はそろりと歩き出した。声の響く方に、慎しん重ちように足を進めていく。

『そう、いい子だ。もっと近くに』

　自分の姿すら見えない暗闇の世界で、その声だけが春明の頼たよりだった。

　やがて春明の視界の先が、ぼんやりと明るくなる。春明は心の底から安あん堵どし、小走りになってそこへ向かった。

　──声の言う通りにしてよかった。

　僅わずかでも光のある場所を見つけて、途と端たんに緊きん張ちようの糸が緩ゆるむ。

　明かりの中に入り、春明はようやく自分の姿を捉とらえることができた。そこで、首を傾かしげる。

　春明は官かん吏りが着る礼服に身を包み、腰こしには刀を差していた。

　──あれ？　どうして私、こんな恰かつ好こうしてるんだろう？

　自分は官吏だったのだろうかと考えて、何も答えが浮うかんでこないことに混乱する。

　足元から、また恐きよう怖ふがせり上がってきた。……あり得ない。自分が何者なのか、分からないなんて。

『余計なことを考えなくてもよい。私の声だけを聞きなさい』

　優やさしい声が近くで聞こえて、春明ははっとする。

『手を伸のばして』

　藁わらにもすがる思いで、春明は何もない虚こ空くうに手を差し出した。

　瞬しゆん間かん、光の当たっていない部分から、一本の手が伸びてきた。本能的に逃にげを打つ体より先に、それは春明の手首を摑つかむ。

　春明は光に照らされた手を凝ぎよう視しした。手首から腕うでにかけて、何かが皮ひ膚ふの下で生き物のように蠢うごめいている。おぞましさと恐怖に、体が慄おののく。

　悲鳴を上げる春明はそのまま引っ張られ、また暗闇に吞のまれていった。







　一章　蛇の男の脅迫状




　霊れい督とく院いんの庭先で、剣けん同士が打ち合う激しい音が響いていた。

「目の前の攻こう撃げきに対処するだけじゃだめだ。常に一歩先を予測して、剣を振ふるえ。──おい、どこを見てる？　集中しろ！」

　鋭するどい声が矢のように飛んで、春明は歯を食いしばって、右側から叩たたき込まれた剣を受けた。相手の手が痺しびれるような重い打だ撃げきを与あたえるくせに、次の攻撃に備える景けい彰しようの剣は、まるで鞭むちのように軽くしなやかな動きを見せる。

　額を流れた汗あせが目に入って思わず閉じそうになるが、そんな隙すきを見せたら一いつ瞬しゆんで終わってしまう。景彰は汗ひとつ出ていないのに、すでに春明は息も絶え絶えだ。

　──体が重い。剣を振るう腕が上がらない。

　自分の不調を感じたところで、次の攻撃が容よう赦しやなく襲おそってくる。春明は全く反応することができず、剣は地面に落ちた。

「全然集中できてない。これじゃいくらやっても上達はしないぞ。怪け我がするだけだ」

　景彰は、春明の仕事上での相棒であり上司であり、剣の師し匠しようだ。仕事に手を抜ぬくことはなく、自分にも厳しいが他人にも厳しい。特に剣に関しては、自らの命を守る術すべでもあるため、指導にも熱が入っている。

　涼すずしげで切れ長の景彰の瞳が、春明に真っ直すぐ注がれた。景彰はすらりとした体型だが、剣を長時間振るえるしなやかな筋力を持っている。立ち姿は凜りんとして、隙がない。

「すみません……でした」

　春明は頭を下げて、大きく肩かたで息をした。仕事の合間に教えてもらっているのに、と思うと申し訳ない気持ちでいっぱいだ。

　春明と景彰は、共に霊れい吏りという職業に就ついている。

　亡なくなった人間の魂たましいは、まずすべて三さん途ずの川に送られることになっている。霊は三途の川の検問所にて旅券を発行してもらい、四十九日の間だけ、この世を旅することができるのだ。旅の理由は、家族の姿を一目見たいというものや、仕事の進しん捗ちよくを確かく認にんしたいなど様々だ。

　霊吏は、この霊達が四十九日を過ぎても三途の川に戻もどってこない場合、捕ほ縛ばくに向かうのが主な仕事だ。実体のない霊を傷つけられる特とく殊しゆな刀を与えられ、二人一組での行動が厳守されている。

　春明が霊吏になって、二ヶ月が経たとうとしていた。現在の春明の目標は、霊達の心残りを少しでも解消して三途の川に行ってもらうこと、そして景彰と肩を並べられるような相棒になることだ。

　仕事の合間に、霊吏達の職場である霊督院の庭先で、景彰から剣の指南を受けてきた。少しずつだが、上達するのが手にとるように分かって、俄が然ぜんはりきっていたのだが。

「集中できない奴やつに教えるほど、俺は暇ひまじゃない」

　切って捨てるような厳しい声こわ色いろに、俯うつむいて身を竦すくませる。しかし、続けて言われた言葉は、少しだけ柔やわらかさに満ちていた。

「……どこか調子が悪いのか」

　ポンと軽く頭に何かが乗って、小さく揺ゆすられる。景彰の手だと分かって、じんわりと胸が温かくなった。そっと目線を上げる。

　──厳しいけど、厳しいだけじゃない。心配してくれてるんだ。

　景彰の瞳には、気き遣づかわしげな色が映っていた。心配しているなどと決して口にはしないが、その声に、態度に、表情に表れている。

　好きだなあ、と思うのは、こんな時だった。日常のなんでもないところで、『好き』という感情が生まれて、ひたすらに募つのっていく。

「おい。聞いてんのか」

　痛くもないゲンコツが落ちて、春明ははっとした。

「は、はい！　大だい丈じよう夫ぶです！　元気です！」

　実際、気持ちは元気そのものだ。しかし最近、夢見が悪くて寝ね不ぶ足そくの日々が続いている。いまいち調子が出ないのも、この夢見のせいだった。

　夢の中で春明は、真っ暗な闇の中に立っている。するとどこからともなく声が聞こえてきて、春明はぼんやり明るくなった場所に誘ゆう導どうされるのだ。そこで自分の姿を見て、官吏の礼服を着ていることに驚おどろく。夢から覚めれば、それが毎日着ている霊吏の服と刀だと分かるのに、夢の中の春明は、自分が何者かさえ分からなくなっている。

　声は春明に手を差し出すように言い、暗闇の中から手が伸びてくる。その手に引っ張られたところで、いつも目が覚めるのだった。

　しかし原因が分かっていても、夢見が悪いからなどと景彰に言っても仕方のないことだ。

「剣に慣れてきて、少し気持ちが緩んでいたのかもしれないです。気合を入れ直しますね！」

　奮起する意味もあってパンパンと自分の両りよう頰ほおを強く叩くと、さりげなく手を取られた。

「気合なら俺が入れ直してやるから、頰を叩くのはよせ。腫はれるぞ」

　触ふれられたところから、じわりと熱を持つような心地ここちになる。ごつごつした景彰の手は、意外なほど優しく春明に触れるから困ってしまう。

　春明の脳のう裏りに、以前無む途との川に行った時のことが甦よみがえってきた。無途の川は悪あく霊りようとなってしまった死者が最後に行きつく場所とされ、そこで春明は意識のない景彰に、好きですと告げている。

　──どうしよう。意識しちゃだめって思うけど、やっぱり無理！
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　好きな相手に手を握にぎられて、とても平気な顔はできない。しかも景彰は告白の時、意識があったかもしれないのだ。景彰自身がはっきりと否定し、春明もそれ以上追つい及きゆうする勇気はなかったため、今もうやむやになっている。

　みるみる赤くなっていく春明を見て、景彰ははっと手を離はなす。

「悪い」

「い、いえ」

　春明が何も言えないでいると、景彰もまた喋しやべらなくなった。景彰は告白を聞いていないはずだったが、春明と同様、どこかぎくしゃくした部分がある。

「おーい、お二人さん。見つめ合ってるところ邪じや魔まして悪いんだけど、貴き瑛えいが呼んでるよー？」

　その声に振り向くと、にやにやと笑えみを浮かべた清せい士しが、傍そばにある木に凭もたれかかってこちらを見ていた。

　清士は春明達と同じ、ここ霊督院で働く霊吏だ。元は礼れい部ぶという国家の祭さい祀しや外交を受け持つ部署にいたが、女性問題が祟たたって霊吏になった色男だ。確かに木に寄りかかっているだけなのに、気だるげな色気のようなものが漂ただよっている。

「見つめ合ってなんていませんよ！」

　春明は慌あわてて一歩後ずさった。

「そう？　今にも口づけを交かわしそうに見えたけどなあ」

「口づけ!?」

　言ってしまってから、その破は壊かい力のある言葉に赤くなってしまう。

「あんまりこいつをからかうな、清士」

　見かねた景彰が間に入ってくる。

「どちらかと言うと、景彰に動どう揺ようしてほしいんだけどね、私は」

「期待通りの反応じゃなくて悪いな」

　しらっとした顔をした景彰に、春明も冷静になった。先ほどのぎくしゃくした空気はすっかりなくなっている。霊吏の顔になった景彰と春明は、清士と共に庭を後にした。










　霊督院には霊吏達の仕事部屋が存在するが、皆みんなで話をする休きゆう憩けい部屋が設けられている。清士に呼ばれて休憩室にやって来ると、強きよう烈れつな匂においが歓かん迎げいしてくれた。

「相変わらず、殺人的な匂いだな」

　景彰が顔を思い切り顰しかめて言う傍で、春明はすでに自分の鼻を塞ふさいでいる。

「まあまあ、良薬は口に苦しって言うじゃない」

　清士は慣れた様子でのほほんと笑うと、茶器を運んでいる女性に声をかけた。

「やあ美み怜れい。茶器を用意する君もいいものだね。君と結けつ婚こんすれば、毎日こんな風景が見られるのか」

　芝しば居いがかったような清士の言葉に顔を上げたのは、吊つり上がった瞳ひとみが印象的な、きりりとした美女だ。微笑ほほえめばどんな男性も虜とりこにしてしまいそうだが、今浮うかんでいる表情は氷のように冷たい。

「妄もう想そう甚はなはだしい男ね。夢見るのは勝手だけど、夢と現実の境ははっきりさせてちょうだい。結婚なんて、冗じよう談だんじゃないわ」

「妄想なんてひどいな。将来実現するであろう出来事を述べてるだけだよ」

　ああ言えばこう言う、といった清士の態度に、美怜のこめかみが浮かび上がる。美怜もまた霊れい吏りであり、清士の相棒だった。ことあるごとに清士に口説かれており、毎回冷たい態度であしらっている。

「まあまあ二人とも、喧けん嘩かは後にしましょう。美味おいしいお茶が冷めてしまいますよ」

　清士と美怜の間に入ってきたのは、この霊督院の主あるじである貴瑛だ。糸のように細い目はいつも穏おだやかそうに微笑んでいる。彼が独自に調合して振ふる舞まうお茶は、疲ひ労ろう回復など効果は絶大だが、代わりにものすごく不味まずいという欠点があった。

「仕事の依い頼らいか？」

　景彰が、勧すすめられたお茶をさりげなく脇わきに寄せ、自分で入れた白湯さゆを口にする。

「まあそうですね。私のお茶を飲んだら、教えてあげます。稽けい古こをして疲つかれたでしょう？」

　にっこり笑う貴瑛に口元を引きつらせた景彰が、乱暴に茶器からお茶を口に含ふくむ。ぎゅっと眉まゆ根ねが寄るも、なんとか飲み干した。

　春明も慌ててお茶を飲みこむ。そんな二人の様子を満足げに見つめた後、貴瑛は口を開いた。

「実はお二人に、潜せん入にゆう捜そう査さをお願いしたいのです」

「潜入捜査？」

　春明は首を傾かしげた。景彰が身を乗り出して聞く。

「どういうことだ？　刑けい部ぶの官かん吏りとして、ということではなく？」

　霊吏という職業は、一いつ般ぱんの人間には秘されている。霊が存在しているなどと知ったら、人々が混乱するからだ。ゆえに霊吏は、人目につかないよう行動するか、刑部という治安維い持じを担になう部署の官吏だと言って調査を進めるのが常だった。

「ええ。お二人には、とある劇団に潜入していただきます。小しよう龍りゆう劇団というのですが、知っていますか？」

　春明と景彰が首を横に振る一方、清士は顔を輝かがやかせて身を乗り出した。

「小龍劇団か！　知っているよ。ここ数年、とみに人気の出てきた劇団だよね。本ほん拠きよ地ちは首都である煌こう朱しゆにあるけど、地方公演も多くやってるって話だ」

「清士さんは見たことがあるんですか」

「三回くらい見に行ったかな。小龍劇団の一番の売りは恋れん愛あい物の芝居なんだ。だから色々利用させてもらってた」

「？　どういう意味？　自分の恋愛の参考にでもしてるの」

　美怜の疑問に、清士が艶あでやかな笑みを浮かべながら言う。

「いつも見事な恋愛劇でね。一いつ緒しよに行った女性は皆、芝居が終わるとうっとりと目を潤うるませるんだ。その余よ韻いんを残したまま口説くと、上手うまくいく」

「聞いた私がバカだったわ」

　腕うでを組んだ美怜が、氷の瞳で清士を睨にらむ。

「もちろん今はそんなことはしてないさ。美怜一筋だからね」

　流し目を送られた美怜だが、綺き麗れいに無視を決め込んでお茶を啜すすっている。

「で？　その小龍劇団に何があるんだ？」

　話を戻もどした景彰に、貴瑛がひとつ頷うなずいた。

「最近、三さん途ずの川で霊達の間で密ひそやかに囁ささやかれている噂うわさがありまして。なんでも、『煌朱にあるとある劇団は、四十九日を過ぎた霊達を匿かくまってくれる』というものです」

　春明達霊吏は、互たがいに顔を見合わせる。霊吏達は四十九日を過ぎた霊を、ここ霊督院の庭にある池と繫つながった三途の川へと送そう還かんさせる。多ければ日に何度も三途の川とこの世を往復しているが、春明自身は噂を聞いたことはなかった。景彰達も同様らしく、一様に不可解な顔をしている。

「それが小龍劇団ってことか。確かに本当なら大変なことだし、調査する必要はあるかもしれないが」

「潜入捜査をしてもらう理由はそれだけではないんです」

　貴瑛はそう言って、一枚の紙を懐ふところから取り出し、皆に見えるように机の中央に置いた。

　紙を見た途と端たん、春明は本能的に距きよ離りを取っていた。紙の周囲に、不快としか言い様のない雰ふん囲い気きを感じる。金属板に思い切り爪つめを立てた時のように、うなじがぞくぞくした。

「『世界には、あの世とこの世が存在する。人間には生者と死者が存在する。二つは表ひよう裏り一体、決して切り離せないもの。しかし、あの世は秘され、死者は存在すら許されない。これこそ生者の傲ごう慢まん。それを許す現帝みかどもまた傲慢なり。まずは現帝の死から、すべてを始めることとする。御ご前ぜん舞ぶ台たいという死に場所を用意した。己おのれがまず死者となり、二つの世界を見よ』。って、これって脅きよう迫はく状じよう？　しかも帝への？」

　紙に書かれた文字を読んだ清士が、驚おどろきに目を瞬またたかせる。

「帝の執しつ務む室に、いつの間にか投げ込まれていたそうです。しかもこの手紙には呪まじないがかかっています。直接体に影えい響きようはありませんが、読んだ者に不安感をもたらす」

　春明が感じた不快さは、呪のせいだったのだ。美怜はじっと文字に視線を走らせながら言った。

「御前舞台と書いてあるけど、まさかこれって」

「その通りです。今年の御前舞台に選ばれているのが、小龍劇団なんです」

　御前舞台とは、毎年最も優すぐれた劇団を決めて、帝の前で上演するという催もよおし物だ。芸術、文化にも力を入れている現帝は、更さらなる国の文化発展を目的に行っている。劇団も、御前舞台に選ばれることは栄えい誉よであり、後の興行にも大きく影響してくるのだった。

「御前舞台で、この脅迫状の主が何かをしてくるってことですか」

「呪がかかっていること、帝の執務室に投げ込んでいることを見ても、単なるいたずらと切って捨てるわけにはいきません。それに、私自身これがいたずらの類たぐいだとは思っていないんです。……見てください」

　貴瑛は、もう一枚の紙を懐から取り出した。折り目が付いており、どうやら手紙を包んでいた紙らしい。長方形に折られた紙の右下に書かれた模様に、春明達は息を吞のんだ。

　うねるように、無数の蛇へびが絡からみ合っている。鱗うろこの一枚一枚まで丹たん念ねんに描えがかれ、今にも紙から蠢うごめきながら飛び出してきそうだった。

「『淵えん君くん』……」

　景彰が小さな声で呟つぶやく。湧わき立つ怒いかりをなんとか抑おさえようとした、低い低い声だった。

　淵君。それは、蛇の入れ墨ずみを腕に施ほどこしている謎なぞの男の名だった。不ふ審しんな死を遂とげた人々は必ず、蛇の入れ墨をした腕とその声を聞いているらしい。声はその人の憎にくしみを駆かり立て、死に誘さそう。

　春明達は二ヶ月前、『淵君』の蛇の腕を垣かい間ま見みている。無む途との川という、悪あく霊りようとなってしまった死者が最後に行きつく場所に、『淵君』はいた。正確には腕と手の部分しか見えなかったが、声も聞いている。

　淵君が、無途の川で何をしようとしていたのかは分からない。だが、憎しみで死んでいく霊達を増やそうとしているのは分かっている。霊督院でも行方ゆくえを追ってはいるのだが、まるで実体が摑つかめていなかった。

　春明は、そっと景彰の顔色を窺うかがう。淵君について、最も思い入れが強いのは景彰だろう。彼は、突とつ然ぜん魂たましいを奪うばわれてしまった幼おさな馴な染じみ、香か月げつを助けようとしている。その魂を奪った犯人こそ、淵君かもしれないのだ。

　香月は今も意識を失ったまま、目を覚ましていない。香月の魂を取り戻すことが、景彰が霊吏として生きる理由のひとつだった。だがそこには、危あやうい影かげが付いて回る。思いつめた景彰を見ていると、春明はいつも言い知れぬ不安感に襲おそわれた。

『彼は一度懐に入れた人間のためなら、死をも恐おそれない。大切な人のためなら……、命を捨てられるんです』

　いつか貴瑛が景彰について述べていた言葉を思い出す。香月を大切に想おもうあまり、景彰は自分の命に頓とん着ちやくしていないところがある。

　じっと景彰を見ていると、強い視線を感じたのか本人と目が合った。ふ、と苦く笑われる。

「何不安な顔をしてるんだ。心配しなくても、勝手に暴走したりしない」

　すっかり心を見み透すかされたような言葉に、春明は慌あわてて俯うつむいた。そして、気付かれないようにホッと息を吐はく。

「その台詞せりふ、覚えておきますからね。春明くん、景彰くんの手た綱づなを、しっかり握にぎっておいてください」

　貴瑛が場の空気を和やわらげるように、おどけた調子で肩かたを竦すくめた。空気を読むのに長たけた清士が、それに便乗する。

「あははは。これじゃ、まるで景彰が犬で、春明ちゃんが飼い主みたいだね」

　想像したのか、景彰の顔が「あり得ない」と不ふ機き嫌げんに歪ゆがんだ。犬に似ていると、ことあるごとに言われている春明は、飼い主と揶や揄ゆされて少し嬉うれしくなる。現実は、春明が景彰より優位に立てることなど全くないからだ。

「分かりました！　まかせてください」

「調子に乗るな」

　すかさず景彰の鋭するどい声が飛ぶが、この雰囲気ではちっとも怖こわくなかった。

「話を戻すが、蛇の男と劇団は繫がってるということか？」

「その可能性は高いでしょう。それに、淵君が人々を死へと誘いざなっているのは事実です。不審死は相変わらず多いですし、霊れい達を集めるために、劇団を利用しているのかもしれない」

　貴瑛は喉のどを潤うるおすために、一口お茶を呷あおる。

「御前舞台は十日後です。それまでに劇団を内部から調べてきてください。やっていただけますか、二人とも」

　真っ直すぐな貴瑛の瞳ひとみに、春明と景彰はしっかりと頷いた。

「景彰くんと春明くんが抜ぬけた穴は、清士くん達にお願いします。忙いそがしくなりますが、よろしくお願いします」

「まかせて。仕事が多くなれば、美怜と一緒にいる時間も増えるってもんだよ」

「その意見には同意できないけど、与あたえられた仕事はきちんとするわ。頑がん張ばってね、二人とも」

　清士と美怜が、互いに激げき励れいしてくれた。春明はまた大きく頷き、潜せん入にゆう捜そう査さへの細かな打ち合わせへと入っていった。
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「こんばんは」

　翌日、春明は煌朱の繁はん華か街がいから少し外れた店先にいた。仕事帰りで寄ったため、辺りはすっかり夕暮れに染まっている。周囲も、足早に各おの々おのの家へ帰る人々が歩いているが、その店先にいるのは春明だけだ。

　こぢんまりとした木の扉とびらを開いて中に入らなければ、店とも分からないような民家を思わせる佇たたずまいだ。控ひかえめに掲かかげられた看板を見てようやく、ろうそくを売っている店なのだと知ることができる。

　中には一人の三十代とおぼしき男性が座っていた。男性は陶とう器きの壺つぼの前に座り、細い木の棒のようなものに、壺の中の液体を何度も手で塗ぬり付けている。

　壺の中身は溶とけた蠟ろうであり、男性が持つ棒は灯とう芯しんというのだと、春明は最近知った。

　男性の周りには戸と棚だなが置かれ、何十本というろうそくが置かれている。蠟特有の、どこか甘いような香かおりが周囲に漂ただよっていた。

「こんばんは。劉りゆう星せいさん、ろうそく一本いただけますか？」

　春明が店に入ってきても気付かないほどの集中を見せていた男性、劉星は、声をかけられてようやく顔を上げた。

「ああ……、すみません、気付かなくて。って、春明さんでしたか。毎度ご贔ひい屓きにありがとうございます」

　慌てて立ち上がり、困ったように笑う劉星は小さな体を更に縮こませた。春明より十以上も年上なのだが、丸い黒目が彼を幼く見せていた。小こ柄がらな体たい軀くの中で唯ゆい一いつ大きな手のひらには、固まった蠟が張り付いている。

　劉星が春明の名を知り、ご贔屓にと言うのは理由があった。春明はここ二週間ほど、頻ひん繁ぱんにろうそくを買いに来ているのだ。

「このお店のろうそく、気に入ってるんです」

『──調子に乗らすな、小こ娘むすめ！』

　その時、矍かく鑠しやくとした老人の怒ど鳴なり声が聞こえてきた。

　ふわりと店の中に現れたのは、白い髭ひげをたくわえ、眦まなじりの吊つり上がった老人だった。皺しわだらけの手には、劉星と同じく、蠟が所々に付いている。

『儂わしに言わせれば、これっぽっちも満足できる出来になどなっとらん！　見ていてイライラするわっ』

　頭を搔かきむしって叫さけぶ老人に、しかし劉星は全く気付いていない。

『そもそもなんだ、さっきの蠟の塗り方は！　あんな塗り方ではムラができると、何度同じことを言わせれば気がすむんだ貴様は！』

　息がかかるほど間近で怒鳴られても、劉星が横にいる老人に視線を向けることはなかった。老人の声も姿も、劉星が認にん識しきすることはできない。なぜなら彼は、幽ゆう霊れいだからだ。

　老人は、額が触ふれ合いそうなほど近くで、劉星に人差し指を突つきつけている。春明は表情を変えないように努めながら、老人にだけ分かるよう小さく手を振ふって合図を送る。

　──えーと玄げん海かいさん、ちょっと黙だまっててください。

　しかし老人、玄海は、春明を無視しているのか、文句を言うのに夢中なのか、まったく聞き入れてくれない。

　玄海のどんどん白熱してくる怒いかりとは裏腹に、劉星はおっとりと笑えみを浮うかべて頭を搔いた。

「気に入っていると言っていただけて、嬉しいです」

『喜んでる場合か！　己おのれの不ふ甲斐がいなさを反省するところだろう！』

「色々試行錯さく誤ごをして、少しずつ摑めてきたっていうか」

『摑めとらん！　全く何も摑めとらんだろうが！』

「あ。でも。そんな気がするだけかもしれませんが」

『かーっ、なんでそこで弱気になるんだ！　仮にも職人なら自分の作った物に自信を持て！』

　怒おこっているはずなのに、最後は励はげましの言葉になっているのに気付いているのだろうか。

　劉星はろうそくを一本、紙に包んで春明に渡わたす。春明が代金を支し払はらうと、劉星がおずおずと口を開いた。

「毎回私が作ったろうそくを買ってくれますが、玄海師し匠しようが作ったろうそくも実は残ってるんですよ」

　玄海がぴくりと眉まゆを動かし、押し黙った。

「へえ。そうなんですか？」

　春明は興味をそそられる。

「昔ながらのお客さんは、未いまだに師匠のろうそくを買っていきます」

『ふん。そりゃあ儂のろうそくは国一番だからな』

「火の付きがよくて、光が強い。何より長い時間もつと評判で」

『ま、国一番だからな！』

「こんなろうそくを作れるのは師匠だけだと」

『国一番だし！　いやあ、照れるねえ！』

　鼻を擦こする玄海はすっかりご満まん悦えつだ。知らないくせに自然と玄海の機き嫌げんを直してしまう劉星に感心してしまう。

「では一本いただけますか？」

　劉星は頷うなずいて、奥の棚たなから一本のろうそくを持ってくる。茶色がかったろうそくは、見た目だけなら劉星のものと何も変わりがなく見えた。

「きっと、質がよくてびっくりすると思います」

　劉星の瞳は師匠のろうそくを誇ほこらしげに語りながらも、少しだけ悲しそうだ。

「私は、劉星さんのろうそくも好きですよ」

　にっこり笑えば、ほっとしたように目を細めてくれる。春明は「また来ます」と言って、店から出て行った。










　店を出た春明は、視線の先に、ある人物を見つけて駆かけ寄った。

「お待たせしました、景彰さん」

　腕うでを組んで春明を待っていた景彰が何かを言う前に、元気な声が背後からかかってくる。

『よおし、小娘！　さっそく買ったろうそくに火をつけてみろ。三日前から成長しているのか確かめてやる』

　二人の間に、鼻息も荒あらく意気込んでいる玄海が割って入ってきた。

「三日で何が分かるんですか」

　呆あきれたような景彰の言葉に、春明は申し訳なさそうに頭を下げた。

「すみません、仕事帰りで疲つかれてるのに、付き合ってもらって」

　景彰はちらりと春明を見て「なんで謝るんだ」と言う。

「春明。霊れい吏りの掟おきては何か言ってみろ」

「……二人一組で行動すること、です」

　霊吏は、常に死者と接する仕事であり、あの世との繫つながりを持っている。長く仕事をしていると、あの世への誘ゆう惑わくに抗あらがえなくなって死を選んでしまうことがある。それを阻そ止しするために、霊吏は必ず二人一組が厳守されているのだ。片方が死を選びたくなった時、片方が引き止められるように、互たがいの命を繫いでいる。

「でも、今は霊吏の仕事中じゃないし、私が勝手にやってることです。あの、本当に私一人でも大だい丈じよう夫ぶですよ？　玄海さんはまだ四十九日を過ぎていない霊です。霊吏として捕ほ縛ばくする対象ではないし、悪あく霊りよう化するような危険な霊ではありません」

「四十九日を過ぎているかが問題なんじゃない。そもそも霊と接すること自体が、あの世との繫がりを持つということなんだ。それくらい分かってるはずだ」

　論点をすり替かえようとしてみても、景彰は誤ご魔ま化かされてくれない。

『なんだなんだ。男が女を苛いじめるんじゃない』

　原因である玄海が鼻を鳴らして腕を組んだ。景彰は、じろりと老人を睨にらみつける。

「苛めではなく、指導しているんです。あなたも、まだ気が済まないんですか？　本来、死者と生者が交流するなんてあり得ないことです」

『ふん。お前ら霊吏にとって、儂ら幽霊はただ邪じや魔まなだけなんだろう。さっさと三さん途ずの川に戻もどれってか』

「そんなことはありません。四十九日の間、この世に滞たい在ざいするのはあなた達の権利であり、心の安らぎに繫がることも分かっています」

　景彰は、少しだけ表情を和やわらげて言った。春明と初めて会った頃ころの景彰ならば、もしかして玄海の言葉に同意していたかもしれない。だが景彰は少しずつ変わっていった。まず剣けんを抜ぬくのではなく、霊の言葉に耳を傾かたむけようとしている。

『もう少し付き合ってくれよ。だってしょうがないだろ、こいつを見つけたんだから』

　こいつ、と指差された春明は、玄海と初めて出会った日を思い返した。




　二週間前、仕事を終えて霊督院に戻る途と中ちゆう、葬そう儀ぎを執とり行っているろうそく店の前を通りかかった。劉星は師匠である玄海を亡なくし、涙なみだを流しながらも弔ちよう問もん客の相手をしていた。

　するとその横で、『長年の付き合いにも拘かかわらず線せん香こうも上げに来ないのか』や、『香こう典でん少なすぎやしないか』などとしきりにケチをつけている老人を見つける。

　春明も景彰も、すぐさま老人が霊であることを見てとった。三途の川から旅券を発行され、この世に戻ったばかりなのだろう、体は透すけていた。

　霊は四十九日までは体が透けて見える。しかし四十九日を超こえると段々濃こくなっていくのだった。これは、生に執しゆう着ちやくするあまり、魂たましいが生者に近づこうと濃くなっていくからだ。

　目が合う前に、景彰は視線を外して、春明もそれに倣ならう。四十九日を過ぎるまでは、霊がどこにいようが霊吏が手を出すことはない。

　しかし、せっかく見て見ぬふりをしたのに、無視できない状じよう況きように陥おちいった。いつの間にか玄海が、春明の後ろをふらふらと付いてきたからだ。

『こいつに何か用ですか』

　見かねた景彰が、春明を守るように目の前に立つ。玄海はその声にはっと我に返ったように顔を上げた。

『おお、つい引き寄せられてしまった』

　瞳ひとみをパチパチ瞬またたかせる玄げん海かいの様子からして、無意識の行動らしかった。

『何とも抗いがたい魅み力りよく的な光だ。儂わしが作っていたろうそくのように、柔やわらかく温かみのある光。安心してしまう』

　光に引き寄せられた、と言う玄海に、春明は一いつ瞬しゆん意味が分からず自分の腕や胸むな元もとに視線をやった。当然ながら光ってなどいない。

　そこでふと、春明が霊吏に採用された理由を思い出す。川で溺おぼれかけて三途の川にやって来た春明は、霊督院の主あるじである貴瑛に、その魂の輝かがやきを見みい出だされて選ばれたのだった。

『本来なら、三途の川に来た人間の魂は光ったりはしません。だが、あなたはその輝きを保ったままだった。死者の世界に染まらずに、燦さん然ぜんと輝いていたんです』

　いつか言われた、貴瑛の言葉が甦よみがえる。しかし自分では全く無自覚なうえ、珍めずらしい事例だと貴瑛に評されてもあまり気にしていなかった。

『生者には、この輝きは分からんだろうなあ』

『こいつが綺き麗れいなことくらい、知ってます』

　少しだけムキになったような景彰の言い様に、春明は顔を赤くした。

　──景彰さん！　主語をちゃんと言って！　綺麗なのは『魂』でしょ！

　自分の容姿が綺麗と言われているわけではないと自覚してはいても、好きな人からの言葉は威い力りよく満まん載さいなのだ。何気なく言われた言葉の意味をいつまでも考え、時にはガラスを突つき立てられたように傷つく時もあれば、宝物のようにその言葉をそっと心に仕し舞まい込む時もある。

　──そういえば景彰さんは、私の魂の光を見てるんだっけ。

　淵君の罠わなに嵌はまり、景彰は香月の幻まぼろしを見せられて無む途との川に引きずられたことがあった。春明は景彰を追って川に飛び込み、意識のなかった景彰はそこで春明が放つ光に導かれたと話してくれた。

『なんだ、知っておるのか。それなら分かるだろう。儂以外の他ほかの死者だって無視できないくらい、抗いがたい光だぞ』

『あ、だからか』

　玄海が満足げに言うのを聞いて、春明はぽんと自分の手を叩たたいた。

『どうりで最近、霊とよく目が合うなあって思ってたんです』

　仕事以外の場面で、こちらを見てくる霊と視線が合ったことがいくつかあった。霊吏になって死者を見る目を得たことで、よく目につくようになっただけかと思っていた。

　なるほどなあ、と納なつ得とくしている春明の両りよう腕うでを、ふいに景彰が強い力で摑つかんでくる。

『おい。どういうことだ。そんな話は初めて聞いたぞ。なぜ俺に言わない』

　怒おこった顔をされて、春明は困こん惑わくする。

『え、でも魂が光ってるせいなんて知らなかったですし。目が合うくらいで、危険もなかったから……』

　景彰は、苛いら立だったように『ああもう』と自分の頭を搔かいた。それから顔を上げて、怒った顔で言う。

『お前もう、四六時中俺と一いつ緒しよにいろ』

『え』

『傍そばを離はなれるな』

『えっ』

『なんだなんだ、苛めてたと思ったら、今度は結けつ婚こんの約束か？』

『『違ちがいます！』』

　わくわくと話に入ってきた玄海に、春明と景彰は図はからずも同じく否定の言葉を吐はく。

『俺が言いたいのは、とにかく仕事以外であまり霊に関かかわるな。目が合うくらいならいいが、話しかけたりするなよ。お前は霊に感情移入しすぎる。あの世へ引きずられるきっかけになるかもしれない』

　その心配をするのは、いつもは春明の方だった。立場が逆転して目を白黒させていると、『分かったか』と念押しされる。

『は、はい』

『よし、じゃあ帰るぞ』

『ちょっと待て』

　老人の声に、春明の背中を押してその場を去ろうとした景彰が、眉まゆを寄せて振ふり返る。

『なんです。俺達は急いでいるので、これで失礼します』

『──お前達に、頼たのみたいことがある』




　シュッと何かが擦すれる音がして、春明の目の前でろうそくに火が灯ともった。長い回想を終えて周囲を改めて見ると、いつの間にか春明が店で買ったろうそくを景彰が持ち、火をつけている。横では玄海が、難しい顔をして火の揺ゆらめきを凝ぎよう視ししていた。

　外はすっかりと日が暮れて、ろうそくの灯あかりが綺麗に浮うかび上がる。

『だめだ、全く売り物にならん！　こんな弱々しい火では、まだ夜の闇やみに負けてしまう』

　玄海がもどかしげに頭を搔きむしる。

　二週間前に知り合った老人、玄海が春明達に頼んだこと、それはろうそく店の跡あと取とりである弟で子し、劉星の作るろうそくを買って、火を灯して見せてほしいということだった。

　七年前から玄海に弟子入りして腕うでを磨みがいてきた劉星だったが、優やさしげな性格はいつも自信がなさそうで、手て際ぎわも悪い。どんなに教えても玄海のようなろうそくを作ることができず、教える側としては忸じく怩じたる思いを抱かかえてきたらしい。

　そんな中、玄海は毒キノコに中あたってあっけなく死んでしまった。残された店と、頼たよりない跡あと継つぎ。この世にいられる四十九日の間に、なんとかして自分の店を任せられる確信が欲しかった玄海は、迷わず滞たい在ざい理由を『弟子を見守る』とした。

　しかし、霊れいというのは本当に『見守る』ことしかできない。自分が見たい時に、劉星が作ったろうそくに火を灯せるわけじゃない。後ろに立って事細かに教えようと思っても、劉星にはもう玄海の声も姿も、感じ取ることはできない。

　もどかしさは日々膨ふくれ上がり、爆ばく発はつ寸前のところで出会ったのが春明だった。玄海は春明に頼んでろうそくを買ってもらい、その灯りを検分する。ろうそく作りは、一人前になるまで十年はかかると言われていた。どんなに言葉で伝えても、最後には本人の感覚と経験に委ゆだねるしかない。分かっていても、玄海は悪いところを直してやりたい。そこで春明の口を借りて、劉星に伝えようとしているのだ。

『小こ娘むすめ、お前の口調は優しすぎるんだ。もっと厳しく言え！　あんな半人前に笑え顔がおなんぞ見せなくていい！』

　春明は毎回、それとなく劉星に玄海の言葉を伝えてきたが、成果はまだ出ていない。

「でも劉星さん、すごく頑がん張ばってますよ」

『頑張るのなんぞ当然のことだ！』

　春明の言葉に嚙かみつく玄海に、景彰は腕を組みながら口を開いた。

「いちいち注文が多すぎるんですよ。最初はろうそくの火を灯すってだけの話だったじゃないですか。春明、お前もそこまで付き合う必要はない。だが、あの半人前に笑うなというのは俺も同意する」

「え？」

　さりげなく添そえられた最後の言葉の意味が分からず面めん食くらっていると、「明日あしたから当分、俺達は来られません」と景彰が続けたのにはっとする。

「あ、そうなんです玄海さん。今日はそれを言いたくて……。私達がいなくても、あんまり思いつめないでくださいね」

　玄海の滞在期間はあと二十日ほどだった。焦あせりや不満が引き金になって、悪あく霊りようになってしまう例をたくさん見てきたこともあり、春明は少しだけ心配になる。

『ふん。分かってる』

　それだけ言うと、玄海はまた店へと吸い込まれるように消えていった。春明は視線を店に向けたまま呟つぶやく。

「大だい丈じよう夫ぶでしょうか、玄海さん」

「霊の希望を片かたっ端ぱしから聞いてたら、身がもたないぞ」

「すみません。仕事に支障はきたさないようにします！」

　春明はばっと勢いよく頭を下げた。四十九日を過ぎていない霊に関わっているのは完全なる春明の勝手だ。それでも、霊と接せつ触しよくする危険を踏ふまえて、景彰は相棒として付き合ってくれている。

　玄海の力になりたいと思うなら、本来の仕事をまずきちんとこなすことが大切だ。そうでなければどちらも中ちゆう途と半はん端ぱになってしまうし、無責任だ。春明は仕事をやり終えた後で、時間を作ってろうそく店に通っていた。

「お前が、いつもの仕事に手を抜ぬいていないことは分かってる。だが、やはり疲つかれているんじゃないのか。剣けんの稽けい古こでも調子が悪そうだし」

　心配してくれているのが分かって、不ふ甲斐がいない自分に落ち込みたくなる。たかが夢で調子を崩くずしているなんて、情けない。

「私は大丈夫ですよ。頑がん丈じようにできてますから！」

　拳こぶしを握にぎって笑えみを作ると、景彰は納得がいかない顔で、春明の鼻を摘つまんだ。

「俺の前で取ってつけたような笑みを見せるな」

「へ？　っていうか、い、痛いです！」

「そんな無理やり笑われるくらいなら、怒ったり泣かれたりしたほうがマシだ」

　春明の強がりなどお見通しとばかりに、景彰はそんなことを言う。胸がきゅっと痛んで、景彰の手から逃のがれるように、顔を俯うつむけた。

「ほ、本当に怒ったら、怒り返すくせに。それに泣いたら……、困るでしょう？」

「怒おこったら怒り返すのは否定しない」

「ほら、やっぱりそうじゃ……」

「泣いたら、胸むねぐらいは貸してやる」

　被かぶせられるように言われた言葉に、思わず景彰を見返してしまった。不ふ機き嫌げんそうに眉を寄せている。

「だがな、無理して笑われたんじゃ、こっちはどうにもできないだろ。手も足も出ないんだよ」

　心臓がドキドキ鳴って、このままでは本当に泣いてしまいそうになった。空気を変えるために、わざとおどけてみせる。

「……景彰さんほどの人が手も足も出ないなんて、すごい弱点を知った気分です。そんなに威い力りよくありますか、私の無理やりな笑顔」

「ある。ついでに、お前の全開の笑顔も威力あるぞ」

　予想外の返しに春明はぎょっとして、自分の頰ほおをペタペタと触さわる。

「え、どうしてですか！　それってもしかして、変な顔してるってことですか？　不細工で見てられないほどの破は壊かい力ってこと!?　あっ、さっき劉星さんの前で笑うなって言ってましたよね！」

「そうだな。他人に見せていい笑みじゃないことは確かだ」

「ひどい！」

　仮にも女性に対して言う台詞せりふではないだろう。頰を膨らませると、切れ長の瞳ひとみが柔やわらかく細められた。

「そうやって怒ってるほうが、ずっといい」

　ああ、慰なぐさめられたんだと気付いた時には、景彰はもう春明から離はなれて歩き出していた。

　──もう。ほんっとうに敵かなわないなあ。

　好きになった方が負けとはよく言うが、春明は毎日負け続けている。

「景彰さん！」

　悔くやしいので、景彰の言う全開の笑顔を見せてやった。先ほどの作った笑みではない、景彰のことが好きだという気持ちが溢あふれた、自然と浮かんできた笑みだ。

「ありがとうございます。元気出ました！」

　確かに威い力りよく満まん載さいなのか、振り向いて春明の笑みを見た景彰は、どこか困った顔になる。

「……もったいなくて、こんなの誰だれにも見せられるか」

「え？」

　小さく呟かれた言葉は、春明の耳には入らなかった。景彰は「何でもない」と視線を逸そらしてしまう。

　春明は、温かくなった胸の内を探さぐる。まるでポッと小さな灯りが灯ったようだった。そこから連想するように、景彰が持っているろうそくを見つめる。

「……玄海さんは弱々しい光って言いますけど、私は好きだなあ。穏おだやかな劉星さんの雰ふん囲い気きにぴったりな、柔らかくて優やさしい光です。私に向けてくれる笑みみたいに安心する。暗くら闇やみを照らすろうそくとしては少し足りないのかもしれないけど、見ている人を和なごませる光ですよね」

　だが、玄海は自分が作るろうそくに近づかなければ認めない。「難しいですよねえ」と唸うなると、景彰が溜ため息いきを吐ついた。

「お前のお人好よしとおせっかいは筋金入りだな。何の得にもならないのに」

「生きている人間同士だったら、私もここまで深入りしませんよ。でも、玄海さんは死者となってしまった。霊吏である私が代弁できることがあるなら、やりたいって思うんです」

　死者がこの世に四十九日の間だけ舞まい戻もどった時、少なからずの人が、無力感に苛さいなまれる。誰とも言葉を交かわすことができず、何に触ふれることもできない。自分が一いつ切さい、この世に影えい響きようを与あたえることができないのだ。

　そんな中で、自分が見えて会話もできる霊吏という存在は、自身を捕ほ縛ばくするかもしれない厄やつ介かいな存在でありながら、意思の疎そ通つうが図はかれる唯ゆい一いつの生者だ。

　捕縛だけが霊吏の仕事ではない。霊と会話をして、想おもいを聞くことも、霊吏の役目なのではないかと春明は思うのだ。そんな霊吏はいない、と言われるなら、自分が最初のひとりになればいい。

「剣と言葉、両方扱あつかえる霊れい吏りになりたいです」

　自分の決意を口にしたはいいが、景彰が黙だまって見つめてくるので照れてしまう。変なことを言っただろうか？　耳まで赤くなるのが分かって、どんどん顔が下を向く。

「……あの。何か言っていただけると嬉うれしいっていうか、それかこっち見ないでください」

「お前なら、あの世に囚とらわれるようなことにはならないんだろうな」

　感じ入ったような声で言われて、そっと景彰を見上げる。

「えっと。ありがとうございます」

　笑みを浮うかべると、景彰はふいと顔を背そむけて歩き出した。

「お前、劉星に笑いかけるの、本当にやめろよ」

「まだそれ言いますか！」
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　潜せん入にゆう捜そう査さを明日に控ひかえ、春明と景彰は仕事の引き継つぎなどで忙いそがしく過ごしていた。

「はあ、お腹なかすいた……」

　机に書類を置いたところで、思わずそんな言葉が出た。すでに昼近くになっており、まだ昼食はとっていない。景彰も思い出したように顔を上げ、自身のお腹を押さえた。

「どこか食べに行くか」

「あ、はい！」

　春明は笑みを浮かべながら立ち上がる。その様子を見て、景彰がおかしそうに笑った。

「そんなに腹がすいてたのか」

「ええ、まあ」

　──それもあるけど、景彰さんとご飯食べられるのが嬉しいんです。

　内心ではそんな風に答えながら、春明はいそいそと書類を仕し舞まう。

「お前が犬なら、耳をぴんと立てて、尻尾しつぽをブンブン振ふってるんだろうな、今」

　犬について語っている時の景彰は穏やかで好きなのだが、やはり自分が犬に例えられるのは嬉しくない。春明は唇くちびるを尖とがらせて言い返した。

「何度も言いますけど、私は犬に似てませんよ！」

「お前は分かってない。期待に目を輝かがやかせて、尻尾を振って自分の足元に駆かけ寄る犬が、どれだけ可愛かわいいか」

「だからそれは犬の話でしょう！」

「お前も似たようなものだ」

　ぽかんと間ま抜ぬけな顔を晒さらした春明は、慌あわてて俯く。

　──え？　え？　ど、どういう意味？

　顔中に熱が集中していくのが分かって、春明はこの場から逃にげたいような、でもずっとここにいたいような、相反する思いに包まれる。

　トントン、と扉とびらが叩たたかれて、春明と景彰は弾はじかれたように顔を上げた。

「景彰くん？　お客様がいらっしゃっていますよ」

　扉の向こうから聞こえてきたのは貴瑛の声だ。

「客？」

　景彰が扉を開けた途と端たん、彼の瞳が見開かれる。貴瑛の後ろには、年配の二人の男女が立っていた。景彰を見た途端、女性の方が小さく微笑ほほえむ。

「景彰。突とつ然ぜん来ちゃってごめんなさいね」

「……おばさん、おじさん」

「最近顔を見せないから、ちゃんと食事をしてるのか心配で。お弁当を作ってきたの。職場の皆みなさんの分もあるから、どうぞ食べて」

　女性の言葉に、隣となりに立つ男性がひょいと手にしていた包みを持ち上げてみせる。景彰は慌てて包みを受け取り、視線を下げたまま「ありがとう」と礼を言った。

「……香月は、変わりないんだな」

　ぽつりと呟つぶやいた景彰に、男性の方が頷うなずく。

「ああ」

　香月。その言葉に、春明は目の前の男女の正体を知る。

　──この人達、香月さんのご両親だ。

　そして幼い頃ころに両親を亡なくした景彰の、育ての親でもある。

「こちらに休きゆう憩けい室がありますから、どうぞ」

　貴瑛が皆みんなを促うながし、休憩室の椅い子すにそれぞれ座らせる。春明はそわそわと周囲を見み渡わたした。雰囲気に押されて一いつ緒しよに来てしまったが、明らかに場ば違ちがいなのが分かる。清士と美怜もまだ仕事から戻っておらず、ますます肩かた身みが狭せまい。

「あ、の。私、ちょっと出てきますから！」

「あら。景彰の職場の方でしょう？　どうぞ居てください。お昼はもう食べましたか？　良かったらどうぞ」

　女性の方は、名を寧ねい林りんといった。寧林は包みを開き、蒸むしパンを差し出す。ふんわりと雲のような白い生き地じが綺き麗れいに蒸し上がっていて、とても美味おいしそうだ。差し出されておろおろしていると、景彰が「腹が減ってたんだろう？」と促してきた。春明はひとつ頭を下げた後、蒸しパンを受け取り、口に運ぶ。

　柔らかい生地の中に、こってりとした肉餡あんが入っている。肉にく汁じゆうが口の中に広がり、春明は味を嚙かみしめるようにきゅっと唇を引き結んだ。

「美味しいー！」

　パクパクと齧かじり付きながら、何とか美味しさを表現しようとする。

「餡がとろっとしてて、生地はふわふわ！　お母さんの作るのも好きだけど、こっちもすごく美味しい……」

　興奮して蒸しパン相手に喋しやべっていたが、皆の視線が集中しているのが分かって、はっと口を閉とざす。

　寧林が、くすくす笑いながらお茶を勧すすめてくれた。

「喜んでもらえたなら嬉しいわ。でも、そんなに一気に食べたら喉のどに詰つまってしまうわよ」

「あっ、すみません」

「子供か」と景彰が呆あきれた顔で見てくるのが居たたまれない。気を遣つかって席を外そうとしていたのに、一体何をしているのか。

「そういうことを言わないの、景彰。あなただって昔は料理をかっ込んで、香月に『子供ね』なんて言われてたじゃないの」

「おばさん、余計なことは言わなくていいから」

　景彰が拗すねたような顔をするので、春明は驚おどろいてしまう。春明が見る景彰は、教え諭さとしてくれる大人の男性だ。だが景彰にも、子供のような一面があるのだと知る。

　──こういう顔もするんだ。当たり前だけど、景彰さんのこと、まだまだ知らないことばっかりなんだなあ。

　初めて見る顔をまたひとつ知って、春明はそっと自分の胸に仕舞い込む。

「昔、香月が珍めずらしく料理をしたいって言ってきたことがあったじゃない。景彰に食べさせてあげたいんだって。あれも確か蒸しパンだったわ。でもあの子、全然器用じゃないから見事失敗しちゃって」

「ああ、思い出した。見た目は悪くなかったのにな」

　父親である楽らく頼らいが目を細めて微笑む。

「そうそう、中の餡がもうしょっぱくてねえ。でも景彰、『美味うまい』って全部食べたのよね。それであの子、自分は料理の才能あるんだって勘かん違ちがいしちゃって大変だったわ。味見もしないんだもの」

「……はりきると、周りが見えなくなるところがあったな」

　記き憶おくを浚さらっているのだろう景彰の瞳ひとみは、とても優やさしいものだった。

「ごめんね、かなり長い間、美味しくないものを食べさせてたわよね」

「あの時は育ちざかりで、いつも俺が腹をすかせてたのを、香月は気付いてたんだ。あいつが頑がん張ばるのも、全部他人の為ためだって分かってるから」

　春明には分かるはずもない、香月と景彰と両親の思い出。

「食べさせてあげたいわねえ」と、ぽつりと寧林が零こぼした。

「このお弁当、彼女が喜んでくれたみたいに、香月に食べさせて、『美味しい』って言ってもらいたい」

　寧林が愛いとおしそうに春明を見つめるものだから、喉が詰まって言葉が出なかった。その瞳にあるのは、子供への溢あふれるほどの愛情だった。

「──俺が、絶対に香月の目を覚まさせる。だからもう少しだけ、待っていてほしい」

　その時、景彰が両りよう膝ひざに置いた手を握にぎりしめながら、両親に向かって頭を下げた。寧林も楽頼も、慌てたように景彰に駆け寄り、その肩かたに手を置いて言う。

「ごめんなさい。こんなことを言わせるために来たんじゃないの。最近あまり家に来ないから、大だい丈じよう夫ぶかと思って来ただけなのよ。香月も大切だけど、あなただって私達の大事な息子むすこなんだから。ね？」

　景彰は小さく笑って「分かってるよ」と頷いている。

「さあ、食事をしてくれ。せっかく作ってきたんだから。あなたもどうぞ」

　楽頼が景彰に箸はしを持たせ、春明にも食べるように勧めてくれる。春明はまたぺこりと頭を下げると、蒸しパンの残りにかぶりついた。

　美味しくてたくさん食べたいのに、なんだか胸が詰まって上手うまく飲み下せなかった。










　とぼとぼと、家への帰り道を歩いて行く。

　辺りはすでに暗く、畑のあぜ道なので民家もなく静かだ。

　食事の後、香月の両親は帰って行った。とても優しい人達で、寧林は蒸しパンの作り方を春明に教えてくれた。楽頼は「うちの息子を頼たのみました」と、春明にまで頭を下げてくれた。

　──景彰さん、嬉うれしそうだったな……。

　帰る間ま際ぎわに霊督院の前で、景彰の肩をポンと叩いた楽頼は、心から景彰を心配していた。応こたえるように穏おだやかに笑った景彰の顔は、今も目に焼き付いている。

「香月さんって、どんな人だったんだろう」

　両親を見ていると、きっと優しい人なんだろうと思う。苛いじめられていた幼い景彰を庇かばうくらい正義感があって頼たよりがいがあって、他人のことに一いつ生しよう懸けん命めいになれる人。

「それに比べて、私って……」

　──いつまでも子供で落ち着きはないし、集中すると周りが見えなくなるし、から回ってばっかり……。

　指折り数える自分の欠点の多さに、真しん剣けんに落ち込みたくなる。一方で、こんな比ひ較かくは不毛で意味がないことも分かっていた。パン、と自分の頰ほおを叩く。

「私は私、でしょ！」

　──景彰さんが香月さんを好きな事なんて、初めから分かってたことじゃないの。それでも好きになったんだから、こんなことでいちいち落ち込むのやめなくちゃ。

「遅おそかったな」

　不意にかかった声に顔を上げると、いつの間にか家の前にいた。考え事をしながら足を進めていたら、家に到着していたらしい。

　春明の家の扉とびらに、希き聖せいの姿があった。夜だからか官かん吏りの礼服ではなく、私服に身を包んでいる。

　希聖は、戸こ籍せきや官吏の給料などを受け持つ戸こ部ぶの官吏だ。春明の住む村で初めて出た官吏であり、村娘むすめ達の『結けつ婚こんしたい男性一位』の名めい誉よを拝している。一体誰だれと結婚するのか注目を集めているのだが、本人の意向はともかく、親同士が決めた婚こん約やく者がいた。それが、幼おさな馴な染じみで家も隣となり同士の春明だ。

「希聖。今日は実家に帰ってたの？」

　普ふ段だんは煌朱に下宿して職場に通っているため、希聖が村に帰るのはそう多くない。

「少し用事があって、寄ってみたんだ。それよりお前、毎日こんな遅くまで仕事をしてるのか？」

　眉まゆを寄せ、不ふ機き嫌げんそうに顔を歪ゆがめて見せるのは、希聖のお決まりの姿だ。

　春明はギクリと目を泳がせた。官吏はただでさえ忙いそがしい職業だが、霊吏は更に夜遅おそくまで仕事になるのが常だった。霊は夜に動き回ることが多いため、必然的に霊吏が動くのも夜となってしまう。

　だがそれを、正直に希聖に伝えるわけにはいかない。希聖や家族には、刑部の官吏になったと言っているからだ。

「あー、まあ、今日はたまたまだよ。うん」

「采さい林りん殿どのが零していたぞ。毎日残業になるってことは、お前が仕事についていけてないんじゃないかと」

「お、お母さん、そんなこと希聖に話したの。違ちがうんだよ。ていうか希聖もカマをかけるようなことしないで」

　春明の母親、采林から聞いたということは、毎晩遅いと知っていて、わざと春明に答えさせたのだ。

「正直に言わないお前が悪い」

「そ、そりゃそうだけど。とにかく、心配してくれるようなこと何もないから。ね？」

「心配？　心配しているのは采林殿であって私ではない。大体、誰がお前の心配なんか……」

　これ以上ないほど眉を寄せて抗こう議ぎしようとする希聖だったが、途と中ちゆうで言葉を切って口を噤つぐんだ。てっきり文句が飛んでくるとばかり思っていた春明は、きょとんとする。

　希聖はうろうろと視線を彷徨さまよわせた後、思い切ったように言う。

「いや。心配は、…………している。さ、さっき用事があって寄ってみたと言ったが、噓うそだ。お前が気になって、実家に寄った」

「え……。ど、どうしたの希聖。悪口とか嫌いや味みを言わない希聖なんて、希聖じゃないみたい」

　熱でもあるのではないかと表情を窺うかがうと、案の定頰が真っ赤だ。

「やっぱり具合が悪いんじゃない？　すぐに眠ねむったほうが」

「具合など悪くない！　私だって、素す直なおになる時くらいあるんだ！」

　そう言うと、額に手を当てようと持ち上げた腕うでを取られる。

「素直に言えないまま、お前を誰かに取られるのは嫌いやだ」

「取られるって何の話……」

　希聖の言葉に困こん惑わくしながらも、春明の意識は手首に回された希聖の手にあった。

　──大きな手。いつの間にこんなに大きくなったんだろう。

　幼い頃ころ、二人の手のひらはほぼぴったりと同じ大きさだった。重ね合わせてみたことがあるから確かだ。それが今、春明の手首はいともあっさりと希聖の手に摑つかまり、離はなすことができない。

「元気がないな」

　じっと顔を見つめられながら言われた言葉に、心までも見み透すかされたような気がして思わず後ずさった。しかし、希聖は手を離さない。仕方がないので、真っ直すぐで真しん摯しな眼まな差ざしから逃のがれようと、視線を下げた。

「そんなことないよ。元気だよ」

「何年一いつ緒しよにいると思ってるんだ。無理してることくらい、すぐ分かる」

　今そんなことを言うのはやめてほしかった。嫌味でも言ってくれれば、それに怒おこって、いつも通りの自分でいられるのに。

「本を読むといい」

「え？」

「全く別の話に耳みみを傾かたむけると、一時でも忘れることができる。あ、何か計算するのもいいぞ。数字を計算していると、煩わずらわしくて嫌なこともすっかり頭から消えて、集中できる」

「あの、希聖？」

「それか、楽しくて幸せなことを考えるのもいい。私はよく、お前のことを考える。お前が八歳の時だったかな、私の誕生日に初めて料理を作ってくれたこと。……まあ、不味まずくて全部食べるのが大変だったが……」

　春明は目を瞬またたかせた。八歳の記き憶おくが甦よみがえってくる。確かに春明は希聖のために、初めて包丁を握り、料理らしきものを作った。香月のように頑がん張ばって料理をしたことが、自分にもあったのだ。しかし希聖には「不味い」とはっきり口にされて、がっかりしたのを覚えている。

　でも、それが。

「……希聖にとって、楽しくて幸せなことなの？」

[image: ]

　希聖はしまった、という表情を隠かくさずに見せて、そのまま先ほどの比ではないほど赤面した。

「それは、その……」

「ああ」とか、「うう」とか言いながら、しぶしぶといった様子で希聖は頷うなずいた。

「ありがとう」

　春明は微笑ほほえんで、手首を摑む希聖の手を軽く揺ゆらした。

「希聖の方法、試ためしてみるね。まずは本を読んでみることにする」

　ようやく希聖はほっとした表情を浮うかべて、春明から手を離した。

　思いがけない人物から慰なぐさめられ、春明の気持ちはゆっくりと浮ふ上じようしていた。







　二章　潜入捜査と幽霊の手紙




「本日から剣けん術じゆつの指南をしてもらう、李り景彰先生と、そのお弟で子しさんである凜りん春明さんです」

　パチパチと拍はく手しゆに迎むかえられ、春明と景彰はそろって頭を下げた。小龍劇団総勢三十名の視線が、一挙に注がれている。現在、春明達が立っているのは、広い稽けい古こ場ばだった。

　煌朱の外れに建てられた小龍劇団の稽古場は、劇団員達が暮らす家でもある。捜そう査さ一日目、春明と景彰はここに、芝しば居いで行う剣術の指南役という形で潜せん入にゆうすることになった。

　景彰を剣術の指南役に、と決めたのは貴瑛だった。

　──よく考えてる。確かに景彰さんは剣けんの達人だし、教えるのも上手だもんね。

　指導自体は、ちょっと、いやかなり厳しいが、確実に上手うまくなれるのは確かだ。

　──そして私はその弟子、かあ。うん、霊れい吏りの時と、別段変わりはないな。

　演技する必要が全くないので、ありがたい。

「ようこそ小龍劇団へ。劇団を代表して、歓かん迎げいします」

　手を差し伸のべてきたのは、団長にして演出家でもある作さく忠ちゆう雲うんという男性だった。瘦やせ気味で背が高く、高身長を持て余しているように猫ねこ背ぜ気味だ。柔やわらかで優やさしい笑えみは、見る者に安心感を与あたえている。

　──団長って聞くと、ごつくて怖こわい人物像が思い浮かんじゃうけど、穏おだやかそうな人だな。

　春明は、にこにこ微笑む忠雲と握あく手しゆを交かわしながら、そんなことを考えていた。

「こちらこそ、お力になれるよう頑張りますので、どうぞよろしくお願いします」

　景彰は愛あい想そよく微笑んでおり、普ふ段だんの無愛想を知っている身としては、胡う散さん臭くさいことこの上ない。

「？　何だ」

「いえ別に」

　春明がいそいそと視線を外すと、景彰は何かを察したのか春明の肩かたを叩たたき、ぐいと忠雲の前へと押し出した。

「こいつは私の弟子ではありますが、雑用係としてどうぞこき使ってやってください。御ご前ぜん舞ぶ台たいの準備で、人手はいくらあっても足りないでしょうから」

「ああ。そう言っていただけるとありがたいです。本当にもう、目の回る忙いそがしさで……」

　忠雲は頭を搔かいて苦く笑った後、「ちょっとおいで」と二人の男女を手招きした。

「李先生。こちらが今度の御前舞台で主役を演じます、王おう令れい輝きと、流りゆう鳳ほう蓮れんです。令輝は剣術の場面が一番多くあるので、みっちり鍛きたえてやってください」

「王令輝です。よろしくお願いします」

　令輝と呼ばれた男性が歩み寄り、綺き麗れいな礼を見せる。舞台俳優なだけあり、一挙手一投足がすべて様になっているのがさすがだった。舞台映ばえする目鼻立ちのくっきりとした顔は、さぞ女性に人気だろう。

「流鳳蓮と申します」

　女性の方は、少したれ目の大きな瞳ひとみが特とく徴ちよう的な美女だった。しっとりと水を湛たたえたような潤うるんだ瞳に、肉感的な唇くちびるが色気を醸かもし出している。鳳蓮が景彰に微笑むのを見て、少しだけハラハラしてしまう。

「うちは、俳優、大道具係、楽団など合わせて三十人ほどで構成されています。これから、劇団内を案内しますので、どうぞ」

　忠雲に促うながされて、春明と景彰は劇団の中を歩いていく。紹しよう介かいのために集められた劇団員達も、各おの々おのの持ち場へと散って行った。

「先ほどいた稽古場が、うちで一番広い稽古場で、主に通し稽古をするために使われています。で、こちらは楽団員が楽器の稽古に使う場所です」

　廊ろう下かから扉とびらの向こうを窺うと、胡こ弓きゆうや銅ど鑼らが置かれている。それから調理場や劇団員の寝ね泊とまりする部屋を紹介された。

　部屋をひとつひとつ確かく認にんしながら、景彰が口を開く。

「ここには、物置のような部屋がたくさんあるんですね」

「ええ。芝居のために使う小物をしまっておく部屋、大道具を保管する部屋など、大小さまざまな物置部屋があります」

　忠雲の説明を聞きながら、景彰は何かを考えているようだった。どうしたのかと聞きたいが、忠雲がいる手前何も言えない。

「さっそく午後から指南をお願いしたいのですが、よろしいですか」

　景彰は笑みを作り、「もちろんです」と頷いた。










「踏ふみ込みが甘い！　だから次の動作がもたつくんだ！　だめだ、武官はそんな型のない荒あら々あらしいだけの動きはしない。それじゃ盗とう賊ぞくだ。──もう一度！」

　さっそく午後から始まった景彰の稽古は、案の定鬼おにのような厳しさだ。潜入捜査の為ためといっても、剣に関しては本気になってしまうのが景彰だった。

　だが、春明に教える剣術とは違ちがい、きちんと芝居をする人間の配役に合わせているのがさすがだった。今景彰が教えているのは、武官役の俳優達だ。武官というのは徹てつ底てい的に剣術の基本を叩き込まれており、それゆえに強いのだが、画一的で先が読めてしまうというのが欠点らしい。

　景彰はその武官の特徴を捉とらえた剣術を教えており、春明も見ているだけで勉強になる。周囲の俳優達も、見事な剣けん捌さばきの景彰を見ようと、自然と輪ができ始めていた。

「おー、すげえなあ。やっぱ本物は違うねえ」

「女達が浮うき足立つくらいの色男で、実は俳優志望なんじゃないかと思ってたが。本当に強いんだな」

　感心するような俳優達の言葉に、春明は自分のことのように嬉うれしくなる。

　──そうでしょう、そうでしょうとも！　さすが私の上司で師し匠しようで相棒！

「李先生が本物なのは分かったけどよ、あの子供みたいな弟子は何なんだ？」

　春明はドキリとした。潜ひそめられた声をしているが、本人に聞こえているのだから意味はない。景彰の実力が分かったところで、次に興味を持たれるのは春明だ。あんなに強い男の弟子が、なぜこれ？　という正直すぎる視線を周囲からもらい、春明は顔を下にして、すすす、と部屋の脇わきに寄る。

「たぶん本当の弟子は他ほかにいて、身の回りの世話とかするために呼ばれたんじゃないか？」

　誰だれかがそう言って、「なるほど」という空気が流れた時だった。

「春明！」

　景彰から名前を呼ばれて飛び上がる。

「は、はい！」

「俺の相手をしろ」

「えっ」

「え、じゃない。お前達、今から手本を見せるからよく見ておけ」

　後半は稽古をつけている俳優達に言って、景彰は春明に木刀を投げてよこす。春明は木刀を受け取ると、景彰の許もとに駆かけ寄った。こそこそと耳打ちする。

「景彰さん、手本って、あの」

「今ここで、一番型が綺麗なのはお前だ。武官の動きに近い」

「そんな、綺麗なんてあり得ませんよ！　私、人様に見せられるようなものじゃ」

　見られることを前提に稽古していたわけではないので、自身がどう映っているのか意識したことがなかった。

　すると、持っている木刀を引っ張られる。

「お前はできる。お前が思っている以上にな」

　真しん剣けんな表情がふと揺ゆらいで、一いつ瞬しゆんだけ柔らかな笑みが春明に向けられた。ポン、と頭を叩かれる。

「自信を持て。この俺が保証してやる」

　力強く言われた言葉は、いつも春明の背筋をピンと伸ばさせる。頭に触ふれられたところから、やる気がみなぎってくるから不思議だった。信しん頼らいされているのだと分かって、嬉しい。

「ほら。こい」

「……皆みなさんのいる前で、負かしちゃったらすみません」

　緊きん張ちようを誤ご魔ま化かすために軽口を叩いてみると、「やれるもんならやってみな」と楽しそうな声が飛んだ。

　春明は木刀を握にぎり直し、景彰の右側に踏み込んでいった。ひとつ打ち込むごとに、景彰に注意されたことが甦よみがえってくる。最近は意識しなくとも、体が勝手に修正を加えて、景彰の言葉に合うように動こうとする。

　何分経たったのか、景彰が春明の木刀を弾はじいたところで、打ち合いは終わった。呼吸が荒あらくなった春明に、相変わらず息ひとつ乱していない景彰が、「まだまだだな」と笑う。

　そうして景彰は、春明を指差しながら周囲に言う。

「基き礎そがある人間は剣けん先さきがぶれない。様々な型が身についているのが分かっただろう。さあ、稽古の続きをするぞ」

　俳優達が頷うなずく。景彰は春明にも指示を出す。

「ここはもういいから、仕事を手伝ってこい」

　春明は礼をして木刀を返し、その場から離はなれた。すると、見学していた俳優達が春明の周りに集まってきた。

「いやあ、すごいな！　女性でここまで動けるなんて驚おどろきだよ」

「すごく綺麗な剣捌きだった」

　口々にそう言われて、春明は顔を赤くして「ありがとうございます」と、また頭を下げる。

　──少しずつでも、景彰さんの相棒として、成長してるのかな。

「……してるといいな」

　春明は顔を上げ、景気づけに「よしっ」と頰ほおを叩たたく。

「何かお仕事ありませんか！」

　春明は自分に与あたえられた役割を果たそうと声を上げた。景彰がわざわざ「こき使ってくれ」と言ったのは、春明に色々な所を見させて劇団内を調べられるようにするためだろう。

「ここはもっと情感を込めるべき場面だ！　だが、込め過ぎては逆に観客は白けてしまう。感情を押し殺して、それでも滲にじみ出てくる怒いかりが欲しい」

　景彰の横では、忠雲が鳳蓮を相手に演技指導をしていた。穏おだやかな初対面の時と違い、真剣さを増した顔には凄すごみがある。

　春明が忠雲から視線を外した瞬しゆん間かんだった。

　──あ。

　素す早ばやく周囲に視線を向ける。何も変わったものがないことを確認してから、景彰の方を見つめた。景彰も春明を見ており、小さく頷く。

　──霊れいの気配がした。

　景彰も感じ取ったのだろう、稽古をしながらも視線が様々なところに飛んでいる。しかし、いくら気配を探さぐっても、それ以上は辿たどれなかった。










　小龍劇団にある劇団員が住む場所は、男女別々の大部屋になっている。男女で、三つほどの大きな部屋に、数人で寝ね起おきしているのだ。景彰と春明は指南役として短期で劇団に世話になるために、ひとつ個室が与えられた。

「えっ、つまり一いつ緒しよの部屋ってことですか!?」

　景彰は稽けい古こを、春明も雑用仕事を終えて、忠雲に連れてこられた部屋で絶句する。

「すみません、一部屋しか空きがなくて……」

　申し訳なさそうな忠雲だったが、師匠と弟で子しなら大だい丈じよう夫ぶでしょう？　と顔に書いてあった。確かにその通りだが、春明の心情的には問題がありすぎる。

「なんだ、俺が襲おそうとでも思ってるのか、お前は」

　心外そうな顔をされて、春明は首を横に振ふった。

「思ってませんよそんなこと！」

　春明の心臓がもつかどうかが心配なのだ。

　二人の間でおろおろしている忠雲に、何かを考えたのか景彰が言った。

「できれば、私達も大部屋で寝ね泊とまりしたいのですが」

「え。で、ですが大部屋は狭せまいですよ？」

　忠雲が戸と惑まどった声を出す。

「全く気になりません。それに、皆さんのことをもっとよく知りたいですし。短い間ではありますが、この劇団に入ったからには、私も仲間として皆さんに溶とけ込んで、芝しば居いを成功させたいと思っているんです」

「李先生……」

　誠実そうな物言いに、忠雲はすっかり感激したらしかった。

「分かりました。では、大部屋にご案内します」

　前を歩く忠雲に聞こえないよう、景彰が春明の耳に顔を寄せてきた。

「おしゃべり好きな女性の相手はお前に任せた。この劇団でなにか不ふ審しんなことが起こっていないか、よく聞いてくるんだ」

「あ、なるほど。分かりました！」

　急に大部屋がいいと言い出した理由が分かった。頷きながら内心大いに胸むねを撫なで下ろす。

　忠雲は最初に景彰を男部屋に連れて行った後、春明を女性達がいる部屋へと案内してくれた。

　女性達は忠雲から話を聞くと、目をキラキラさせて「歓かん迎げいする」と春明の手を引っ張って部屋に入れてくれた。

　扉とびらが閉まった途と端たん、どっと春明を女性陣じんが取り囲む。

「ねえねえねえ、あなたの師し匠しようの李先生！　カッコいいわよねえ、恋こい人びとっているのかしら」

「あら。このお弟子さんが恋人かもしれないじゃない」

「えー？　子供っぽすぎない？　あらでも、お化け粧しようすれば映はえるかもしれないわね」

「李先生、令輝と並んでも全然遜そん色しよくないんだもの！　剣を持たせたら更さらにカッコいいし」

「あんた、前にカッコいいって言ってた料理屋の息子むすこはどうなったのよ」

「ああ、あれ？　結けつ婚こんしてた」

「えー！　うっそ！」

　絶え間ない質問攻こう撃げきと、どんどん飛んでいく話題に春明が目を白黒させていると、部屋の奥で髪かみをとかしていた鳳蓮が助け舟ぶねを出してくれる。

「ちょっと皆みんな。そんなに一気に喋しやべらないの。彼女、驚いてるじゃないの」

「あ、あの。ここにいる間、お世話になります。凜春明です、よろしくお願いします」

　春明が言うと、「まあまあ座んなさい」と手招きされる。

「この劇団って、すごく広いんですね。何度か迷いそうになりました」

　出されたお茶を飲みながら、さっそく話を振ってみる。

「あー、広いっていうよりね、入り組んでるのよ。部屋数が多すぎるのよねえ」

「夜になると、ちょっと怖こわい気もします。人のいない物置部屋が多いからか、明かりがあまりないみたいで。ほら、なんか……出そうな感じがしませんか」

「あー、怖がりなんだ、春明ちゃん。でも大丈夫、幽ゆう霊れいとかそういう類たぐいのものが出るなんて聞いたことないしね」

　春明と同年代ほどの女性が、陽気な調子で教えてくれた。周囲を見ても、特に幽霊騒さわぎのようなものは起こっていないらしい。

　──うーん。まあ、本当に霊がいたとしても、普ふ通つうは見えないんだから不思議じゃないよね。

　その後もさりげなく、気になるようなことが起こっていないか聞いてみるも収しゆう穫かくはなかった。

　聞くことがなくなってしまった春明に、今度は女性達の質問が始まる。景彰に恋人はいないのか、好みはどんな女性かなど、景彰はすっかり女性達の心を摑つかんだらしい。

「あーあ、せっかく噂うわさの腕うで輪わつけてるのに、一向に恋人ができないってどういうことかしら？」

　女性の一人がぼやきながら、自身の右腕を撫でている。見ると、薄うす紅べに色いろの水すい晶しようが連なった綺き麗れいな腕輪をしていた。

「わー、綺麗ですね」

　春明が思わず言うと、女性がにっこり笑ってよく見せてくれた。

「これ、今煌朱の街で流行はやってるのよ。なんでも、つけると恋こいが叶かなう腕輪らしいの」

「そうなんですか」

「好きな男性からもらうと、その人との恋が叶うって噂もあるのよ」

「あんたは自分で買ったから効能がないんでしょ」と誰だれかの横やりが入り、女性達の笑い声に包まれる。腕輪を付けた本人も真面目まじめに噂を信じているというよりは、綺麗だから買ったということらしい。

　その時、コンコンと扉が叩かれた。「はあい」と鳳蓮が出ると、なんと景彰が立っている。

「夜分遅おそくにすみません。春明、ちょっと来い」

「景彰さん！」

「あらあら、夜に女性を誘さそうなんて、大だい胆たんねえ」

　鳳蓮がからかうと、周囲の女性達がきゃあきゃあと騒さわぎ出す。

「明日あしたの仕事の打ち合わせですよ」

　やんわりと景彰が諫いさめるも、もはや周囲は聞いていない。

「李先生、可愛かわいい弟子に、この腕輪買ってあげたら？」

　先ほどの女性がふざけて、自分の腕を掲かかげて腕輪をちらりと景彰に見せる。

「腕輪？」

「綺麗だから欲しいんですってよ」

「ちょっ、い、言ってませんよっ！　ほら、景彰さん行きましょう！」

　春明は好こう奇き心しんだらけの視線から逃のがれるように、大慌あわてで部屋を出て行った。










「はあ……。部屋に戻もどった時がまた恐おそろしい……」

　明かりのない廊ろう下かを景彰と歩きながら、また女性達の質問攻ぜめにあうのかと思うと憂ゆう鬱うつだ。

「なんであんなに興奮してたんだ？」

　不可解そうな顔になる景彰が恨うらめしくなる。自分がどんなに目立つ存在なのか、自覚していない。

「突とつ然ぜん景彰さんが来たからびっくりしたんですよ、たぶん」

「劇団内部を細かく探るなら夜が一番いいし、霊れいだって動きやすい。さっき別れる時に言い忘れてたんだから仕方ないだろう」

　春明は表情を改めて、景彰を見つめた。

「霊を探すんですね」

「ああ。昼間の気配、お前も感じただろう？　だが、姿は見えなかったし、気配は一いつ瞬しゆんだった」

　曲がり角の多い廊下はどれも同じように見えて、春明は今どこを歩いているのか分からなくなってくる。

「部屋で皆みなさんに聞きましたけど、不審な出来事とかは起こってないそうです」

「男の方も同じだ。……それにしても、本当に部屋数が多いな」

　ひとつひとつ、他ほかの団員に見つからないように中を探さぐっていく。しかし霊の気配はなく、当然姿を捉とらえることもできない。

「気配がしないということは、今はこの劇団内にいないってことでしょうか？」

「普通ならそうだ。だが、淵君が絡からんでいるかもしれないとすると、簡単に結論は出せない」

　埃ほこりっぽくあまり人の入った形けい跡せきがない部屋や、何が入っているか分からない木箱が山と積まれた部屋など様々あり、すべてを見るには一時間ほどかかった。

「……いませんね」

　眉まゆを寄せて廊下の壁かべに寄りかかると、景彰も腕を組んで「ああ」と頷うなずく。

「とりあえず、明日の夜も同じように見回ってみるか。霊の気配がしたことは確かだからな」

「分かりました」

「疲つかれた顔してるな。今日の剣けん術じゆつのせいとか言うなよ。そんなヤワな鍛きたえ方はしてないつもりだからな」

　景彰の手が伸のびて、春明の目じりをすっと撫でていく。

「あれくらいの運動で疲れたりしません！　もしも疲れたように見えるなら、たぶん潜せん入にゆう捜そう査さということで緊きん張ちようしてたのかもしれません」

「別に俺とお前の役割は変わらないだろ。剣けんの師匠と弟で子し」

「そりゃそうですけど。まあ、手本を見せろと言われるとは思いませんでしたが」

「ああ、あれな」と景彰は少しだけ決まりが悪そうに頭を搔かく。

「確かに手本を見せたいとは思ったが、まあ、単純に腹が立ったからな」

　春明はきょとんと目を瞬またたかせて、景彰を見上げた。

「腹が立った？」

「俺の弟子を馬ば鹿かにするから、思い知らせてやりたかったんだよ。どれだけの努力の上に作られた剣けん捌さばきなのか、どれだけ洗練された剣なのか、自じ慢まんしてやろうと思って」

　──そんなこと、考えてたんだ……。

　ドキンと心臓が鳴って、喉のど元もとが熱くなっていくのが分かる。春明はぐっと奥歯を嚙かみしめて耐たえた。

「……自慢、できましたか？」

「合格点はくれてやるよ」

　にっと子供のような笑えみを向けられて、春明もつられて満面の笑みを見せる。誰に褒ほめられるよりも、どんな飾かざられた言葉を贈おくられるよりも、一番嬉うれしく胸に響ひびいた。
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　潜入捜査二日目、景彰が剣の稽けい古こをしている間、春明は衣装作りを手伝っていた。

「あら、この青地の布、足りないじゃないの」

　衣装係の中でも年配の女性が、はたと針を止めた。

「私、買ってきましょうか？」

　春明が立ち上がると、「じゃあお願いできる？」と行きつけの布屋の地図を描かいて渡わたしてくれた。

　外に出て少し歩くと、民家がポツポツと現れる。劇団では稽古で大きな音や楽器を鳴らすこともあるので、民家とは少し離はなれて建てられているのだ。

　ある民家の前で見知った顔を見つけ、春明は思わず立ち止まった。同じくして、その人物もまた春明の方を見つめ、固まる。

「……春明？」

「き、希聖？」

　立っていたのは、官かん吏りの礼服に身を包んだ希聖だった。なにやら紙の束のようなものを手に持っている。

「お前、なんでこんなところにいるんだ？」

　訝いぶかしげな顔になる希聖に、春明は慌てる。

「ええと、おつかいを頼たのまれて……」

「刑部から？」

「う、うん」

「こんな街の外れまで？」

「……うん」

　──もうこれ以上突つっ込まないで！

「き、希聖は？　やっぱり仕事でここまで？」

　質問に質問で返すと、希聖はあっけなく「まあな」と頷いた。

「戸こ籍せきの書き直しのための調査だ」

「戸籍……、ああ、希聖は戸部の官吏だものね。でも、書き直しって何？」

「亡なくなった人間が出ると、戸籍を訂てい正せいする必要があるんだよ。その家を回って確かく認にんをとり、死亡届をもらって戸籍に亡くなったことを記入するんだ」

「なるほど。で、ここにその亡くなったご家族がいるということなのね」

　春明はちらりと、先ほど希聖が立っていた家を見つめる。

　──ああ、いるな。

　春明の視界に、ふわふわと漂ただよっている一人の男性がいる。輪りん郭かくはうっすらと透すけており、まだ三さん途ずの川からこの世に来て時間が経たっていないのが分かった。

　男性の顔は、自分の家に戻ってきた嬉しさなどは感じられなかった。どんよりと、家の門を見つめている。

「その男性は、どうして亡くなってしまったの？」

　少し気になって、希聖に聞いてみる。

「ああ……。それがよく分からなくてなあ。突然胸むな元もとを押さえて苦しんだと思ったら、意識を失ってそのまま目を覚まさなかったらしい。だが聞いた話によると、亡くなる前にうわ言みたいなことを言ってたって」

「うわ言？」

「蛇へびがどうだって……、蛇が絡んでくる？　とか。よく分からないよな。幻げん覚かくでも見てたんだろうか」

「……っ」

　ぞわりと、一瞬にして両りよう腕うでに鳥とり肌はだが立つ。ひたひたと、ゆっくり嫌いやなものが近付いてくるような気持ちがして、春明は無意識に自分の背後を振ふり返ってしまった。

「春明？」と首を傾かしげる希聖に、慌てて動どう揺ようを押し殺す。

「何でもない。希聖も大変だね」

「まあな。最近、不ふ審しん死や自殺者が多くて、戸部も人を増やしてるんだ。煌朱だけじゃなくて、他の地方でも多くて、増員しなきゃまわり切れないんだよ」

　希聖がぼやきながら、自身の手に持つ紙の束をパラパラと捲めくった。何とはなしに、春明もそれを眺ながめる。煌朱はもちろん、比ひ較かく的てき大きな街や、はたまた集落のような小さな村もある。

　心なしか疲れたような顔の希聖に、「無理しないでね」と声をかけた。

「あ、じゃあ私、おつかいの途と中ちゆうだから」

　もう行くね、と希聖に別れを告げ、歩き出す。

「……そういえば、亡くなったのが男性だと、私は言っただろうか……？」

　希聖が不思議そうに呟つぶやいて、首をかしげた。
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「気配は確かにあるのに、姿がまったく見えませんね」

　希聖と会った翌日、春明と景彰は仕事を終え、昨夜と同じように劇団内部を探っていた。

「昼も夜も、全く異常がないな」

　景彰は険しい眼まな差ざしで周囲を見回している。昨日、希聖と会って話したことを景彰に伝えてから、ずっと硬かたい表情を崩くずさないままだった。

　──景彰さんが淵君のことになると冷静でいられなくなるのは分かってるけど。

　こんな時の景彰は、まるでこの世にいるのは自分だけ、という顔をする。無意識なのかもしれないが、春明にとってものすごく寂さびしいことだった。

　それにしても、気配を辿たどれないとするとどうすればいいのか分からない。劇団と淵君が繫つながっているという証しよう拠こもないし、霊れいを匿かくまっているという噂うわさにしても、まったく姿が捉とらえられない。だが嘲あざ笑わらうように、淵君によって未いまだに死に誘いざなわれている人がいる。

「明日あした、貴瑛の所へ行って話してくる。今日はここまでにしよう」

　ポン、と頭を叩たたかれて、解散となった。遠ざかっていく景彰の背中を見て、やるせないような気持ちになる。

　そのまま廊ろう下かをとぼとぼと歩いていると、稽けい古こ場ばに明かりがついているのが見えた。そっと覗のぞいてみると、鳳蓮が一人演技をしている。

　──こんな遅おそくまで……。熱心だなあ。

　朝から稽古をし続け、劇団員の体力には驚おどろかされてばかりいる。鳳蓮は主役ということもあって、誰だれよりも登場回数が多い。くたくたなはずなのに、今も演技をする指の先まで、意識が行き渡っているのが分かった。

　台詞せりふを読み続けている鳳蓮に、いつのまにか引き込まれて、その場から動けなくなる。鳳蓮の作る多た彩さいな表情と台詞の言い回しに、目が離せない。

「あら、どうしたの」

　鳳蓮が、稽古場の前に立つ春明に気付き、声をかける。おいでおいで、と手招きをされて、そっと近づいていった。

「お疲つかれ様です。あのっ、勝手に覗いてすみませんでした。こんな遅くまで稽古ですか？」

　鳳蓮は、額に滲にじんだ汗あせを拭ぬぐうと、ふう、と息を吐はいた。

「御ご前ぜん舞ぶ台たいもすぐだし、やれることはすべてやらないとね」

「……私は入ってきたばかりですけど、皆みなさんの熱意はすごく伝わってきます」

「そりゃあ御前舞台だもの！　この国の役者なら、一度は憧あこがれる夢の舞台よ。先代の団長の時から、ずーっと目指して頑がん張ばってきたの」

　広い稽古場をぐるりと見み渡わたしながら、鳳蓮はどこか遠い目になりながら言う。

「先代……。確か小龍劇団は、忠雲さんが二代目団長なんですよね」

　春明は、潜せん入にゆう捜そう査さで事前に調べてきた情報を思い出す。初代は武ぶ公こう望ぼうといい、二年前に病気で亡くなったことで、一番弟で子しだった忠雲が団長を引き継ついだのだった。

「公望先生は、国一番の劇団を目指して小龍劇団を作ったから。公望先生の代で御前舞台ができなかったのは残念だけど、だからこそ忠雲先生も私達も、今回の御前舞台は絶対成功させたいって思ってるの。病気で、夢半ばに亡くなってしまった公望先生の思いを、私達が成じよう就じゆさせてあげたいって」

　強い意志をたたえた瞳ひとみの中に、先代の公望への尊敬が見てとれる。春明が劇団員達の思いに胸を打たれていると、少しだけ照れたように鳳蓮が笑った。

「ちょっと熱く語り過ぎたかしら。そういえば、春明はどうしてここに？　夜も遅いのに、眠ねむれないの？　……あ、分かった」

　鳳蓮は首を傾げ、それから何かに思い当たったようにニヤリと笑えみを浮うかべる。

「李先生と逢あい引びきしてきたんでしょ」

「逢引き!?　ま、まさか！」

　春明が高速で手を横に振って否定するが、鳳蓮はすべて分かっている、とばかりに春明の肩かたを叩いた。

「いいわよ、隠かくさなくて。まあねー、確かに李先生カッコいいし、お近づきになりたいなあと思ったのは事実だけど」

「えっ」

「でもすぐ諦あきらめたから。だって李先生が気にしているのって、あなただけじゃない」

「…………え」

　ぽかんとする春明を見て、鳳蓮は大人っぽい笑みを見せた。

「やだ、気付いてないの？　剣けんの稽けい古こ中はさすがにないけど、それ以外で誰かと話してる時、最初にあなたのことを目で探してるじゃない。私は役者だから、他人の視線の運び方とかはよく見えるのよねえ。だからすぐに分かった」

「弟子だからですよ。あとよく犬に似てるって言われてるし、じゃれてる犬を探す飼い主みたいな感覚なんじゃないかと思います」

　春明が頭を搔かいて笑うと、「そう？」と鳳蓮は首を傾げる。

「でもあなたは好きでしょ？　李先生のこと」

　さらりと言われた言葉に、咄とつ嗟さに反応できなかったことで春明に勝ち目はなくなった。確信を得た鳳蓮に、今いま更さらどんなに違ちがうと否定したところで信じてもらえないだろう。

　頰ほおに熱が溜たまって、ますます誤ご魔ま化かしがきかなくなる。そんな春明の様子を見て、鳳蓮は天てん井じようを見上げた。

「恋こいって、やっぱり人を輝かがやかせるものね。今私に足りないのは、恋する気持ちかも」

「どういうことですか？」

　天井を向いたまま、鳳蓮はふと真しん剣けんな顔になった。

「演じる主人公の気持ちに入っていけない……。今回御前舞台をする芝しば居いの話は聞いてる？」

　鳳蓮に問われ、春明は小さく頷うなずいた。

「おおまかなところは……。ええと、いわゆる悲ひ恋れんものですよね」

　稽古の台本を見させてもらって、概がい要ようは知っている。

　戦争中の敵国同士の王子と王女がひょんなことから出会ってしまって、立場を知らずに恋に落ちる。でも実は敵対関係にあると知って、周囲の大反対にあう。戦争状態も加速し、別れざるを得なくなってしまう。二人は最後に会うと決めた日、『この世では一いつ緒しよになれないから、あの世で一緒になろう』と誓ちかって別れる。

　男女の悲恋を繊せん細さいに描えがき、戦争の場面はまるで本物と見まごう迫はく力りよくがある、というのがこの芝居の売りらしい。

「結ばれない恋をするって、きっと辛つらいわよね。周囲は誰も応おう援えんしてくれないし、自分と相手の立場もある。敵国の跡あと継つぎ同士が惹ひかれあってるなんて、戦争中の兵士の士気にも関かかわるわ。そういう状じよう況きようの中で苦く悩のうする王女様の心境が上手うまく表れてないって、忠雲先生に言われたの」

　天井を向いていた鳳蓮の顔は、いつの間にか真っ直すぐ前を見み据すえている。

「そうでしょうか……。私はさっき鳳蓮さんの演技を見て、すごく引き込まれました」

「ありがと。でも、もっと引き込みたいって思うの。お客さんの感情が大きく揺ゆれ動くような、そんな役者になりたいから」

　春明に微笑ほほえんだ鳳蓮は自分の職業を誇ほこりに思っており、その上で更さらに飛ひ躍やくしようとする向上心がある。

「ねえねえ、春明は、この王女様の立場だったらどうする？　恋について教えてよ。相手役の王子様は李先生だとして考えてみて」

「ええっ？」

　身を乗り出して聞かれて、春明は困り果てる。自分を王女と例えるのも現実感がないし、景彰も王子様というガラではない。

「えーと」

　周囲に反対されても、好きな気持ちはきっと消せないだろう。その中で、幸せになれる方法を探して努力するはずだ。だが、心の微かすかに開いた傷口に、隙すき間ま風かぜのように入ってくる思いがある。

　──香月さん。

　彼女のことを考えると、春明は途と端たんに弱い自分を自覚せずにはいられなくなる。香月の両親に会ったことが、更にその弱さに拍はく車しやをかけていた。

　恋について教えてと鳳蓮は言っていたが、春明こそ、自分の持て余す気持ちの置き所を教えてほしかった。
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　翌日の夕方、春明と景彰は、劇団の周囲も見て回ろうと外に出ていた。

　内部を探さぐっても手がかりが得られないために、視点を変えてみようということになったのだ。

「気配はするのに姿が見えないということは、霊の姿が見えないよう何か術がかけられているんじゃないか。貴瑛はそう考えているようだった」

　先ほどまで一人霊督院に行って、貴瑛と話し合ってきた景彰が報告する。

「術ですか」

「確かにここまで姿が見えないのは不自然だからな」

　もし何かの術がかけられているとしても、破り方が分からなかった。春明は眉まゆを寄せながら、周囲を見回す。

「あ」

　視線の先にいたのは、一人の男性だった。その暗い表情には見覚えがある。戸こ籍せきの調査に来ていた希聖と会った時に見た、亡なくなったばかりの霊れいだ。

　景彰も気付いたのか、じっと男性を観察している。

「四十九日は過ぎていないらしいが……、何だ？　この重々しい気配は」

　油断なくそう言いながら、腰こしに差している刀の鞘さやに手がいっていた。警けい戒かいする景彰に、春明もゴクリと唾つばを吞のむ。

「まるで、悪あく霊りようになる一歩手前みたいな……」

　自分で口にしておいて、背筋が冷えてくる。悪霊になってしまうのは、生への執しゆう着ちやくが四十九日を超こえてしまってからが多い。憎ぞう悪おが少しずつ積もっていくことで悪霊になるため、ある程度は時間が必要になるはずだった。

「まだ亡くなって三日か四日ってところだな。信じられないが……、淵君が関わっているせいなのか？」

　景彰がぎゅっと唇くちびるを引き結んでいると、男性がふらふらとこちらへ寄って来た。春明達には目もくれずに通り過ぎていく。すれ違いざまに見た顔は何かに引き寄せられるように、一点を見つめていた。男性は春明達がやって来た方向、つまり劇団への道を歩いていく。

　春明は、男性の後を追って走り出した。

「！　おい」

「話を聞きましょう。何が彼をここまで追い詰つめているのか、聞かないと」

　春明は男性の前に回り込み、俯うつむいている表情をよく見ようとする。乱れた黒くろ髪かみに、落ち窪くぼんだ瞳ひとみが痛々しいが、年ねん齢れいは春明と同じか少し上くらいだろう。

「こんにちは」

　聞こえていないのか、男性は『行かないと』などとよく分からない言葉を呟つぶやいている。春明はもう一度大きな声で「こんにちは！」と声をかけた。

　男性が肩を揺らし、虚きよを衝つかれた顔になる。春明が真っ直ぐに自分を見ているのを確かく認にんして、驚おどろきに目を見開いた。

『な、んで。見えないはず……』

「見えてますよ。私は凜春明と申します。名前を教えてもらっても？」

『あんたに関係ない……、それよりなんで、俺が見えるんだ』

「俺達は霊吏だ」

　景彰の言葉にすぐさま反応し、男性は後ずさった。

『お、俺の滞たい在ざい期限はまだ切れてないぞ！』

「分かっている。安心しろ、お前を捕つかまえに来たわけじゃない」

　景彰は静かな声で、男性の興奮を鎮しずめようとする。

「私達はあなたと話がしたくて来たんです。彼は李景彰、私の上司です。あなたの名前は？」

『関係ないだろう！』

「分かりました。じゃあ教えなくてもいいです。でも呼びづらいので、仮に名無しさんとしておきますね！」

『な、名無し？』

「名無しさん。名無しさんはどうしてここに？　名無しさんの家はここからもっと先にありますよね？　それとも名無しさんは散歩中なんですか？　あ、名無しさん実は迷子──」

『応おう徳とくっていう名前がある！　名無し名無し、言うな！』

　有う無むを言わさず畳たたみ掛かけると、名無し、もとい応徳が怒おこったように言い返してきた。春明はにっこりと笑えみを作る。

「うん。名無しより、ずっと恰かつ好こういい名前です」

　応徳がぐっと口ごもるのをいいことに、春明は一歩ずつ応徳に近づいていく。

「ご両親がつけてくださった名前ですか？　凜り々りしくて知的な名前ですね」

『あんなの家族じゃない』

　吐はき捨てたように言う応徳に、春明は自身の確信を強めた。初めて会った時に自分の家を睨にらみつけるように見ていた応徳の姿が目に焼き付いている。そこから、家族の問題が、彼をここまで追い詰めているのではないかと考えたのだ。

「滞在の理由は何だ？　家族に会うためか？」

　景彰も応徳の態度に察したものがあったのか、反応を見るように質問した。

『別に理由なんてない。あのまま三さん途ずの川にいるのも暇ひまだったから、家族を理由にして戻もどってきただけだ』

　目線を逸そらされて言われても、信しん憑ぴよう性せいはまるで感じられなかった。

「それで、家族にお会いしたんですか」

『会ってどうするんだ？　俺が遠くで暮らしてても、手紙ひとつ寄よ越こさないような薄はく情じような母親なんかに』

　皮肉げに笑ってみせるが、顔は歪ゆがんでいる。

『俺は何度も書いた。助けてくれ、戻りたいってあんなに書いたのに……！』

　興奮気味に語る応徳の周囲が、またひとつ暗く沈しずんでいくような気がする。今すぐその心を掬すくい取らなければ、真っ黒な沼ぬまに落ちていきそうな危あやうさを感じた。

「ご家族は、お母様だけですか？　他ほかには？」

『父親も兄も、流行はやり病やまいで死んだ。残ったのは俺と母親だけだ』
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「どうして手紙をくれないのか、お母様に会って聞かなかったんですか？」

　それで理由は判明するはずだ。だが、応徳は春明の言葉に首を横に振ふった。

『仕事が忙いそがしくて、家に帰る時間なんて捻ねん出しゆつできなかった。それでも時間をかけて手紙を書いたのに……』

「お前の母親は、元々お前の助けに耳を貸さないような人間だったのか？　それともお前が別のところで暮らすようになってから、手紙を無視するようになったということか？」

　嚙かんで含ふくめるように丁てい寧ねいに、景彰が質問する。

『分かるかそんなの。一いつ緒しよに住んでいた時だって、今思えば早く厄やつ介かい払ばらいしたかっただけなのかもしれない。優やさしそうな顔して、腹の底では何を考えてたかなんて分からないだろ！』

「つまり、家族で暮らしてた時は優しかったってことだな。その優しさを、お前は疑いもしなかったと」

『だからそれは演技……っ！』

「本当に、お前の手紙は母親に届いてたのか？」

　ふいに告げられた言葉に、応徳は意味が分からないようで、困こん惑わくげに目を瞬またたかせる。

『何……？』

「理由があって、お前の手紙が母親に届かなかった。そんな可能性は少しも考えなかったのか？　もしかして母親の方からも、お前に手紙を送っていたかもしれない。だが、それは届かなかった。色々可能性は挙げられるだろう？　どれも確かめなかったのか」

　応徳が口ごもる様を見て、景彰が溜ため息いきを吐ついた。その態度が気に入らなかったのか、応徳はキッと景彰を睨みつける。

『お前に何が分かる……！』

「ああ、分からない。だから、確かめるぞ」

　え？　と、応徳と春明の声が重なった。景彰は春明に向かって、「こいつの家に案内しろ」と言う。

『俺の家？　おい！　何する気だ？』

「意い気く地じのないお前の代わりに、俺が聞いてやるよ」

『聞くって……』

　困惑する応徳を放っておいて、景彰は視線で春明を急せかす。春明は慌あわてて前に進み出て、応徳の家へと景彰を案内した。応徳は戸と惑まどいながら、後についてくる。

　家に着くと、景彰は躊ちゆう躇ちよなく門もん扉ぴを叩たたいた。すぐに、初老の女性が家から出て来る。

「はいはい、どちらさまでしょうか」

　景彰は、人好きのする笑みを浮うかべて自己紹しよう介かいする。

「私は戸部の官かん吏り、李景彰と申します。横にいるのは私の部下です。先日お亡くなりになった応徳さんの件で伺うかがいました。応徳さんのお母様でいらっしゃいますか？」

　女性は小さく頷うなずいた。確かに目元のあたりが、応徳と似ている。

「孫そん香こう蘭らんと申します」

「まずはご冥めい福ふくをお祈いのりいたします」

　きっちりと腰こしを曲げて、景彰は頭を下げた。亡なくなった本人の前でご冥福をお祈りする、などと言う風景は、なんとも妙みような気分にさせられる。

「まあ、ご丁寧にどうも」

　恐きよう縮しゆくしたように、香蘭は頭を下げた。

『こんな奴やつらに頭なんて下げなくていいだろ』などと言っている応徳を無視して、春明も深い礼の型をとった。

　挨あい拶さつが終わると、香蘭は戸惑ったような声を上げる。

「でもあの、戸部の官吏さんなら、以前も調査に来られましたけど」

　たぶん希聖のことだろう、予想通りの事なのか、景彰の口は滑なめらかに動く。

「ああ、杜と希聖ですね？　彼の調査は確かに終わりましたが、私の方は追加調査といいましょうか、最後の確認のようなものです」

「確認ですか」

「亡くなった方を確定する作業を受け持っているのです。間ま違ちがった人が戸こ籍せきから消えたら一大事ですので、念には念を入れて確認します。応徳さんの、生前の筆ひつ跡せきを知りたいんですが。彼は一人暮らしを始めてから家族に手紙を出していたらしいので、その手紙をすべて見せてほしいのです」

「手紙……？」

　香蘭は戸惑ったような声を上げ、それからゆっくりと首を横に振った。

「申し訳ありませんが、何かの間違いでは？　うちにはそのような手紙は届いていません」

『噓うそだ！』

　応徳が香蘭に詰つめ寄って叫さけぶ。しかし、眼前でどんなに応徳が声を張り上げても、見えないし聞こえない香蘭の表情は、悲しそうに俯うつむくだけだ。

「私共は、何度か息子むすこに手紙を送ったんですが……、最後まで返事が来ることはありませんでした」

『そんな、噓だ……』

　応徳が、信じられないとばかりに首を横に振る。

「それは心配だったでしょう。会いには行かなかったんですか？」

　景彰が言うと、香蘭は自分の右太ももを擦さすった。

「足を悪くしてまして……、長ちよう距きよ離りの移動は無理なんです。そもそも、そんなお金はないですし……」

　きゅ、と唇くちびるを引き結んで話す香蘭の姿は、決して噓を言っているようには見えない。

　ではこの親子は、お互たがい会うこともできず、届かない手紙を待っていたことになる。

　──どうしてこんなことになっちゃったの？

　届けたい手紙はまず、その街や村に一人は存在する『配達人』に手紙を手て渡わたすことから始まる。配達人は官吏ではないものの、国から雇やとわれた人間だ。彼らは七日に一度、人々から集まった手紙をまとめて、自身の住む『州』の機関まで持っていく。『州』とは、朱しゆ鮮せん国を五つの行政地区に分けた単位だ。

　各『州』に集められた手紙は、そこから選別されてそれぞれの『州』に送られ、配達人がまた自分の街に手紙を持ち帰り、配達していく。

　この制度が作られてから当初は、道も整備されておらず、配達人も素す性じようの明らかではない人を雇ったりして、手紙が捨てられるということもあった。しかし、配達人を国が雇い、適性を厳しく見み極きわめることができるようになり、さらに地方の道路の整備が整ってきたことで、手紙は確実に届くようになっていった。

「手紙はきちんと、配達人に渡したんですよね？」

「はい。私は足が悪いので、わざわざ家まで来てくれて、渡していました」

「そうですか、分かりました。ちょっとこちらでも調べてみますね」

　景彰はにっこりと笑えみを浮かべて、また丁寧にお辞じ儀ぎをした。

「あのっ」

　帰ろうとする春明達の背中に、声がかかった。

「息子が……、私に手紙を出していたって、本当なんですか？」

　縋すがるような声だった。溺おぼれている中、ふいに差し伸のべられた手をなんとか摑つかもうとするような、必死さが滲にじみ出ている。応徳は、ピクリと肩かたを揺ゆらすが、決して母親の方を見ない。

　景彰はちらりと応徳に視線を走らせた後、頷いた。

「ええ。私達はそう聞いています。もしも手紙が見つかったら、必ずお渡しいたします」

　そうですか、と香蘭は音にならないほど小さな声で呟つぶやき、涙なみだぐんだ。

「よろしくお願いいたします」

　不自由な右足を手で押さえながら、香蘭は春明達の姿が見えなくなるまで、頭を下げ続けていた。










「お前は手紙を配達人に渡していたのか？」

　香蘭の家から少し離はなれたところまで歩いて、開口一番、景彰が言った。先ほどから一言も話さなくなった応徳は、のろのろと顔を上げる。

『……俺は月げつ桂けいで住み込みの仕事をしてたんだ。そこで一緒に働いていた女性に、手紙を配達人に渡すよう、頼たのんでた』

「つまりお前は、一度も手紙を配達人に手渡したことはないんだな？」

『だって、仕事が本当に忙いそがしくて、休む間も与あたえられないくらい働かされていたんだ！　そうしたら、私が代わりに届けてあげる、とそう言われたから……』

　そこで、何かに思い当たったように応徳は言葉を切り、顔を上げた。

『まさか、その子が？』

「可能性のひとつだ。……月桂か、ここからじゃどんなに馬を飛ばしても丸一日はかかるな」

　景彰は顎あごに手を当ててしばし逡しゆん巡じゆんした後、「貴瑛に頼もう」と結論を出した。

「貴瑛さんに？」

「あいつなら、色々ツテを持ってるから、早急に調べてくれるだろう」

　そう言うと、景彰は応徳に向き直った。

「お前の働いていた場所、その女性の名前を教えろ」

　応徳は、聞いていないのか返事をしない。今までの記き憶おくを浚さらっているのかもしれない。

「──おい！　聞け！」

　鋭するどい景彰の声に、ようやく応徳が目を見開いて意識を戻もどした。

「いいか。きちんと調べてやるから、その間に自じ暴ぼう自じ棄きになって悪あく霊りようなんかになるなよ。そうしたら、お前は二度と母親からの手紙を読めない」

　いいともダメとも言わず、応徳はただただ唇を嚙かみしめるだけだ。

「二日後。家の前で待ってろ。いいな？」

　人差し指を突つきつけられ、応徳は力なく頷いた。







　三章　劇団の秘密




　手がかりが得られないまま、劇団に入って五日が経たっていた。

　春明は朝から、忠雲の買い物に付き合って煌朱の街中を歩いている。芝しば居いに必要な小物などは、大道具係の劇団員が買うのだが、今回はどうしても団長自ら探したいということで、春明は荷物持ちだった。

「役者が舞ぶ台たいの上に、全くの別世界を作り出すことは当然ですが、舞台を彩いろどる小道具たちもまた、観客を別世界に誘いざなう手伝いをしてくれるんです。ましてや今回は御ご前ぜん舞台。最高の舞台のために、細部まで手は抜ぬけません」

　決意を持って両手を握にぎりしめる忠雲に、春明は感心する。

「確かに、お芝居を見ると現実を忘れてしまいます。でもそんな風に思えるのは、脇わきを固めている背景の大道具とか、衣装とか小物が、違い和わ感かんなく溶とけ込んでいるからでもあるんですね」

「最悪、役者だけいれば芝居はできますし、演技によってありもしない風景を観客に見せることは可能です。そういう芝居がいい時もある。でも、大きな劇団としてはやはり、道具を揃そろえて挑いどむ大おお掛がかりな芝居がしたい。迫はく力りよくも違ちがうし、華はなもありますしね」

　忠雲の中では、芝居の演出が練られているのだろうか、目がキラキラと輝かがやいていた。普ふ段だん猫ねこ背ぜ気味の背が、ピンと伸びている。

「本当に、お芝居が好きなんですね」

　夢を語る人は、男女も年ねん齢れいも拘かかわらず、輝いて見えるのはなぜなんだろう。見ているだけで清すが々すがしい気持ちになる。

「私の生きがいですからね」

　熱く語っていたことに気付いたのか、忠雲が頭を搔かいて照れたように笑う。

「良い物が買えるといいですね。荷物運びは任せてください。私、鍛きたえてるんで力はあります！」

「頼もしいです。でも今回あなたを呼んだのは、観客の立場から見て、色々話が聞きたいからです。劇団員は皆みんな、演じる側から物事を考えますから、ひとつの考えに固こ執しつしやすいんです。だからあなたのような、劇団を客観的に見られる人に助言をいただきたい」

　私でよければ、と若じやつ干かん緊きん張ちようしながら、春明は忠雲の買い物に付き合って行った。様々な品を手にしては、舞台映ばえするのか考えてみたり、この装そう飾しよくはどう思うか、など春明に聞きながら、忠雲はどんどん品物を購こう入にゆうしていく。

　一時間ほどかけて、ほとんど欲しい物は買うことができた。しかしひとつだけ、忠雲が決めかねているものがあった。

「芝居の中で、主人公達が互たがいに夢を見る場面があるんです。何もない空間に二人だけが存在していて、この世のものではない幻げん想そう的な風景を作り出したいんですが。薄うすい布を後ろに幾いく重えにもはためかせて、現実でないことを表現するんです」

　だが、その布が見つからないらしい。忠雲が薄うす紅べに色いろの布を幾いくつも見ては、「これじゃない」と首を捻ひねっている。忠雲が思い浮うかべる、ぴったりの色の布がないのだ。

　四軒けんほど布屋を回ってみて、とうとう忠雲は諦あきらめたようにひとつ息を吐はいた。

「また今度探しに行くことにします。稽けい古この時間も迫せまってきたし、帰らなければ」

「春明ちゃん？」

　互いの両手が荷物で塞ふさがっていたところで、ふいに背後から声がかかった。

　振ふり向くと、清士と美怜がこちらに向かって歩いてくる。ちらりと後ろに視線をやると、一人の若い男性が俯うつむきながら付いてきた。まるで糸で繫つながっているように、清士の背中にぴったり張り付いている。

　──仕事中なんだわ。清士さんから離れないということは、これから三さん途ずの川に行くんだ。

　春明は表情を変えずに、清士の後ろにいる男性に視線を走らせた。

　霊れい吏りは、実体のない霊を捕ほ縛ばくするために特とく殊しゆな刀を使っている。刀は霊を傷つけることが可能で、傷つけられた霊は見えない鎖くさりに繫がれたように、その瞬しゆん間かんから霊吏から離れられなくなるのだった。

「やあ。元気にしてた？」

　清士がにこやかに微笑ほほえみかける。

「君の師し匠しようも元気？　相変わらず鬼おにのように厳しい指導をしてるのかな？」

　春明達が劇団に、剣けん術じゆつ指南役として行っているため、口裏を合わせてくれているのだ。

「はい」と頷うなずく春明の横で、忠雲が気け圧おされたような表情で清士達を見ている。

「えっと、春明さんのお知り合いですか？　官かん吏りの方ですよね？」

　忠雲は、清士と美怜が官吏の礼服を着ているのを見て、おずおずと言った。

「ええ。彼女と彼女の師匠には、官吏達もお世話になっているんです。特に武官は、剣術指南を受けたこともありますし」

　すらすらと噓うそを並べ立てる清士の手しゆ腕わんはさすがだった。たぶん、主に女性関係で発揮されてきたのだろう。

「ああ！　だからあんなに武官の動きに詳くわしいんですね！　我々も今、劇団の役者相手に指南をお願いしているんですよ」

　忠雲は、納なつ得とくしたとばかりに首を縦に振る。

「そうなんですか？　指南役だけで終わらせないで、そのまま芝居に出させちゃえばいいんですよ。顔だって悪くないでしょう」

「……清士」

　明らかに面おも白しろそうだから、という理由のみで言っている清士に、横に立っていた美怜が脇わき腹ばらを肘ひじで突つついた。あんまり調子に乗らないように、と目が語っている。

「確かに、裏方にするのがもったいないくらいの美男ですよね。うちの女性達も、それなりに容姿の整った俳優達を見ているはずなのに、李先生が来てから浮うき足立ってますから」

「それは羨うらやましい。ですが彼は今、自分の犬のことで頭がいっぱいですから、他ほかの女性のことは考えられないだろうなあ」

「犬、ですか？」

　きょとんとなる忠雲に、春明はぱっと清士を見つめた。向こうは春明を見ながら、にやにやと笑っている。明らかに、今犬に例えられたのは春明だろう。悪ふざけに頰ほおを膨ふくらませたくなる。

「李先生は、犬など飼っておりません」

　つんと横を向いて応戦した。しかし、相手は何枚も上手だ。

「だから危なっかしくて目が離はなせないんでしょうね。きっと早く自分のものにして、首輪をつけたいんだと思ってますよ」

　首輪、と言われて、春明は口をぱくぱくと開けながらも何も言い返せない。冗じよう談だんでもやめてほしかった。帰ったら、また景彰に会わなくてはいけないのに、絶対に動どう揺ようしてしまう。

「清士、行くわよ」
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　見かねた美怜が、清士の背中を結構な勢いで叩たたいてきた。気のせいでなく、清士から「うっ」と喉のどの詰つまったような声が聞こえる。

　清士達の背中を見送りながら、忠雲がしみじみとした声で言った。

「いやあ。前にいた二人、なんとも美男美女でしたなあ。役者にすれば、きっと舞台映えしそうだ」

　忠雲が感心する気持ちも分かる。春明も最初、同じ空間にいて戸と惑まどったものだった。

「声も良かった。官吏の方の男性……、清士、さんですか？　彼の声はよく通って聞こえる。滑かつ舌ぜつも良さそうだし……」

　自分の世界にそのまま入ってしまいそうになる忠雲を見て、春明は苦く笑しようする。

　──本当に頭の中、芝居だらけなんだなあ。

「忠雲さんくらい芝居が好きな人が団長さんで、小龍劇団はまさに安あん泰たいですね」

　そう言うと、忠雲はなぜか少しだけ悲しそうな顔で笑う。

「先代には敵かないませんがね。私は先代ほど芝居が好きな人を知りません。その情熱と才能の前では、私なんてまだまだですよ。全然敵わない」

　ただの謙けん遜そんにしては、深刻な雰ふん囲い気きが滲にじみ出ていて、春明は戸惑う。

「先代は、ええと武公望さん、でしたよね」

「はい。堂々としていて、彼の演出や指導は的確だった。彼の言う通りにすれば、絶対に前より良くなるんです。だからこそ信しん頼らいは絶大で、劇団の中ではまさに神様の言葉だった」

「神様の言葉……」

　忠雲の例えには、疑いもなく、すべて無条件に受け入れるという意味合いが感じられ、春明は目を瞬またたかせる。

「私にとっても、いつまでも越こえられない神様が公望先生です。彼がやりたかったであろう御ご前ぜん舞ぶ台たい、絶対に成功させないと……」

　忠雲は遠い目になりながら、何かを耐たえるように唇くちびるを嚙かみしめた。それから、ふっと笑って春明に向き直る。いつもの少し頼たよりなげな、忠雲の顔に戻もどった。

「さあ、劇団に戻りましょう。先ほどの三人には、どうぞよろしくお伝えください。芝しば居いを見に来てくれるなら、良い席をご用意しますよ、とも」

　茶ちや目めっ気を交えて片目を瞑つぶる忠雲に、春明はこれ以上聞けずに頷いた。猫ねこ背ぜのまま歩き出す忠雲の横で、同じく歩みを進める。

　──御前舞台が近くて、不安に思ってるのかな……。なんで時々、悲しそうな顔をするんだろう……。

　不思議に思いながら、忠雲の横顔をのぞき見る。

　その時ふと、小さな違い和わ感かんが胸を掠かすめた。

　──あれ？　さっき忠雲さん、何て言ったっけ？

『先ほどの三人には、どうぞよろしくお伝えください』

　──三人？

　春明は足を止めた。三人のわけがない。確かに春明の目には三人に映っていても、忠雲の目の前にいたのは、清士と美怜、二人だけだったはずだ。

　では、忠雲の勘かん違ちがいなのだろうか。先ほどの場面をもう一度思い出そうとする。周囲に確かに人は歩いていたが、立ち止まって清士達と一ひと括くくりにできるような人間はいなかった。

『前にいた二人、なんとも美男美女でしたなあ』

　また忠雲の言葉が甦よみがえってくる。清士と美怜を、忠雲は『前にいた二人』と捉とらえていた。ということは忠雲は、『後ろ』にいたもう一人を認にん識しきしているということだ。

　──見えてる……。

「春明さん？　どうしたんですか？」

　急に立ち止まった春明に、訝いぶかしげに忠雲が尋たずねる。

　──この人には、霊が見えてる。

「あっ、あの、私、さっきのお店に忘れ物をしたみたいなんです。先に帰ってもらえますか？」

「そうなんですか？　じゃあ先に行っていますよ」

　春明は頭を下げて、忠雲が歩き出した背中を確認すると、踵きびすを返して走り出した。










「あれえ、春明ちゃん。どうしたの」

　先ほど別れたばかりの春明が霊督院に現れて、清士が驚おどろいた顔をしている。美怜も目を見開いて、持っていた茶器を机に置いた。先ほど連れて来た霊は、もうすでに三途の川に送ってきたのだろう、休きゆう憩けいの時間の真っ最中らしかった。

　春明はその問いには答えず、上座に座ってお茶を啜すすっている貴瑛の傍そばまで駆かけ寄る。

「貴瑛さん！」

「はい、何でしょう」

「霊督院は、三さん途ずの川から出戻ってきた人間をすべて把は握あくしていますか？」

　貴瑛は春明の質問を聞いて、コトリとお茶を机に置いた。

「もちろん。そこから未来の霊吏を探し出しますから」

「ある人物が、三途の川に行ったことがあるのか知りたいんです！」

「どなたですか？」

「……小龍劇団団長、作忠雲さんです」

「えっ」

　清士と美怜が揃そろって声を上げるのを聞きながら、春明は先ほど忠雲が霊を見ていたことを詳しく話してきかせた。

「それはそれは……、なんとも興味深い話です」

　貴瑛は席を立ち、休憩室から自身の部屋へと姿を消した。春明は今まで一度も通されたことのない部屋だ。なにやらガタンと音がしていたと思うと、貴瑛が一冊の書物を持って戻ってくる。

　席に座ると、パラパラと書物の頁を捲めくっていく。

「作忠雲……、ああ、ありました。三歳の時に馬車同士の事故に巻き込まれて、瀕ひん死しの重傷を負っています。その時に、三途の川へと来たようですね」

「やっぱりそうなんだ……、あの、霊吏に勧かん誘ゆうはしなかったんですか？」

　興奮を抑おさえられずに前のめりで聞くと、貴瑛は「いいえ」と首を横に振ふった。

「どうして……。霊吏は十八歳からなれるんですよね？　幼い頃ころに勧誘することはできなかったとしても、景彰さんの時みたいに大人になってから勧誘すれば……」

　霊吏は十八からでないとなれないという規則がある。死の世界に打ち勝つ精神力が備わるには一定の年ねん齢れいが必要であるという考えからだった。

　景彰もまた幼い頃に三途の川に行っており、十八歳を待って霊吏に勧誘されていた。

「春明くん。ひとつ大事なことを忘れています。三途の川に行ったからと言って、誰だれもが死者を見る目を得るわけではないんです」

　貴瑛の言葉に、「でも」と春明は戸惑う。

「忠雲さんには霊が見えていました」

「ええ。彼はたぶん、大きくなってから霊が見えるようになったんでしょう。三途の川から出戻ってきた時は、彼には霊が見えていなかった。記録にはそう書かれていますから。だから霊吏に勧誘されることはなかったんです」

「三途の川に行ったのに……。あとから突とつ然ぜん霊れいが見えるようになることってあるのか？」

　清士が腕うでを組んで質問すると、貴瑛が考えるように自分の顎あごを撫なでた。

「あり得ることですね。例えば彼は三歳で三途の川にやって来た。清士くん、君、三歳の記き憶おくってありますか？」

「ないねえ。ま、幼い頃から可愛かわいいって評判だったから、たぶん女性達を夢中にさせてたんじゃないかな」

　肩かたを竦すくめてふざけたことを言う清士の発言に、美怜が冷たい視線を送る。

「あなたのタラシ発言はどうでもいいの。それで、貴瑛？」

　美怜が話の続きを促うながすと、貴瑛が苦笑しながら言った。

「三途の川に来たこと、自分が死にかけたということを、彼は認識していなかったんでしょう。そういう人間、まあつまりは幼い子供ですが、死者を見る目を持っていないことが多いんです」

「そうなんですか……？」

「ええ。もちろん大人になって三途の川から出戻っても、霊が見えない人はたくさんいます。これはもうその人の資質の問題ですね。ただ傾けい向こうとして、幼すぎる子供は出戻っても見えないことが多いです」

「それが急に見えるようになるなら、どんな理由が考えられるんですか？」

「もう一度三途の川に行く……、あまり例はありませんけどね。あとはそうですね、霊が身近にいる、とかですか。霊の影えい響きようを受けて見えるようになる、というのはあるかもしれません」

　指折り数えて貴瑛が挙げていく可能性に、春明は眉まゆを寄せた。

「……霊が身近にいる」

「もしも劇団が霊を匿かくまっているなら、彼は死者の影響下で四六時中暮らしているということになりますね」

　貴瑛と春明の視線が交わる。

「ひとついい？　忠雲は私達の後ろにいる霊を生者と勘違いしていたのよね」

　確かに忠雲は、春明に「三人によろしく」と言っていた。春明が霊吏だと知らない限り、霊だと分かっているなら「二人」と答えるはずだろう。

　春明は最初に、ここ霊督院にやって来た時のことを思い出していた。

「今日見た霊は、四十九日を過ぎて輪りん郭かくが濃こくなっていました。透すけてもいないあの霊は、見た目は生者のようだった。輪郭が濃くなっていくことを知識として知らない忠雲さんは、生者であると勘違いしたんじゃないでしょうか」

　霊督院に初めて来た時、春明は翼よく徳とくという官かん吏りに案内された。春明は彼をすっかり生者と認識していたが、実は彼は幽ゆう霊れいだったのだ。霊吏としての知識を持たなければ、春明には生者と死者の違ちがいがつかなかった。

「とにかく、このことを景彰さんにも話して、忠雲さんの動向を探さぐろうと思います」

　春明が立ち上がると、貴瑛も書物をそっと閉じた。

「私ももう少し、忠雲について調べてみましょう」










　一刻も早く景彰に伝えなければと、春明は霊督院から劇団へ帰ったその足で、稽けい古こ場ばへと向かった。劇団に戻もどると丁度夕食前で、この時間なら劇団員相手に稽古をしているはずだった。

　しかし予想に反して、稽古場に景彰の姿は見当たらない。剣けんの動きを一人確認している令輝を見つけて、声をかけるために駆け寄った。

「すみません、令輝さん。景彰さんがどこに行ったか知りませんか？」

　令輝は剣をとめて、汗あせを拭ぬぐいながら言う。

「ああ。李先生なら、用があるから外に出てくるって言って、まだ戻ってないよ。まあ夕飯の時間には帰ってくるんじゃないかな」

「そうですか」

　──外に出たなら、行き違いになっちゃったのかなあ。

　それにしても用とは一体何だろうと内心首を傾かしげる。

　その後、夕飯時まで雑用をしてじりじりと時間を過ごした。やがて夕飯の準備ができたと声がかかると、皆みんなで食事をとるために作られた大部屋へと大急ぎで向かった。

　劇団員すべてが収容できる大部屋には大きな長机が幾いくつも置かれ、出来上がった料理がもうもうと湯気を立てている。食しよく欲よくをそそる匂においに思わずお腹なかを鳴らしつつ、景彰を探すために周囲を見み渡わたした。

「……いない」

　春明はがっくりと肩を下ろす。

「お弟で子しさん、そんなに落ち込まないで」

　肩に手を置かれて、春明が振り返ると、令輝が苦く笑しようしながら立っていた。

「さっき連れん絡らくがあって、李先生は夕飯を外で食べてくるって。でも夜には戻るみたいだよ。いつも通り剣の指導はするから部屋で待つようにと、君に伝えてくれって」

　剣の指導、というのはきっと、日課になっている劇団探たん索さくのことだろう。人目がある昼には話せない内容を言い合う、情報交こう換かんの場でもある。

　春明は令輝にお礼を言いながら、ふと思い立った。

　──景彰さんは部屋で待ってろって言ってたけど、今日は私が迎むかえに行こうかな。

　また女性部屋まで迎えに来てもらうのは恥はずかしかったし、本来ならば部下であり弟子である春明が出向くのが普ふ通つうだろう。

　夕飯を食べた後、今度こそ会えるように少し時間を置いてから、男部屋へと向かう。

　春明は、五つある部屋を確かめて、景彰がいるであろう一室の扉とびらを叩たたいた。

　中から「はい」と数人の男性の声がし、春明は勢いよく扉を開ける。

「休きゆう憩けい時間にすみません。景彰さんはいらっしゃいますか？」

　部屋中の視線が、一気に春明に集まった。

　部屋の一番奥で、令輝と話していた景彰もまた、ぎょっとした表情で春明を見つめる。しかし、周囲の男性達が興味深そうに春明を眺ながめる様を見て、怒おこったように立ち上がった。

　乱暴な足取りで、春明の目の前に立つ。

「何してる」

　怒いかりの表情に、春明はたじろぎながら言った。

「え、と。景彰さんを迎えに来ました。あの、剣の稽古をしてくれるって」

「部屋で待っていろと伝えたはずだろう。なぜ勝手なことをする」

　どうやら、景彰が怒っているのは春明が迎えに来たことらしい。しかし、その理由が分からない春明は戸と惑まどった声を出すだけだ。

「すみません、でもあの、弟子が師し匠しようを迎えに来るのは当たり前のことかと……。むしろ逆の方が礼れい儀ぎがなっていないというか、弟子失格っていうか……」

「弟子の前に、お前は女だってことを自覚しろ！　夜にほいほい男部屋に入ってくるな！」

　思いもよらない景彰の言葉に、目を丸くする。

「まあまあ李先生。健けな気げにここまで来てくれた弟子を、そう怒ることもないでしょう」

　部屋の奥から、令輝が笑え顔がおで取り成してくれる。

「ま、心配する李先生の気持ちも分かりますがね。可愛いお弟子さんで、大事なんでしょう」

　続けて言った令輝の言葉に、周囲がどっと笑いに包まれた。

「いやあ。李先生って、稽古の時はおっかねえし表情変わんねえから、ちょっと近寄り難がたかったけど、なあんだ、俺達と一いつ緒しよで、ただの普通の男だな！」

「急に親近感湧わいたぜ！　後で一緒に酒飲みましょう！」

　馬ば鹿かにされて笑われているわけではなく、微笑ほほえましく見られているような周囲の笑い声に、和わ気き藹あい々あいといった雰ふん囲い気きが生まれる。

　部屋にいた一人の団員が、春明と景彰を指差して言った。

「鬼おにのように剣が強くても、他ほかの男の視線ひとつが恐こわいとは。大だい丈じよう夫ぶだって先生。俺達、先生の大事な人を取って食ったりしませんて。だからそんな、壁かべみたいに立って彼女を隠かくさなくったっていいですよ」

　言われて初めて、景彰が部屋の男性達から庇かばうように、春明の前に立っていることに気付く。

　──いやいやいやっ、気のせいだよ！　たまたまそういう風に見えてるだけで、景彰さんは何も考えてないよ！

　顔が赤くなる前に、しっかり予防線を張って、否定の言葉を胸中で繰くり返す。が、ダメだった。景彰が好きな自分の心は、そうだったらいい、そうであってほしいと揺ゆれている。

　努力空むなしく赤くなっていく顔を見て、男性達は徐じよ々じよに悪乗りしてきた。

「おお、頰ほおが赤くなってきた」

「こうやって見ると、お弟子さん可愛かわいい顔してんなあ」

「馬鹿、やめろって。李先生に殺されるぞ」

「────お前達、明日あしたの稽古、楽しみにしてろ」

　囃はやし立てるような声を消し去る、低く重い声が響ひびいて、男性達は「ひいっ」と肩かたを揺らした。

「……行くぞ、春明」

　背中を押されて、言われるがまま部屋を出る。「どうぞごゆっくり～」という背後からかかる声を遮さえぎるように、景彰が乱暴に扉を閉めた。

　暗い廊ろう下かを歩きながら、前を歩く景彰の背中に声をかける。

「あの、すみませんでした」

「何に対して謝ってるんだ？」

「えーと、からかわれてしまって、申し訳ないなあと」

「……俺が怒ってるのはそこじゃない……」

　少々脱だつ力りよくしたように肩が落ちた景彰が、ちらりと春明の方を振ふり向く。

「これじゃ、希聖も苦労するはずだ」

「へ？　なんで希聖？」

「さっきまで会ってた」

　さらりと言われた言葉に、「えっ」と春明が声を上げる。

「どうして希聖と？」

「空いてる稽古場があるから、そこで話そう」

　真しん剣けんな表情になる景彰に続いて、春明も足早に歩みを進めた。










　広い稽古場は、人がいないととても寂さびしく感じる。昼間の賑にぎやかな姿を知っているだけに、余計に静せい寂じやくが気になった。

「俺が希聖に話を聞きに行ったのは、確かく認にんがしたかったからだ」

「確認？」

　春明が首を傾げると、景彰が懐ふところから一枚の紙を取り出す。

「お前が希聖に会った時、あいつは戸こ籍せきの調査をしていたと言っていただろう。最近様々な地方で、死者が増えているから調査が大変だと話した」

「ええ、そうですけど」

「希聖の持っていた紙の束を見て、お前はどこの地方で死者が増えているか、見たと言ったな」

　春明は、希聖と会った時のことを思い出して頷うなずいた。確かに、疲つかれた顔をする希聖の手元を覗のぞき込んで、いくつかの街の名前を見ていた。煌朱や大きな街、小さな集落など、幅はば広ひろい範はん囲いに及およんでいることが分かった。

　景彰に報告したことは違ちがいないが、春明としてはどちらかと言うと、不ふ審しん死を遂とげた死者が最後に言った『蛇へび』という言葉の方が重要で、景彰もまた、その言葉の方に反応していたように思う。

「どの地域で死者が増えているのか聞こうと思って、希聖を訪ねたんだ」

　だからこそ、景彰が死者の亡なくなった地域を気に掛かける理由が分からない。

「どうして」

「これを見ろ」

　景彰は、懐から取り出した紙を春明に見せた。街の名前がいくつも書かれている。流りゆう麗れいな字は、景彰のものだった。

　街の名前を見て、それが希聖が持っていた紙に書かれていた名前と同じだと分かる。春明がちらりと覗いたものより、随ずい分ぶん多くの街や村の名前が書かれていた。

「希聖から聞いた、最近不審死の増えた街や村の名前だ。広こう範はん囲いに亘わたっていて、関連性はないようにも思える」

　確かに、大きな街だけかと思うと村もあったりして、共通点などは見受けられない。だが、景彰の口ぶりは、何かを確信しているようだった。

「関連性、実はあったんですか？」

「ああ。ここに書かれている場所すべてで、小龍劇団は公演を行っている」

「……え……」

　驚おどろいて、紙を握にぎる手に力が入った。カサリと紙が歪ゆがむ音すら、誰だれもいない稽けい古こ場ばでは大きく響くような気がする。

「どういうことです、それって。劇団の芝しば居いを見た人間が、不審死を遂げている……？」

「大きな街で小龍劇団が公演を行うのは何ら不自然ではない。だからその街で不審死が起こったとしても、小龍劇団を疑う要素にはならない。だが小さな村単位でもすべて一いつ致ちしたんだ。偶ぐう然ぜんではない。蛇の男がこの劇団で何かしてるのは、確定的だろうな」

　険しい表情になる景彰に、春明は昼間霊督院で分かったことを伝えた。

「劇団長には、霊が見える？」

「はい。忠雲さんは、何かを知っているのかもしれません」

「……分かった。明日は忠雲を尾び行こうする。何か分かるかもしれない。蛇の男がどう出るのか予測がつかない。問い質ただすのはその後にしよう」
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　御ご前ぜん舞ぶ台たいまで四日を切った翌日の朝、貴瑛から応徳と家族の手紙が見つかったと連れん絡らくがあった。

「は、早くないですか。月桂までは馬を飛ばして一日、往復で二日かかるのは分かりますけど、連絡をもらうのは、もっと深夜になるのかと思ってました」

「まああまり深く考えるな。とにかく色々コネを使ったんだろ」

「どんなコネです」

「知ると怖こわそうだから聞いてない。噂うわさじゃ、現帝みかどとも友人らしいぞ」

「は!?」

「噂、な」

　しらっと景彰に言われるが、春明は意味が分からない。

　──貴瑛さんって一体何者なの？

　食えない笑えみを浮うかべる貴瑛を思い浮かべて、冷や汗あせが流れる。

「あまり忠雲から目を離はなしたくないから、彼が稽けい古こをつけ始めたら、応徳のところに行くぞ。稽古はたぶん三時間はかかる。その間に忠雲が一人になることはないだろう」

　てきぱきとそう言う景彰を、春明はじっと見上げた。

「？　何だ」

「あ、いえ……。出会った最初の頃ころだったら、景彰さんはここまで深入りしてないだろうなって思いまして」

　初めて霊吏として一いつ緒しよに仕事をした時、景彰は霊の言い分など聞きはしなかった。四十九日を過ぎたから捕とらえる、という理念で剣けんを振るってきたのだ。しかし今、景彰は四十九日を過ぎていない霊に対しても、心を砕くだいている。

「別に、親切心でやってるわけじゃない。応徳は淵君に誘さそわれて、死者となった可能性が高い。応徳から何か聞き出せるかもしれないだろう。だから奴やつに、悪あく霊りようになってもらっては困るんだ」

　決まり悪げに頭を搔かいて視線を外すが、春明は微笑ほほえましくて笑みを堪こらえるのに必死だった。もちろん景彰が言う理由も含ふくまれているのかもしれないが、それだけではないだろう。

「それに、家族を亡くした苦しみなら、少しは分かるからな」

　ぽつりと付け足された言葉に、春明は目を開く。確かに景彰自身も、家族を亡くしていた。自分と重ねあわせる部分があるのかもしれない。

　春明は努めて笑みを作った。

「仲直りできるといいですね。お互たがい、たった一人の家族ですもん」

「だといいけどな」

「できます！　絶対！」

　両手を握って力説すると、景彰がまるで眩まぶしいものでも見るような目つきで、春明を見た。

「お前が絶対できるって言うと、そうなりそうな気がするから不思議だよな」

「できる！　って口にすると、力が湧わいてきませんか？」

「どうかな。俺は何かをしようとする時、できなかった時のことを真っ先に考える癖くせがある。回かい避ひする道も用意しておかないと不安になるんだ。その点、お前は楽観的で、まず行動ありきだよな」

「遠回しに、私が行き当たりばったりだって言ってません？」

　微び妙みように貶けなされているような気がして、春明はじとっと景彰を見上げた。不満げな春明など気にもせず、景彰はポンと頭を撫なでてきた。

「馬ば鹿か。すごいなって思ってるよ」

　その声がとても甘く聞こえて、春明の心臓がぎゅっと痛んだ。

「前向きなお前に、俺まで引きずられる」

「……じゃあ、たくさん引きずってあげます。景彰さんが、後ろ向きなことを考える度に、手を引っ張りますから！」

　景彰は、くすぐったそうに笑ってくれた。










　忠雲が稽古を始めるのを確かく認にんしてから、春明と景彰は応徳の家へとやって来た。

　応徳はすでに家の前にいて、項うな垂だれるように顔を下にして地面に座っている。

「やあ、皆みんなお揃そろいですね」

　そこにゆったりとした足取りで歩いてきたのは、貴瑛だった。後ろには、一人の女性がついてきている。

　長い髪かみは風に煽あおられたようにほつれており、俯うつむき加か減げんの顔は表情が見えない。しかし、引き結ばれた唇くちびるが小刻みに震ふるえていた。全体的に細く小こ柄がらな女性で、胸むな元もとに布に巻かれた荷物を抱かかえている。

『花か林りんさん……』

　応徳が女性を見て、そう呟つぶやく。

「別の場所で話しましょう。先ほど通ってきた所にお茶を出す店を見つけました。そこに行きましょうか」

　貴瑛に促うながされて、春明達は応徳の家から店へと移動する。道中誰も口をきかなかった。

　店に入り席に座って、茶を注文する。応徳はみんなの座る席の傍そばに顔を俯けて立った。

「彼女は、応徳さんと同じ仕事場で働いていた、金きん花林さんです」

　口火を切ったのは貴瑛で、横に座る花林の紹しよう介かいをした。当然応徳の姿は見えていない花林が、向かいの席に座る春明と景彰に向かって頭を下げた。

「金花林と申します。この度たびは……、本当に……」

　そこで声が震え、花林はぎゅっと目を瞑つぶった。次いでもう一度、深く頭を下げる。

「申し訳ありませんでした……！　私の身勝手で、こんなことに」

「景彰くんの言うとおり、手紙を止めていたのは彼女でした」

　貴瑛が静かにそう言うのを聞いて、応徳が顔を上げた。

『なんで……、どうしてこんなことしたんだよ！　信しん頼らいしてたから手紙を預けたのに！　仕事が辛つらいって、田舎いなかに帰りたいって言った時、分かるよって親身になってくれたじゃないか！』

　激しく責め立てられても、花林と応徳の視線は交わることはない。ひたすら謝って涙なみだする彼女の背中に、貴瑛が手を置いた。

「お話ししてくれますね？」

　花林は自分の気持ちを落ち着けるように深呼吸してから、ゆっくりと話し出した。

「……応徳さんがお母様を一人残して、生活の為ため、割のいい賃金を貰もらえるからという理由で月桂に来たのも、知っていました。そして彼が、段々、田舎に帰りたいと思いつめるようになっていったのも、知っていました」

　応徳は、なす術すべもなく花林を眺ながめている。

「お母様に手紙を出そうかと考えていると相談された時、私が感じたのは悲しさでした。手紙がお母様のところへ行って、お母様がもしも戻もどっていいよと書いていたら……、彼は、月桂を出て行ってしまう」

　花林は、胸元の荷物を強く抱だき込んだ。

「私は親切な振ふりをして、彼から手紙を預かりました。配達人に渡わたさないといけない、こんなことはすべきではないと言い聞かせながら迷っていると、今度はお母様の方から、彼宛あてに手紙が届いたんです」

　貴瑛は絞しぼり出すように話す花林を励はげますように、背中に手を当てたままだ。

「仕事場に来た手紙は、すべて私が受け取ることになっていて、相手に渡すのも私の仕事でした」

「それで？」と貴瑛が促す。

「誓ちかって手紙の中身は見ていません。ですが……、帰っておいでと書かれていたらどうしようと、そればかり不安になりました。そして私は、彼から預かった手紙も、お母様から送られてきた手紙も、私のところで止めてしまったんです」

　これが、そうです……、と震えた手で差し出されたのは、先ほどから彼女がずっと抱えていたものだった。春明がそっと受け取る。相手に届かなかった思いが、いっぱいに詰つまっている。紙の束だが、とても重く感じられた。

「彼が、好きでした」

　それはとても小さな声で、悲痛に満ちている。

「いつか好きだと言おう、手紙を隠かくしたことを謝ろう、そう思っていました。でも、彼は死んでしまった……。家族の助けがないんだと、そんな絶望的な気持ちにさせて死なせてしまった。どうやって償つぐなえばいいのか、分かりません」

　誰だれも何も、言葉を発せられなかった。手紙を隠したことは、もちろん悪いことだ。相手への恋こい心ごころゆえだとしても、それは理由にはならない。

　だが好きだった人が亡なくなってしまったことで、彼女はすでに大切なものをひとつ失っている。

「応徳さんのお墓には、あとで一緒に謝罪に行きましょう。ですがまずは、お母様に彼が送った手紙を見せてあげないと。そして誠心誠意、謝ることが最善です」

　貴瑛の穏おだやかな声に、花林は何度も大きく頷うなずいた。

「さて。少し花林さんを休ませてから、お母様の所に伺うかがいたいと思います。それまで、手紙を預かっていてもらえますか」

　ちらりと応徳を見ながら、貴瑛が言う。彼に、母親が送った手紙を見せてやれ、ということだろう。春明と景彰は頷き、席を立った。春明が応徳に目で促すと、のろのろと付いてくる。

　春明と景彰は人目を避さけるために、応徳の家の裏にある林へとやって来た。そこで丁てい寧ねいに包まれた布の中から、手紙の束を取り出していく。

　手紙の宛あて名なのところには、『州』の機関に届けられた日の日付が記されることになっている。古い日付から順番に揃えると、手紙の数は二十通にもなった。

　手紙に触ふれることのできない応徳の代わりに、春明は「開けますよ」と一言言い添そえてから、手紙を開かい封ふうする。

　なるべく中身を見ないように、素す早ばやく折りたたまれた紙を広げて、応徳の眼前に突つきつけた。

「どうぞ、読んでください。一枚目が終わったら声をかけてくださいね。二枚目を見せますから」

　しかし応徳は、手紙から逃にげるように顔を背そむけた。

『……いやだ』

「何ですって？」

『こんなの、今いま更さら読んで何になる？』

「ちょっと……」

『俺はもう死んだんだぞ！　今更こんなもの読んで、何になるっていうんだ！』

　頭の中で、ぶちっと何かが切れる音がした。

「──いい大人が、なに拗すねてんですかっ！」

　気付けば春明は、応徳に負けないほどの迫はく力りよくで怒ど鳴なり返した。横にいた景彰が、目を真ん丸にさせている。

「今更もなにもない！　生きてようが死んでようが、これはあなたのお母様が、あなただけに宛てた手紙でしょう！　こんなにたくさんの数の手紙を書いてくれた、お母様の気持ちを踏ふみにじるつもりですか！」

　向こうから一通も返事が来ないにも拘かかわらず、母親は手紙を送っていた。返事は期待していなかったのかもしれない。でもどこかで、大切な息子むすことどんな形でもいいから繫つながっていたいと考えていたのかもしれない。すべて予想で、母親の気持ちは春明には分からない。だが答えは、今応徳に突きつけられている手紙の中に確かにあるはずなのだ。

「しっかり目を開けて、読んでください！　いつまでだって、手紙はもちますから」

　最後は懇こん願がんになったが、応徳はようやく顔を上げ、意を決したように手紙に視線を走らせていった。

　どんなことが書かれているか分からない。だが、目の前で静かに涙を流す応徳を見ていれば、手紙には彼を案じる思いがたくさん詰まっているだろうことは推測できた。

　七通目を過ぎたあたりで、とうとう応徳が顔を覆おおってしまった。

『もう読めない……』

　涙がとめどなく溢あふれ出るせいで、視界がぼやけてしまうのだろう。

『頼たのみがある……、読んで、聞かせてくれないか』

「いいんですか？」

　頷く応徳を見て、春明はゆっくりと手紙を読んでいく。

「『月桂は紅葉の名所でもあるけど、葉は色づいているのかしら。秋が終われば、すぐに厳しい冬がやって来ます。暖かくして、体だけには気を付けてね。私は元気でやっているから、心配しないでね。最近は、月桂の方角でもある西側の部屋で寝ね起おきしているの。少しだけお前の近くにいるようで、よく眠ねむれます』……」

　すべての手紙が、愛情深い文面で綴つづられていた。春明までもが、涙ぐみそうになってしまう。

　最後の手紙を読み終えると、応徳は膝ひざに顔を埋うずめて肩かたを震ふるわせていた。

「……応徳さん」

　声をかけるが、顔を上げてくれない。景彰が、春明の肩に手を置いた。

「そっとしておいてやれ。後は、彼自身が考えることだ」

　春明は頷き、手紙を丁寧にしまった。

　春明達が立ち去るまで、応徳が顔を上げることはなかった。
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　翌日、春明の許もとに意外な客が現れた。

　舞ぶ台たいで使う幕を天日干しするために庭に出ていた春明は、遠くから聞こえてくる声に気付いた。

『おいっ、凜春明』

　はっと顔を上げると、庭と外を区切る柵さくの向こうから、応徳が手を振っている。昨日別れた時は随ずい分ぶん落ち込んでいたが、少しは元気になったのだろうか。

「応徳さん、どうしたんです？」

　周囲には春明と同じく布を広げる劇団員達がいる。春明はさりげなく柵まで近寄って、声を潜ひそめて聞いた。

『ちょっと外に出てこい。ここは気分が悪い……』

　応徳が、劇団の周囲を眺ながめながら、自分の両りよう腕うでを擦さすった。よく見ると、応徳の顔色が悪い。脂あぶら汗あせまで出ているようで、春明は慌あわてて劇団員に一言告げて、外に飛び出す。

　応徳は劇団の建物から逃げるように歩みを進め、春明も足早について行った。

　しばらくして、ようやく応徳は大きな息を吐はいて、足を止める。真っ青な顔色を見て、春明はその激しいほどの反応の理由を問う。

「どうしたんですか？　あの劇団の周囲は、応徳さんにとって居づらい空間なんですか？」

　淵君と劇団が繫がっているのは間ま違ちがいない。淵君によって死へと引きずられた応徳が、劇団へ向ける反応は、手がかりになるかもしれない。

『いや……、俺もびっくりした……』

　応徳も、自分の体調の変化に戸と惑まどっているようだ。何度か深呼吸を繰くり返して、話し出す。

『三さん途ずの川から家へと帰ってきた最初は、あの劇団に引力みたいに引き寄せられていた』

　応徳の言葉に、初めて彼と言葉を交かわした時のことが甦よみがえってきた。確かに彼は、劇団への道を歩いていて『行かないと』などと口走っていた。

『でも今は、心が拒きよ否ひして怯おびえているというか、とにかく近寄りたくない』

　応徳の言葉に、春明は考え込む。淵君は、憎にくしみや怒いかりを抱かかえた人間を死に誘いざなう。亡くなってからも死者は怒りや憎しみに囚とらわれており、そんな死者を劇団に引き寄せているのだろうか。

　応徳もまさにそんな憎しみを抱えた一人だったが、母親の誤解が解け、心のわだかまりはなくなっているはずだ。その健全な心が、今度は劇団を取り巻く雰ふん囲い気きを禍まが々まがしいものと捉とらえているのかもしれない。

「……もう、劇団には近づかないでくださいね」

　縋すがるような目になった春明に、応徳は苦く笑しようした。

『近づかないし、あんたとも今日でお別れだ』

「え？」

『これを言おうとあんたに会いに来たんだよ。俺は今日、三途の川に行こうと思う』

　告げられた言葉に、目を丸くした。

「え、でも、四十九日の滞たい在ざい期限にはまだ時間がありますよ」

『分かってる。でも、もういいんだ。手紙を読んだ昨日の夜、母親の顔は十分見たし、俺がその、ちゃんと大事にされてたんだって分かった。心残りはない』

　少し遠くを見ながら言う応徳の瞳ひとみは、澄すんでいてとても静かだった。自分の運命をきっちりと受け止めた、強さのようなものさえ感じさせる。

「そうですか……」

『あんたの上司にもよろしく言っといてくれ』

　最後の別れに悲しい顔はしたくない。春明は努めて笑え顔がおを向けて「分かりました」と頷うなずいた。

　応徳は春明の顔をじっと見つめると、ふいに顔を近づけてきた。耳元に口を寄せる。

「え!?　ちょっと！」

『いいからこのまま聞け。最後の餞せん別べつだ。あんたらの聞きたかったことを教えてやる』

　春明はピタリと動きを止めた。

「聞きたかったことって」

『あの貴瑛って奴やつに聞いた。あんたら、淵君っていうのを追ってるんだって。だから俺が亡なくなった時に見た、蛇へびの腕うでのことについて聞きたいんだろ？』

　手がかりになるか分からないが、と前置きして、応徳は耳打ちする。

『まだ俺が憎しみに囚われていた時、男の声を何度か頭の中で聞いた。劇団の周囲に行くと、更さらに声は大きくなった。声はこう言っていた。──早く来い、地よりも深くで、お前を待つ』

「……地よりも、深く」

　春明が目を合わせると、応徳も真しん剣けんな表情でひとつ頷いた。

『俺が聞いた言葉はこれがすべてだ』

　応徳は、最後にちらりと笑ってみせる。

『俺の為ために、色々してくれたこと、礼を言う。心残りはないと言ったが、やはり後こう悔かいは残る。だが俺は今、後悔できるのが嬉うれしいんだ。何も知らなければ、俺には憎しみしか残らなかった。でも今は、自分が大事にされていたことが分かる。その気持ちを持てたことが嬉しい』

　何年もすれ違ちがってしまった、自分の母親のことを言っているのだろう。

『あんたはまだ生きてるんだから、言いたいことがあったら言うべきだぞ。相手も生きてるなら、尚なお更さらだ』

　その言葉は、春明の胸を大きく打った。死者を前にすると、言葉は一層の重みを増す。言葉とは、相手に伝えてこそ意味を持ち、彩いろどりを与あたえ、また自分に返ってくるものだ。

　だが応徳はどんなに今までの事を母親に謝りたくても、もうできない。今胸に生まれ出る感情を言葉にして伝えることは、もうできない。

　生者である春明には相手に伝えられる言葉があり、相手もまた、春明の言葉を聞くことができる。それは生者の中では当たり前のことで、だからこそ軽く見られがちだ。

　後で言えばいい。言わなくても伝わっているはず。そんな言い訳をして、言葉を惜おしむ。相手といつ離はなれ離ばなれになるかなんて、分かりもしないのに。今日会える相手が明日あしたも会えるとは、決まっていないのに。

　応徳を好きだった、あの花林という女性も、彼に思いを伝えていれば何かが変わっていたのかもしれない。手紙を隠かくそうとするほど、思いつめることはなかったのかもしれない。

　春明は、その身でもって大切なことを伝えてくれた応徳に頭を下げた。

「……ありがとうございます。後悔しないよう、頑がん張ばります」

『そうしろ』

　ぶっきらぼうだが優やさしい声が、ふわりと風のように耳に流れてくる。ゆっくりと頭を上げた時、目の前にはもう誰だれもいなかった。










　春明は劇団に戻もどると、庭先でしていた幕の天日干しの続きを手伝う。その後、景彰のいる稽けい古こ場ばに戻った。

　しかし、稽古場に景彰の姿はなかった。休きゆう憩けい時間のようで、皆みんなが各おの々おのに自主練をしたり、座って休んだりしている。

　景彰の行方ゆくえを尋たずねると、令輝と食堂に行ったと言われて、足を向けた。

　食堂の一番奥に座る二人を見つけて声をかけようとするが、景彰の口から「春明」と自分の名が出たことで、思わず食器を置いた棚たなの物もの陰かげに隠れてしまう。

「だから、春明は弟子だと言っているだろう。何度同じことを言えばいいんだ」

　うんざりしたような声が景彰から出る。

「俺のものだとばかりに、周囲を威い嚇かくしてたじゃないか。李先生とそのお弟子さんは恋こい人びと同士だと、劇団ではすっかり噂うわさだよ」

　令輝の弾はずんだ言葉に、春明はぎょっと目を見開いた。

「その噂、お前達が流したんだろうが」

「まあまあ。でも図星だろう？」

「お前に言うことではないと思うが」

　低く唸うなるような声は、景彰の機き嫌げんが最高に悪い時だ。春明ならそこで質問をやめてしまうが、令輝は景彰の不機嫌などどこ吹ふく風で、更に身を乗り出す。

「好きな相手はいないのか？」

「なぜお前とこんな話をしないといけないんだ」

「仕事上、他人の人間関係には興味を持つことにしているんだ。何事も芸の肥やしにするのが俳優という生き物なんだよ」

　飄ひよう々ひようとした令輝の態度は、どこか清士を思わせる。

　そういえば鳳蓮もまた、春明に恋れん愛あいの話を持ちかけていたのを思い出した。鳳蓮も令輝も、仕事熱心ということなのだろうか。

「いない」

「へえ。どんなところが好きなんだ？」

「いないと言っているだろう」

「顔見れば、今誰かを思い浮うかべたなあ、ってちゃんと分かるよ。俺達俳優は他人の表情を読むのも得意なんだ。俳優同士、互たがいをよく見てる。だから予想外の事態が起こっても切り抜ぬけられるんだ」

「俺は今、俳優とだけは友人にならないと決めた」

「そんな寂さびしいこと言わないで。さ、誰を想像した？」

　聞かれるまでもないだろう。きっと景彰が思い浮かべたのは、香月だ。

　春明は景彰が何かを言う前に、そっとその場を離れた。










　深夜一時。

　劇団員は皆みんな眠ねむっていて、辺りは静せい寂じやくに包まれている。

　そんな中、劇団のある一角で、息を潜ひそめている二人組がいた。

「忠雲が昼間、怪あやしい動きをしているのを見たことはない。大体は稽古場で稽古をつけているからな。それにここは劇団で、何十人もの目があるんだ。昼に何かをするというのは考えられないと思う」

　景彰の言葉に、春明も壁かべの陰かげからある部屋の扉とびらを眺ながめながら頷いた。

　霊れいが見えるという忠雲が怪しいということで、さっそく彼を見張ることにした。二人は互いの部屋から抜け出し、忠雲の眠ねむる部屋へとやって来た。

　忠雲は団長として個室を持っており、春明と景彰は物陰に隠れて様子を窺うかがっている。

「個室なら、何をしていてもバレませんね」

「少しここで様子を窺ってみよう。最悪、部屋に忍しのび込む」

　だが数分後、ふいに忠雲の部屋の扉が開いた。ろうそくの灯ともった燭しよく台だいを持ち、周囲を窺うようにして部屋を出て行く。

「よし、行くぞ」

　小声の景彰に頷いて、ゆらめく灯あかりを頼たよりに春明達も歩き出した。

　忠雲の足取りは迷うことなく進んでいく。景彰は一定の距きよ離りを空けて後をつけていくが、春明は足音を立てないようにするだけで必死だ。静かな廊ろう下かは、少しの音でも響ひびいてしまう。

　廊下が右と左に分かれ、忠雲がすっと右に入って視界から消えた。春明達は逸はやる足を抑おさえて、距離を詰つめ過ぎないように後に続こうとする、その時だった。

　パタパタと、誰かの足音が後ろから迫せまってきた。景彰は春明の手を引っ張ると、近くにあった物置部屋へと入る。

　扉をうっすら開けて外を窺うと、劇団員の一人が、欠伸あくびをしながら歩いていった。足音が遠ざかるまでやり過ごすと、ようやく部屋の外へと出る。

　舌打ちした景彰が、音は立てないながらも足早に、先ほど忠雲が右に曲がったように後に続く。春明も慌あわてて駆かけ寄ったが、すでに忠雲の姿はどこにもなかった。

「くそっ、見失った」

　廊下は静まりかえり、足音のひとつも聞こえない。廊下の左右には先ほど春明達が入った物置部屋へと続く扉がある。

「どこかの部屋に入ったんでしょうか？」

「足音が聞こえないから、部屋に入った可能性は高いな。灯りも見えないし」

　確かに廊下の先を進んでいるなら、微かすかでも音がしているはずだし、ろうそくの灯りが漏もれているだろう。だが、周囲は静かで、真っ暗だった。

「部屋をひとつひとつ見て行こう」

　景彰が、一番手前にある扉を開いた。だが中は暗く、何も見えない。他ほかに人が通る可能性もあるため、中に入るとすぐに扉を閉めた。

「周囲が見えないとどうにもならないな。……明かりをつけるか」

　明かりをつければ、敵に自分達の存在を知られることになる。しかし、探し人を見つけるためには必要だった。景彰が念のためにと持ってきた燭台とろうそくを袖そで口ぐちから出そうとするのを、春明がとめる。

「あっ、ろうそくはこれを使ってください」

　春明は懐ふところからろうそくを取り出した。景彰は不可解な顔になるものの、特に何も言わず火をつけた。周囲に光が広がって、春明は本能的に安あん堵どの溜ため息いきを吐つく。やはり暗くら闇やみというのは、気を張るものだった。灯りがついただけで、人は安心できるのだ。

　──灯りって偉い大だいだなあ。

　感心しながら、ろうそくの炎ほのおを見つめる。火をつけてすぐは炎が定まらないが、やがて芯しんを焼いて蠟ろうを溶とかし、火力が安定する。ピンと立った炎は頼たのもしく見えた。

　春明はろうそくの立った燭台を景彰から受け取ると、灯りを翳かざした。部屋全体が照らされ、木箱が積まれているのが分かる。ろうそくを傍そばに置いてある木箱の上に置いて、物陰を探してみる。しかし忠雲の姿はない。

「次の部屋に行くぞ」

　景彰に促うながされて、向かい側の扉を開けて中に入る。しっかり扉を閉めてから、部屋を見回した。先ほどの部屋よりも広く、布のようなもので包まれた荷物が何段にも積まれている。部屋に入って調べてみるも、やはり荷物が置いてあるだけだった。

　次の部屋もまた広く、春明と景彰は隅すみ々ずみまで見て回る。地面に置いたろうそくの炎が大きく動いて、壁に映った二人の影かげが、伸のびたり縮んだりを繰くり返す。

　すべての部屋を回ってみたが、忠雲の姿を見つけることはできなかった。最後に入った部屋にろうそくを置いて、春明と景彰は考え込む。

「姿が消えるなんてあり得ないんだから、やっぱり廊下を走り去るかして、先へ行ってしまったんでしょうか？」

「そうだな……」

　腕うでを組んでじっとろうそくを睨にらんでいた景彰は、ふと顔を上げた。

「そういえば、なんでろうそくを替かえたんだ？」

　先ほど、春明が懐からろうそくを取り出したことを不思議に思っているのだ。

「あ。これ、実は玄海さんが生前作ったろうそくなんです。劉星さんに、一本勧すすめられて、買ってみることにして。光が持続して安定するって言われてたから、丁度いいなと思ったんですよね」

　劉星の言うとおり、炎の大きさは常に一定のままで、とても質がいいのが分かる。どっしりとした安定感のようなものが感じられて、さすが熟練した職人だと春明は感心した。

　天てん井じようと炎の先に、一本の糸が撓たわまずに繫つながっているように、炎は全く揺ゆらがない。その姿を見つめているうちに、春明はふと先ほど部屋に入った時のことを思い出した。

　──そういえば三番目に入った部屋、ろうそくの火がやけに揺れてたな。

　ろうそくの火が揺れることで、壁に映った自分の影が伸びるのを、どこか不気味に感じたことも記き憶おくとして甦よみがえってくる。

　だが、他の部屋を見た時、炎が揺らぐことはなかった。燭台を動かしている時に揺れはするが、平らな場所に置いてしまえば、やがてろうそくの光は安定していたのだ。春明は部屋に入ると必ず、ろうそくを地面や木箱の上に置いて調べていた。同じ条件なら、どの部屋でもろうそくの火は安定するはずではないだろうか。

　そして今、春明の目の前にあるろうそくの炎もまた、揺らぐことなく静かに燃えている。

「どうかしたのか？」

　黙だまりこくって炎を見つめている春明に、怪け訝げんな顔で景彰が尋たずねる。春明は深く考えず、違い和わ感かんをそのまま口にした。

　話を聞いた景彰は、はっと目を開く。

「どの部屋で炎が揺らいだんだ？　行くぞ！」

「え。どうして……」

「ろうそくの炎が揺らぐのは、そこに風が吹ふいているからだ」

「部屋の中で、風……」

「不自然だろう？　俺達は扉を閉めて、部屋を調べたはずだ。それに今まで入った部屋には全部窓がなかった。だから、風の流れがあるのはおかしい」

　景彰を追って、春明も慌てて燭台を持って部屋を出る。

　三つ目に調べた部屋に戻もどると、ゆっくりと扉を閉めた。ろうそくを地面に置く。周囲を見てもやはり、特に変わったところはなかった。だが──。

「揺れてる……」

　ろうそくが大きく揺れて、先ほどの安定した炎とは別物になっている。

「どういうことだ？　どこに風の流れがある……？」

　景彰が、鋭するどい視線で部屋をぐるりと見回した。そこで春明は、大切なことを言い忘れていたことに気が付いた。

「そういえば……、応徳さんが教えてくれたんです。亡なくなってすぐ、自分の家に戻ってきたばかりの時に、声を聞いたって」

「声？」

「たぶん、蛇へびの男の声だと思います。声はこう言っていたそうです。『早く来い、地よりも深くで、お前を待つ』って」

「地よりも深く……、地下ってことか……？」

　景彰がはっと自分の足元を見つめた。すぐに躊躇ためらいなく膝ひざをついて、地面に顔を近づけて何かを見つけようとしている。

　やがて、部屋の右奥の床ゆかを見ていた景彰が声を上げた。

「この部分、他と違ちがって埃ほこりが溜たまってない」

　春明も景彰に倣ならって四よつん這ばいになり、床を凝ぎよう視しした。

「本当だ……、うっすら、線みたいなのが浮うかんでますね」

　線を追うと、かすかに長方形が浮かび上がっているのが分かる。

「床が切り取られて、そして埋うめ込まれてるんだ」

　景彰は線の間に爪つめを入れて、力を込める。取っ手がないために指が滑すべりながらも、何度か挑ちよう戦せんして、ようやくズズッと床が外れた。さあっと空気が下に流れるのが分かって、またろうそくが大きく揺らぐ。

　人一人がやっと入れそうな、縦になった長方形の入り口。そこには階段が下へと伸びている。

「地下室か」
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　春明は緊きん張ちようして唾つばを飲み込んだ。明らかに隠かくされている秘密の通路の先には、仄ほの暗ぐらい明かりが漏れている。誰だれかがいるのは間ま違ちがいないだろう。

「刀はすぐ抜ぬけるようにしておけ」

　入り口を覗のぞき込みながら、景彰が低い声で告げた。

「だが、これだけ狭せまいと抜いたところで周囲の壁かべに当たる可能性もある。下にある空間がどれだけ広いかにもよるが……。抜けるよう心構えはしろ。しかし広さを考えてから抜くんだ。ダメなら俺の後ろにいること。いいな？」

「はい」

　春明の返事を聞くやいなや、景彰は音を立てないよう、階段を下り始めた。

「ろうそくは持っていくな。明かりが漏もれているせいで、足元はかろうじて見える」

　小声で言われて、春明も階段に最初の一歩目を乗せる。徐じよ々じよに下りていき、支えるために壁に手をついた。冷たく濡ぬれた感かん触しよくが伝わって、思わず声を上げそうになる。慌あわてて自分の口を押さえた。

　──水で濡れてる……。地下水？

　壁に視線を向けると、石で積まれた壁はすべて水で濡れて光っている。地下水が滲にじみ出ているのかもしれないと考え、地下の強度は大だい丈じよう夫ぶなのかと心配になった。

　やがて階段をすべて下りると、すぐに扉とびらが立ちはだかった。様子を窺うかがうために、扉に耳を当ててみる。内容は聞き取れないが、人の話し声らしきものはする。

「どうせ、部屋に入れば隠れるところなんてないだろう。入り口もここしかない。俺の合図で、一気に部屋になだれ込む」

　春明は、頷うなずいて刀に手をかけた。ドクンドクンと心臓が警けい戒かいと緊張で鳴っている。

　一いつ瞬しゆんの静せい寂じやくの後、景彰が片手を上げ、それから勢いよく扉を開けて中に入った。春明もそれに続く。部屋には二人の男性がいた。それから部屋全体を見回し、刀を抜くのは諦あきらめる。刀を抜けるのなら一人分だろう、それほどに狭い部屋だったからだ。景彰がすらりと抜いたため、春明は一歩後ろへ下がる。だが何かあればすぐ抜けるよう、柄つかに手はかけたままだった。

　春明は部屋にいた二人の男性をまじまじと見つめる。一人は、予想通り忠雲だった。驚おどろいたように春明達を見た後、さあっと目に見えて顔色を青くしている。

　忠雲の横にいる男性には、面識がなかった。小太りの初老の男性で、濃こい眉まゆ毛げから覗く眼光がやけに鋭い。口をへの字に曲げて、春明と景彰を睨みつけている。やがてその睨みは、忠雲にも向けられていった。視線を感じた忠雲が、怯おびえたように背を縮こめる。

　だが春明は眼光の鋭さより何より、初老の男性が、もうこの世の人間でないことに意識を持っていかれた。

「幽ゆう霊れい……」

　輪りん郭かくがくっきり見えて、体も透すけていないことから、四十九日はとっくに過ぎているのだろう。

「しゅ、春明さん。あなた、見えているんですか……っ？」

　春明はただ一言口にしただけだが、慌てふためいて確かく認にんしてしまう忠雲は、自分が墓ぼ穴けつを掘ほったことを分かっていない。

「何が見えているんです？」

　景彰が更さらに追つい及きゆうしようと声を上げた。

「何って、か、彼が」

「彼？　あなたこそ、何が見えているんです」

　忠雲は、ようやくいらないことを口走ったことに気付いたのか、急に黙り込んだ。だが、戦慄わななく唇くちびるが、震ふるえる両りよう肩かたが、動どう揺ようを全く隠しきれていない。

「俺にも春明にも、あなたの横にいる男性は見えています。彼は死者ですね？　しかも、亡くなってから随ずい分ぶん経たっているはずだ。三さん途ずの川に戻っているはずの霊が、なぜここにいるんです？」

『そうか。お前達は霊れい吏りなのか』

　三途の川、と言われてピクリと眉まゆを動かした男性が、納なつ得とくがいったような顔になった。

「れいり？」

　反面、忠雲はこの状じよう況きようが分からないまま、混乱している。

　景彰は矛ほこ先さきを霊の方へと変えた。

「名前を教えてください。そして、この世に降り立ってどれくらいの時間が経っているのかも」

　まるで動じることもなく、霊は言った。

『この地下室に籠こもって、二年になる』

「二年!?」

　春明は思わず大きな声を上げた。四十九日を過ぎる限度を、大おお幅はばに超こえている。

「霊吏が迎むかえに来なかったんですか」

『確かに来たが、姿を隠してこの地下室に逃にげ込んだからな、見つからなかった』

　簡単に言ってくれるが、霊吏としては忸じく怩じたる思いだ。もしも当時の霊吏が見つけられなかったとすれば、この地下室、もしくはこの劇団自体に何か特とく殊しゆな力が働いていたとしか思えない。この劇団内では、霊の気配はしても姿を捉とらえることができない。春明達も身に染しみて感じていることだった。目の前の霊は、この地下室に逃げ込むことで、霊吏の目を欺あざむいたのだ。

「あなたは、誰なんです……？」

　もしかして、と春明は唇を引き結んだ。自然と目線が、彼の腕うでにいってしまう。手首まで服で隠れているため、確認することはできないが。

「まさか」

　──淵君？

『私は武公望という』

「え？」

「小龍劇団の、初代団長ですか」

　景彰が驚いたように言って、春明も啞あ然ぜんとする。病気で亡なくなったという、小龍劇団を作った人物で、忠雲の師し匠しようたる人だ。

「なんで、初代団長がここにいるんですか」

　公望はひとつ息を吐はいてから、ちらりと忠雲に視線を走らせた。

『劇団の演出をするためだ』

「え？」

『こいつは、私の考えを伝える伝言係に過ぎない。今まで、劇団の演出や演技指導を行ってきたのは、すべてこの私だ』







　四章　決戦の夜




　狭い地下室に、ピチャンピチャンと雫しずくが落ちる音がする。

　公望が発した言葉に、春明も景彰もすぐには声が出ない。

「演出を行ってきたって、どうやって」

　景彰がようやく話を促うながすと、公望は肩かたを竦すくめてみせた。

『簡単だ。私が時折、稽けい古この様子を見る。そして夜、忠雲からも話を聞いて、指示を出していたんだ』

　春明は公望の横で小さくなっている忠雲を見つめた。視線から逃げるように、忠雲が顔を背そむけた。恥はじ入ったような、苦しげな表情を浮うかべている。

「どうして、そんなこと」

『どうして？』

　思わず呟つぶやいた春明を睨にらみつけ、公望は声を荒あららげた。

『私が手塩にかけて作った劇団だ。私が行く末を心配し、演出をすることに、特別な理由などない。当然のことだろう』

「忠雲さん、あなたはそれでいいんですか？　この劇団の今の団長はあなたなんですよ」

　景彰が厳しく問うが、忠雲はふるふると首を横に振ふるばかりだ。公望が声を上げる。

『忠雲も納得済みだ』

「でも、あなたはもうこの世の人間ではありません。しかるべき手順を踏ふんで、成じよう仏ぶつする存在なんですよ」

『そんなもの、生者の言い分だろう。死んだらさっさと消えてくれと、死者を邪じや魔ま者もの扱あつかいしているようなものだ』

「そんなことはない。死者を敬っているからこそ、四十九日の掟おきてが存在するんだ」

　景彰が反論するも、公望は鼻を鳴らして言い募つのる。

『四十九日、猶ゆう予よをもらったとして何になる？　生者に影えい響きようを与あたえることはできず、ただ見ているだけしかできない。そんなもの、意味はない。むしろもらっても苦しむだけだ』

　公望はばっさりと切り捨てるようにして言って、自分の手のひらを眺ながめた。

『私にはやり残したことがたくさんある。生者の都合で、阻はばまれるなんて我が慢まんがならなかった』

「……だから、淵君と手を組んだ？」

　試ためすように景彰が口にした『淵君』という単語にも、公望は動じなかった。

『なんのことか知らんな』

「ではこの地下室の存在はなんです？　霊吏に見つからなかったのは、特殊な力が働いたとしか思えない。あなたはただの死者だ。必ず、ここに手引きした人物がいるはずです」

『知らん』

　瞬しゆん間かん、景彰は剣けん先さきを公望に向けた。

「手引きした人物を言え」

「やめてください！」

　悲鳴のような声で、忠雲が剣先の前に立ちはだかった。公望を庇かばうように手を広げる。

「やめてください、お願いします！」

「どいてください、忠雲さん」

「先生は、劇団を愛しているだけです！　お願いです、御ご前ぜん舞ぶ台たいが終わるまで、そっとしておいてもらえませんか。終わったら、何でも言うことを聞きます。ですから、どうか！」

「御前舞台が終わってからでは遅おそすぎるんですよ」

「お願いします！」

　景彰は、忠雲の必死な懇こん願がんと、彼とは対照的に顔色ひとつ変えない公望を見比べた。ひとつ息を吐いて、刀を鞘さやにしまう。

「分かりました。一日だけ待ちます」

「一日……」

　呆ぼう然ぜんとした様子で、忠雲が繰くり返す。

「その間に覚かく悟ごを決めてください。明日あしたの夜、我々はもう一度ここに来ます。そこですべてを話してもらいますから」

　春明、行くぞと声をかけ、景彰は地下室から出て行く。慌あわてて付いて階段を上りながら、春明は景彰の背中に問いかけた。

「一日待つって、いいんですか？」

「公望はこの劇団のために四十九日の掟を破るほど思い入れがあるんだ。ここから離はなれることはないだろう。それに、覚悟を決めろと言ったのは公望にじゃない。忠雲に言ったんだ」

「え……」

「忠雲がどれだけ劇団を大事に思っているのか、短い期間でも傍そばにいれば分かる。劇団のために何が正しいことなのか、彼ならきっと分かるはずだ。現に彼は、自分のしていることに負い目を感じている」

　確かに地下室での態度を見ると、忠雲が自分の行いを正当化しているようには見えなかった。堂々としているのは公望ばかりで、忠雲は横で縮こまっていた。

　景彰は決意のこもった瞳ひとみを春明に向けた。

「忠雲に賭かける」




　　　　[image: ]




　翌日、朝早くに景彰と春明は、忠雲に稽けい古こ場ばに呼び出された。稽古場にはまだ誰だれもおらず、とても静かだ。

「昨日あれから、貴方あなたがたが霊れい吏りという特とく殊しゆな官かん吏りだと公望先生から聞きました。淵君、と言われる存在を探すために、ここに来たのですか」

「ええ。身分を偽いつわっていたことは謝ります。申し訳ない」

　景彰と春明は揃そろって頭を下げた。

「いいえ。李先生の剣けん術じゆつが本物なのは、素人しろうとでも分かります。そこでお願いなのですが、御前舞台までは、剣術の指南を続けていただきたい。今いま更さら変えることは、型を崩くずしてしまうことになりますし、せっかく統とう率そつのとれた動きができてきたところなので」

　忠雲から思わぬ願いを口にされ、景彰は呆あきれたような顔を隠かくせなかった。

「……あなたは、本当に芝しば居いのことが一番大切なんですね」

「どう言われてもいいです。お願いします」

「頼たのまれたことは責任を持ってやります。では代わりに、すべてを話してくれますか」

「公望先生はきっと話さないでしょう。でしたら私からも、話すことはありません」

「彼の言いなりというわけですか」

　景彰がわざと挑ちよう発はつしてみせるも、忠雲は心を閉じてしまったように俯うつむくだけだ。尚なおも景彰が口を開こうとすると、朝の自主練に来た劇団員が稽古場に入ってきてしまう。

「とにかく、後で話し合いましょう」

　景彰はそっと囁ささやくと、その場を後にする。

　こうして始まった稽古だったが、目に見えて分かるほどに忠雲は覇は気きがなかった。稽古の指導をしていてもどこか自信がなさそうにしている。

　いつも過ごしている劇団員達も戸と惑まどっているようで、「大だい丈じよう夫ぶか」としきりに忠雲に声をかけている。忠雲はその都度、心配いらないと笑ってみせているが、劇団員達が納なつ得とくしていないのは見て分かった。

　──公望さんは、忠雲さんを自分の伝言係って言ってた。忠雲さんが、それに甘んじてるのはどうしてなの？

　忠雲と煌朱の街に出かけた時、彼が言っていた言葉を思い出す。

『私にとっても、いつまでも越こえられない神様が公望先生です。彼がやりたかったであろう御前舞台、絶対に成功させないと……』

　耐たえるような顔をしているなとは思ったが、まさか公望を匿かくまっているとは想像もしなかった。公望のことを話す忠雲は、どこか自分に自信がない。そして、いつまでも越えられない神様と評していたように、公望を越えることなど考えてもいないのだろう。

　実力があって自信に満ち溢あふれる師し匠しようと、師匠の光が強すぎて影かげのようになっている弟で子し。ろうそく職人の玄海と劉星の姿がどこか重なって見える。

「ねえ春明」

　その時、ちょんちょんと肩かたを突つつかれた。振ふり返ると、鳳蓮が人差し指を口元に当てて、「ちょっと来て」と小声で促うながしてくる。

　春明は、一いつ緒しよに剣けんの稽けい古こを見ていた景彰に断って、稽古場を出た。

「どうしたんですか」

「うん、あのさ。剣術の稽古が終わったら、今日の昼食の準備を手伝ってほしいんだけど、いいかしら」

「昼食ですか？　いいですけど……」

　春明はきょとんと目を瞬またたかせる。

「今日はちょっと豪ごう華かにしようと思ってるの」

「そうなんですか？」と首を傾かしげる春明に、鳳蓮は特別の理由を教えてくれた。告げられた言葉に、春明は思わず口くちの端はしが上がる。胸が温かくなって、自然と鳳蓮に笑いかけていた。

「いいですね。しっかり手伝わせてもらいます」

　鳳蓮と別れて剣の稽古に戻もどった春明は、景彰に事情を話した。許可をもらい、稽古が終わるとそそくさと炊すい事じ場ばに向かう。

　そこでは女性陣じんが、もうもうと上がる湯気の中で、料理の真っ最中だった。春明は、伸のばした生き地じに餡あんを詰つめる作業を手伝う。

　しばらくして、食しよく欲よくをそそる良い匂においがしてきた。炊事場と何往復も繰り返して、食堂に出来上がった料理を運んでいく。

　すべて運び終え、女性達が満足そうに汗あせを拭ぬぐうと、ちらほらと食堂に劇団員達が集まってきた。各おの々おのの席について、今日の主役を今か今かと待ちわびている。

「え？　え？　どうしたんだい？」

　素すっ頓とん狂きような声が食堂に聞こえてきたのは、それから数分後の事だった。目め隠かくしをされた忠雲が、左右の劇団員に支えられて、覚おぼ束つかない足取りで席に向かう。

　劇団長である彼は皆みんなの顔が見える上座に座るのが定位置で、今日も当然そこに案内された。

　ぎこちない動きで席に座った忠雲に、鳳蓮が楽しそうに声をかけた。

「目隠し、取っていいですよ」

　忠雲は、そろそろと目隠しを取った。一いつ瞬しゆん眩まぶしそうに目を細めた後、机に並べられた豪華な料理に、今度は目を大きく見開く。

「これ……」

「御前舞台成功の前祝いですよ。あ、ちゃんと舞台が終わったら今度はお酒を飲みながら宴えん会かいしますよ？　でも今日はまだ本番前だから、昼食にしました」

　鳳蓮の説明に、忠雲は料理を見、次いで劇団員達を見つめる。

「そして、団長への感謝の気持ちも込めてます」

「え……？」

「いつも的確な助言をくれて、劇団を一番に考えてくれてる。御ご前ぜん舞ぶ台たいを取り仕切る重圧は大変なものだと思います。普ふ段だんは言えないけど、私達、すごく感謝してるんですよ。ね、みんな」

　投げかける鳳蓮に、劇団員達の同意の声があちこちで上がる。

「ずっと御前舞台まで突っ走ってきて、疲つかれも出てきたところでしょう。ここでぱあっと美味おいしいものを食べて、また私達と一緒に頑がん張ばってください！」

　呆ぼう然ぜんと聞いていた忠雲は、目隠ししていた布をぎゅっと握にぎりしめると、耳まで真っ赤になりながら言った。

「……ありがとう」

　嚙かみしめるような忠雲の言葉をきっかけに、賑にぎやかな食事は始まった。










「素す敵てきな劇団ですね」

　豪華な昼食会を終えて、少しばかり設けられた休きゆう憩けい時間。忠雲はひとり、庭に座っていた。

　春明は、そっと隣となりに腰こし掛かける。忠雲は笑って小さく頷うなずいた。

「ひとりひとりが、家族みたいです」

「ええ。私には、もったいない人達ばかりです」

「でも、家族みたいな劇団にしたのは、忠雲さんじゃないですか」

「……私、ですか？」

　不思議そうな顔で、忠雲が春明を見つめる。

「そうですよ。公望さんの時の劇団は、どんな感じでしたか？」

「すごく、統率がとれていましたね。公望先生を一本の太い柱のように考えていて、安定していたと思います」

「私から見た、忠雲さんがいる劇団は、皆がお互たがいを支えている感じがします。ね、忠雲さん。どんなに公望さんの言葉を劇団員さんに伝えても、今劇団をまとめてるのは忠雲さんです。劇団員さんが見ているのは、聞いているのはあなたの言葉なんです。誰より勉強家で、劇団を愛しているあなたの言葉だから、信しん頼らいして従っているんだと思うんです」

「私の、言葉」

　ずっとどこか不安定に揺ゆれていた忠雲の瞳ひとみが、ひたりと定まったような気がした。

「私はずっと、彼らを裏切っているのが心苦しかった。公望先生の言うとおりにすれば、もっと演技が上手うまくなる。彼らの為ためになるんだ、そう思っていましたが、ずっと噓うそを吐ついているような気分でした」

「はい」

「でも、私には自信がありませんでした。公望先生より的確な助言をすることも、大だい胆たんな演出を考えることも、できない、できるはずがないと思っていたんです」

　偉い大だいな先代の呪じゆ縛ばくは、忠雲を雁がん字じ搦がらめにして、自分で考えようとする意志を奪うばってしまったのだろう。

「でも、今日食事会を開いてくれて、思いました。彼らの信頼に、私の噓うそ偽いつわりない本当の言葉で応こたえたいと」

　俯うつむき加か減げんだった顔が、ようやく前を見み据すえている。

「今日の夜、私が公望先生を説得します」

　決然と、忠雲は約束してくれた。










『何度来ても答えは変わらん』

　その夜、地下室に来た景彰と春明、そして忠雲は、頑がん強きような公望の言葉に出で迎むかえられた。

　硬かたい表情でいた忠雲は、意を決して口を開いた。

「公望先生、淵君について、知っていることをすべて話してください」

　公望は、信じられないという目付きで自分の弟子を見ると、憎にくらしげに言った。

『所しよ詮せん、お前も生きている人間ということだな。私を切り捨てる気か』

「違ちがいます！　私は、ここまで育ててくださった公望先生に、恩義を感じています。ですが、ここに公望先生をいつまでも留とどめておくことは、できないんです」

『なぜ。お前は今まで通り私に何でも相談すればいいんだ。すぐに答えをやる』

　忠雲はぐっと言葉に詰まったが、自分の中の甘えを振り払はらうように、顔を上げた。

「これからは、答えは自分で見つけます」

　面おも白しろいことでも聞いたように、公望が笑った。

『お前にできるのか？　優ゆう柔じゆう不ふ断だんで、自分に自信の持てない人間に、上に立つ資格はないぞ』

　春明は口を挟はさみたいのをぐっと我が慢まんする。これは、忠雲と公望の問題だった。忠雲が言い返さなければ、立場は変わらないままだ。

「できます」

　忠雲は、公望のきつい言葉にも怯ひるまなかった。真っ直すぐに、挑いどむように公望を見つめている。

『……できるはずがない』

　また公望が笑ったが、どこか歪ゆがんでいる。急に迷子になったように、視線が定まらない。

「できます。あなたの力は、もう借りません」

　それは忠雲の、最さい後ご通つう牒ちようだった。

　怒いかりなのか、ぶるぶると体を震ふるわす公望と、真っ直ぐ背を伸ばして対たい峙じする忠雲。昨日の夜とは立場が逆になっている。

『お前まで、私を捨てるのか！』

「いいえ、公望先生」

　静かに、忠雲は首を振ふる。

「私を団長として形作ってくれたのは、公望先生です。演劇の基き礎そから、その難しさも楽しさも同じだけ教えてくれた。だから私は今ここに立っていられるんです。捨てるんじゃない、公望先生の思いは私のここに、ちゃんと残して引き継ついでいきます」

　ここ、と言って、忠雲は自分の胸を叩いた。

「あなたの鬼おに指導を耐たえ抜ぬいた弟で子しですよ。少しは信頼してください」

　そう言うと、忠雲は懐ふところから紙の束を取り出した。

「これ、芝しば居いの問題点や演出を私なりにまとめてみました。私が自分で感じて、自分で考えた案です。読んでみていただけませんか」

　毒気を抜かれたように、公望はしばし呆ほうけた。それから忠雲が広げて見せた手紙に、視線を落とす。

『いつの間に……、お前は私に言い返せるほどに強くなっていたんだ？　こんな風に演出を考えられるほど、成長していたんだ……？』

「あなたに育てられて、少しずつ前に進んでいったんです」

　忠雲が笑うと、公望が目を細めた。

『知らなかった……、私は全く、お前を見ていなかったんだな』

　そのまま、公望は床ゆかに座り込んでしまった。しばらくして、記き憶おくを浚さらうように話し出す。

『私が蛇へびの男と出会ったのは、四十九日でこの世に戻もどっている時だった』

　春明と景彰は顔を見合わせる。ようやく、公望の固く閉とざされた心が開いたのだ。

『当然心残りは劇団のことだったから、亡なくなってすぐに劇団の様子を見に来ていた。皆みんな、私の死を悼いたんでくれていた。だが一週間もすれば、また稽けい古こが再開される。それはいいんだ……、だが、目の前でダメな演技をされるのを見て、もっと良くなる方法があるのにそれを伝えられなかったことが、苦しくて苦しくてしかたなかった。苛いら立だちが募つのって喚わめき散らしても誰だれにも聞こえない。物に当たりたくても、腕うでは壁かべを通り抜けていくだけだ』

　苦く悩のうに満ちた公望の顔に、忠雲も苦しそうだった。

『これ以上劇団を見なければいいと思っても、やはり気になってしまう。そうして四十日が過ぎた頃ころ、私の精神状態も限界にきていた。そんな時だよ、淵君が現れたのは』

「顔は見たんですか？」

　景彰が身を乗り出して聞く。

『見た。だが、全く印象に残らない顔だった。話をして別れると、数分後にはどんな顔をしていたか思い出せなくなっている。だが、腕に彫ほられた蛇の入れ墨ずみと、どこか蠱こ惑わく的な声だけは忘れたくても忘れられない』

　公望は、淵君を思い出すかのように目を瞑つぶった。

『彼は私に、ある取引を持ちかけた。劇団に霊れいを匿かくまう場所を提供してくれたら、四十九日を過ぎても劇団にいられるよう、霊吏の目を欺あざむいてやろうというものだった』

　やはり淵君は特とく殊しゆな力を使って、この劇団に霊吏に気付かれない目くらましのようなものをかけたのだろう。

『私は条件を吞のんだ。忠雲には、劇団が心配だからここに残りたいのだと言った。だから忠雲は淵君とは無関係だ』

　忠雲を庇かばおうとする公望の言葉に、景彰は分かっていると言うように頷うなずいた。

『淵君に、劇団員に危害を加えないことを条件にして、この地下室を提供したんだ。ここはずっと昔に劇団の施し設せつを建てる時に見つかって、何かの役に立つかと残しておいたんだ』

「でも、この地下室は狭せますぎませんか？　とても霊を匿うことは……」

『──更さらに、地下がある』

　春明は、反射的に自分の足元を見つめた。

「地下、って……、また抜け道があるんですか」

『いや。淵君と、奴やつが連れて来る霊しか地下に通り抜けることはできない』

「地下がどうなっているのか、聞いたことはありますか」

『以前、無む途との川がどう、と話していたことはあったが、詳くわしくは知らない』

「無途の川……」

　春明と景彰は、目線を交かわし合う。

『私は地下を繫つなぐ門番なのだと、蛇の男から言われていたよ』

「今、淵君はどうしているんですか？　次にここに霊を連れてくるのはいつですか？」

　矢や継つぎ早ばやに質問する景彰だが、公望は首を横に振る。

『御ご前ぜん舞ぶ台たいが終わるまでは、ここに来られないと言っていた』

「やはり淵君は、御前舞台に現れる気なんでしょうか」

　春明が呟つぶやくと、景彰が険しい顔で「たぶんな」と同意する。

『さあ、私が知っていることはすべて話した。これから私はどうなる？』

　心の重おも石しがとれたのか、公望の顔はどこかすっきりとしていた。

「あなたくらい、この世に長く留まっていた霊は会ったことがありません。ですが取りあえず、霊督院に行きましょう。淵君のこともありますし、私達の上司の指示を仰あおぎます」

『分かった』

　公望は立ち上がり、忠雲に向き直る。

『劇団を頼たのむぞ』

「……はい！」

　公望の手は、忠雲の肩かたをすり抜けてしまう。だが忠雲はそれでも手を重ねようとして、自分の肩に手を当てて、何度も何度も頷いていた。










　霊督院に着いたのは、もう深夜といっていい時間だった。

　しかし眠ねむそうな顔もせず、相変わらず穏おだやかな顔で貴瑛は迎むかえてくれた。

「おやおや、珍めずらしいお客さんをお連れですね」

　景彰の後ろについてきた公望を見て、貴瑛はじっくりとその姿を検分する。

「随ずい分ぶん長い時間を、この世で過ごしたんですね。ここまで長く滞たい在ざいすると、普ふ通つうはこの世への執しゆう着ちやく心で身動きが取れなくなるものです。ですがあなたの瞳ひとみは今、とても静かに凪ないでいる」

「あの、公望さんは、きちんと成じよう仏ぶつできるんでしょうか」

　不安になって聞くと、貴瑛は「心配いらないですよ」と大きく頷いてくれた。

「この人を三さん途ずの川に送る前に、聞いてほしいことがある。淵君のことだ」

　景彰が、先ほど地下室で聞いたことを貴瑛に伝える。

「……そうですか、公望さんが言うとおり、これ以上その地下室を探さぐっても無む駄だでしょう。となると……」

　そこで手を組み、貴瑛は言葉を切った。引き継ぐように、景彰が口を挟む。

「御前舞台で捕つかまえる、ってことか」

「まあ、そうなりますね」

　あっさり言う貴瑛に、春明の方が慌あわてる。

「でも、現帝みかどはもちろん、芝居を見に来るお客さんに危険があるんじゃ……」

「ええ。だからこそ、万ばん全ぜんの態勢をとって挑いどみましょう」

「万全の態勢って……」

「霊吏を総出動させて、警けい戒かいに当たるんです」

　春明は目を見開く。本当に、真っ向勝負をする気なのだ。

「でも、それでも危険ですよね。現帝だって、欠席されるんじゃ……」

「あいつは出席すると言いましたよ」

「あ、あいつ？」

　帝をあいつ呼ばわりする貴瑛に、ぽかんとしてしまう。貴瑛は「おっと」と自分の口元を隠かくした。

「時々、帝への敬いをころっと忘れてしまうことがありましてね。いけないいけない」

　帝と友人だと言っていた、景彰の言葉が甦よみがえる。景彰を見ると、彼も口元を引きつらせていた。

　──噓うそ。本当に友人だったりするの？

「とにかく、我々霊吏の仕事をよく理解してくださっている帝は、自分が囮おとりになることも厭いとわない素す晴ばらしい人格の持ち主なのです」

　少々白々しい台詞せりふと共に、貴瑛は「だから大だい丈じよう夫ぶです」と締しめくくった。

「帝は、俺達に協力してくれるんだな」

「そうです。我々と一いつ緒しよに、危険を背負ってくれる」

　先ほどまでの穏やかな顔が、ふいに一変する。貴瑛は、今まで聞いたことがないような強い口調で宣言した。

「もうこれ以上、悲しみや憎にくしみに染まった死者を増やすようなことはしたくない。今度の御前舞台で、すべて断たち切ります」

　景彰と春明は背中を伸のばし、上司の言葉を胸に刻んだ。

　直接対決。絶対に捕まえてみせるという強い意気込みを感じる一方で、春明の心は、どこか不安で波打っていた。
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　御前舞台前日の朝、景彰と春明は本番に淵君が何かしてくるかもしれないこと、霊吏が周辺を警戒することを、忠雲にだけは伝えることにした。

「分かりました。どうかよろしくお願いします」

　忠雲が団長として、景彰に頭を下げる。もしも淵君が舞台をめちゃめちゃにするようなことがあったら、劇団の今までの努力は水の泡あわになる。当然劇団のせいではないし、帝もそこは十分に斟しん酌しやくするだろう。しかし、今もって本番に向けて頑がん張ばっている劇団員、芝しば居いを楽しみにしている観客からすれば、とても不幸な出来事だ。

「それであの、公望先生はどうなりました？」

「昨日の夜、三途の川に向かったそうです」

　忠雲は、聞きたかったことが聞けてホッとした表情を浮うかべる。せめて御前舞台を見せてあげたい気持ちもあったが、これ以上の滞在は許されなかった。

「素晴らしい舞台にする。それが、公望先生への恩返しだと思っています」

　先代団長の呪じゆ縛ばくが解けた忠雲は、また熱心に演技指導に当たっていた。前日にも拘かかわらず、稽けい古この熱は一向に冷めていない。忠雲の熱意に押されるように、劇団員達も白熱した演技を繰くり広げていた。

　春明まで、どこかそわそわと落ち着かない気分になってくる。

「今日は演技指導をして、明日あしたに備えるんですか？」

「午後から大道具の最終点検ですね。あとはひとつ欲しい物ができたので、買い物しようかと」

「欲しい物？」

「春明さんと、煌朱の街に買い物に行った時があったでしょう？」

「ああ、はい。ありましたね」

　そこで清士と美怜に会い、忠雲が霊れいが見えると分かったのだ。

「あの時、最後まで決めかねて買わなかったものがあったのを覚えていますか」

　春明は記き憶おくを思い起こし、「ああ！」と手を打った。

『芝居の中で、主人公達が互たがいに夢を見る場面があるんです。何もない空間に二人だけが存在していて、この世のものではない幻げん想そう的な風景を作り出したいんですが。薄うすい布を後ろに幾いく重えにもはためかせて、現実でないことを表現するんです』

　忠雲が説明してくれたのを思い出した。

「赤くて薄い布を探してましたよね」

「ええ。あれから布を探してきて、公望先生にも見せながら実際に布をはためかせてみたんですが、どうも想像していたものとは違ちがいまして。揺ゆらめく赤色が、表現できないんです」

「揺らめく赤色……ですか」

「ですが、昨日思いついたことがありまして。ろうそくを使おうかと思うんです。炎ほのおの揺らめきが、想像とぴったりだなと思って」

　忠雲が、身み振ぶり手て振ぶりで説明してくれる。

「赤い紙を使った灯とう籠ろうみたいなのを作って、ろうそくに被かぶせるんです。そうすると赤色がゆらゆら揺れて、すごく幻想的になりませんか？　影かげもできて雰ふん囲い気きも出ますし」

　今まで、ただ公望の演出を伝えて実行するだけだった忠雲が、自分自身で案を出して考えようとしている。春明は生き生きとしている忠雲の姿に、胸が温かくなった。師し匠しようの後ろに隠れているだけだった忠雲は、もういない。

「だからろうそくを買いに行こうと思って。できるだけ柔やわらかで揺れる炎が理想なんです」

　春明ははっと顔を上げて、忠雲に詰つめ寄った。

「あのっ！　実はおすすめのろうそく屋さんがあるんですけど。柔らかい光で、ゆらゆら揺れる火は、忠雲さんの注文に合ってると思います」

　勇んで言うと、忠雲は「では何本か買ってきてもらえますか」と言ってくれた。

「やってみて、雰囲気に合えばそのろうそくを使いましょう」

「ありがとうございます！　さっそく行ってきます！」

「おい、春明まさか」

　黙だまって聞いていた景彰が声をかけてくる。

「景彰さん！　ついに劉星さんのろうそくが、日の目を見る時がきたんですよ！　私、もらってきますから」

「おい待て、俺も行く」

「え、でもいいんですか？」

「霊吏は二人一組だろ。それに少し気分も落ち着かせたいしな」

　何気なく言われた言葉に、春明ははっとする。明日、景彰が探し続けていた蛇へびの男が現れるかもしれないのだ。気持ちが張りつめるのも無理はないだろう。

　春明は景彰を伴ともなって、劉星のいるろうそく屋へと向かった。

　扉とびらを開けると、劉星はいつものように奥でろうそくを作っている。

「あっ、春明さん。お久しぶりです」

　相変わらず爽さわやかな笑えみで迎むかえてくれる劉星の肩かた越ごしに、『よう』と顔をしかめ面つらにした玄海の姿も見える。

　春明は、玄海に分かるように目礼すると、さっそく劉星に芝居で使うろうそくを用意してほしいと頼たのんだ。

「もちろん、その団長さんが了りよう承しようしないとだめなんですけど、とにかく試ためしに持ってきてって言われたんです。何本か頂けますか」

　突とつ然ぜんの話に付いていけず、劉星は目を白黒させている。

「そ、それはもちろんありがたい話ですけど……」

『なんだそれはっ！　こいつのへなちょこな火力じゃあ、見み栄ばえもせんだろうが！』

　くわっと目を剝むいて反論するのは玄海だ。

『だめだ！　うちのろうそくの名に傷が付く！』

「劉星さんのろうそくがぴったりなんです！」

　劉星にも玄海にも答える形で、春明が言う。

「赤い紙を貼はった灯籠を被せようと思ってるんです。どうです？　絶対綺き麗れいですよ」

「灯籠ですか……」

　劉星は目を見開くと、やがて嬉うれしそうに笑った。

「分かりました。待っててください。今持って来ますから」

　笑顔になった劉星は、ろうそくの入った小さな木箱を持ってきた。

「いくらでも持っていってください。僕の作った灯あかりを、皆みなさんに見てもらいたいです」

　劉星が自分の作ったろうそくを、ここまで強く推おしてきたのは初めてのことだった。いつもどこか自信がなさそうで、売り方にも消極的だった。玄海も弟で子しの姿に驚おどろいているのか、文句が出てこない。

　劉星は箱に入ったろうそくを手にとりながら、苦い笑みを浮かべた。

「ずっと、自分の作るろうそくに価値がないような気がしていたんです。当然、師匠のろうそくが理想なのは変わりません。それを僕が追い続けることにも変わりはありません。でも今の僕のろうそくがいいと言ってもらえるなら、それはすごく嬉しいことです」

『……劉星』

　玄海が呟つぶやく。劉星は、少しだけ寂さびしそうに続けた。

「皆に、僕の作った火を見てもらいたいです。でも僕が誰だれよりも見せたいのは、師匠だ。叶かなわないって分かってるけど」

　頭を搔かく劉星に、玄海が顔を赤くして怒ど鳴なる。

『こっちは毎日毎日、お前の下手へたなろうそく作りを見続けとるわ！』

「師匠なら何て言ってくれるだろう？　いつもそう考えながら作ってるんです」

『も、文句だっていつもお前の耳元で言ってる！』

「もしも僕のろうそくが採用されたら、師匠喜んでくれるかな」

『喜ぶわけ……、ないだろうっ』

　うっすら涙なみだを溜ためた玄海の瞳ひとみが伏ふせられる。憎にくまれ口を叩たたいているが、劉星の真っ直すぐな心に揺り動かされているのが分かった。春明は、胸がポカポカと温かくなるのを感じる。

　──ようし。私も頑張って売り込もう！

「ろうそく、もらっていきます」

　春明が木箱を持とうとすると、「行くぞ」と横からひょいと景彰が箱を奪うばい取る。

　店から出ると、『おい！』と慌あわてた様子で玄海が追ってくる。

『その……た、頼んだぞ……』

　主語もないそっけない言葉だったが、劉星を想おもう気持ちは伝わった。春明は大きく頷うなずく。

　玄海がまた家へと戻もどって行った。その姿を見送っていると、景彰がポンと頭を撫なでてくれる。

「とっくの昔に、彼は劉星を一人の職人として認めてたんだろう」

　春明は景彰に同意しながら、気合を入れ直した。

「こうなったら是ぜ非ひ劇団で使ってもらえるように、売り込まないとですね！」

「なあ」

「灯籠を今から作らないといけないのが問題なんですけど、皆で作れば何とかなるはずだし」

「おい」

「どれくらいのろうそくが必要になるんでしょうね？　足りなかったらまた持ってこないと」

「おい、春明！」

　鋭するどい声にはっとして、ピタリと口を閉とざす。景彰が、じっと春明に顔を近づけた。

「な、なんです」

「お前、明日あしたのこと考えて緊きん張ちようしてるだろ」

　図星をさされて、咄とつ嗟さに誤ご魔ま化かしも思いつかずに視線を彷徨さまよわせる。

「普ふ段だんもよくしゃべるが、今日は特別うるさい。もちろん、劉星のろうそくを売り込みたいって気持ちに噓うそはないんだろうが、それにしたって休きゆう憩けいもなしに喋しやべりすぎだ」

　──ああ。なんで分かっちゃうんだろう。

　春明は諦あきらめて、肩かたを落とした。

　淵君に因いん縁ねんのある景彰の方が、明日を前に緊張しているはずだ。自分の方が普ふ通つう通りに元気でいないとと思っていたのに、すっかり見み透すかされている。

「霊れい吏り達を集めての戦いになるかもしれないなんて言われて、動どう揺ようしないほうがおかしい。緊張してたって、何も恥はじることはないし、隠かくすことでもないぞ。というか、相棒に不安を隠そうとするな」

　怒おこられているはずなのにちっとも怖こわくないのは、見下ろす景彰の瞳が優やさしいからだ。

「すみません……」

「戦いの世界に、絶対大だい丈じよう夫ぶなんてことはない。だからお前を安心させるようなことは言えないが……、そうだな」

　少し考えるように視線を彷徨わせた景彰は、ちょっと乱暴に春明の頭を揺ゆすった。

「お前に何かあったら、必ず助けに来る。前に、お前が情けなくも書庫に閉じ込められたことあっただろう？」

「情けなくもって……、まあ、はい」

　官試も受けていないのに官かん吏りになったことを疎うとまれて、刑部の官吏に書庫に閉じ込められたことがあった。あの時、景彰は春明を探して、暗い書庫から助け出してくれた。

「あの時約束したこと、覚えてるな？」

　春明は頷いた。もちろん、一字一句すべて覚えている。嬉しくて、何度も頭の中で反はん芻すうしたからだ。

『声を上げて俺を呼べ。そうしたら、必ず助けに来てやる』

　だから必要以上に緊張するな、と景彰は言った。

「緊きん張ちよう感かんを持つのはいいことだが、身動きできなくなるようじゃ意味がないからな」

「はい！　……って、うぷ」

　頷いた途と端たん、顔面に何かを押し付けられる。

「へ？　何これ……」

「お守りだ。持っとけ」

　そっけなく渡わたされた小さな袋ふくろに入っていたのは、腕うで輪わだった。美しい薄うす紅べに色いろの水すい晶しようが連なる意い匠しようは、見覚えがある。

「これって……」

　いつだったか劇団の女性達がふざけて景彰に、春明に買うよう言っていた腕輪だ。

「欲しかったんだろ」
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　腕輪と景彰を交こう互ごに見るが、景彰は明後日あさつての方向ばかり見て話している。

「景彰さんが買ってきたんですか」

「他ほかに誰がいるんだ」

　そうですよね、と言いながら、きっと女性だらけだろう店内に入った景彰が想像できない。

『好きな男性からもらうと、その人との恋こいが叶うって噂うわさもあるのよ』

　劇団の女性が言った言葉がふいに甦よみがえってきて、春明は顔を赤くした。

　──べ、別に景彰さんは噂を知ってて買ってきたわけじゃないしっ！　意識しちゃダメ！

　でも、と視線の合わない景彰をそっと盗ぬすみ見る。

　──どうして、腕輪なんてくれるんですか？

　心の奥で、そう聞いてみたい自分を押し殺す。意味などないと分かっている。欲しいと言っていたから、たまたま買ってやるかという気分になっただけだろう。

　それでも。

「嬉しいです」

　胸がポカポカと温かい。張りつめていた体の強こわ張ばりも、取れてしまったようだった。不安がすべて消えたわけではないが、景彰と一いつ緒しよなら大丈夫だと思えた。

　さっそく腕輪をつけて、笑え顔がおで景彰に見せてみる。

「似合いますか？」

　景彰はさっと春明の腕を見ると、また視線を外しながら言った。

「あー、うん、たぶんな」

「たぶんってなんです！　ほらほらっ、よく見てください！」

　嵐あらしの前の静けさのように、決戦前夜は穏おだやかに過ぎていった。
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　御ご前ぜん舞ぶ台たいは、帝みかどのいる朱しゆ龍りゆう城へ続く入り口、内ない朱しゆ門もんを抜ぬけたところで行われる。朱龍城の敷しき地ち内である大きな広場のような場所で、国の重要な行事や祭さい祀しを執とり行う場所だ。

　御前舞台当日、広場には舞台が組まれ、天幕が高い位置から垂れ下がって、簡易の劇場を作っていく。夕方からの公演に間に合うように、小龍劇団の団員達や武官達も手伝って、作業は進められていた。

「良かったな、劉星のろうそくが採用されて」

　舞台が出来上がっていくのを春明が見上げていると、先ほどまで警備の打ち合わせをしていた景彰が横に並んで言った。

「はい！　団長も想像以上に良かったって言ってくれましたし。劉星さんと玄海さんにも舞台で使うのを見せたかったですね」

「仕方ないだろう。御前舞台は招待客がすでに決まっているし、今日淵君が来るなら、死者である玄海はどんな影えい響きようがあるか分からない。近寄らないのが無難だ」

「おーい景彰、警備の配置が決まったぞ」

　声をかけてきたのは、清士だった。後ろには美怜の姿もある。当然彼らも、今日警けい戒かいに当たることになっている。

　貴瑛は、五十人にものぼる霊吏を五つの『州』にある分院から集めてきた。通常の霊吏の仕事が滞とどこおらないギリギリの人数らしい。

　すべての責任者は貴瑛だが、実際に指示をするのは本院に所属する景彰達だった。

「景彰の剣けんの腕からすると、やはり帝がいる場所の近くを守ってほしいね。で、相棒の春明ちゃんも必然的に同じところ。いいね？」

　清士が春明に問いかける。帝の近くとは責任重大だと思いながら、春明は緊張した面おも持もちで「はい」と頷うなずいた。

「大丈夫よ。霊吏は他にも配置させるんだから。淵君の脅きよう迫はく状じようには帝の名前がある。まずは帝が手厚く警備されるわ」

　安心させるように美怜が付け足してくれる。

「私と美怜は残りの他の霊吏と舞台の外を警戒。ま、観客がいなくて人の目もないし、思う存分暴れられるからいいけどね。貴瑛なんて、帝の隣となりに控ひかえるらしいよ。ほんと、二人ってどんな関係なんだか」

　とにかく、何が起こるかまるで分からないのだ。時間も内容も指定されず、ただ御前舞台でそれは起こるということしか情報がない。

「大事になるかもしれないし、肩かた透すかしをくらうくらい、なーんにも起こらないかもしれない。まったく気を持たせてくれるよね、淵君ってさ」

　苦く笑う清士はそう茶ちや化かすが、何も起こらない可能性など考えていないように見えた。穏やかな顔ではあるが、瞳ひとみは緊張感と警戒で鋭いままだからだ。

「景彰。もし淵君が現れたとして、冷静さは失うなよ。生きている人間の命が最優先だ。お前が淵君の罠わなに嵌はまって私達を心配させたこと、忘れてないからな」

　ぐいと景彰の肩かたを寄せて、清士が真しん剣けんな顔で言った。

「分かってる。二度はない」

　春明も、景彰の言葉を信じたかった。だが、例えば淵君から香月の名が出た時、どれだけ景彰は落ち着いていられるだろうか。

「分かればいいよ。まあ、お前には春明ちゃんも付いてるから大丈夫か。……って、あ、おーい！」

　清士が人混みの中誰だれかを見つけたのか、ブンブンと手を振ふって声を上げている。春明も清士の視線の先を追った。

　立っているのは、希聖だった。清士に気付いて、こちらに向かってくる。

「お前達も、御前舞台の手伝いをしているのか？」

　今日は様々な部署から官吏が駆かり出されて、準備に回っている。戸部の希聖がここにいても、不思議はなかった。

「うん。希聖もなんでしょ？　この前は地方に行ったりして、色々動き回って大変だね」

「仕事だしな……」

　そこで希聖は、春明の横に立つ景彰をちらりと見た。

「この前はどうも」

「ああ」

　短く交かわされる会話に、一いつ瞬しゆん首を傾かしげそうになる。

　──そういえば、希聖に不ふ審しん死のあった場所を確かく認にんするために会ったって言ってたっけ。

　だが、それを知らない清士は興きよう味み津しん々しんで身を乗り出してくる。

「ん？　この前ってどうしたの？　二人とも、いつの間に仲良くなったのさ」

「なっ、仲良くなんてなっていない！　未み来らい永えい劫ごうあり得ませんから！」

　過か剰じようなほど否定する希聖は、キッと景彰を睨にらみつけてから、春明を呼んだ。

「春明！」

「は、はい」

「明日あした、少しでいいから時間を作れ」

「え？」

　春明の両りよう肩かたに手を置いて、希聖は意を決したように告げる。

「お前に話したいことがある」

　真剣な表情に気け圧おされて、春明はただコクンと頷いた。

　希聖は春明達に一礼すると、その場を立ち去る。その背中を眺ながめながら、清士が呟つぶやいた。

「腹決めたって顔してるねえ。急に男っぷりが上がってるよ」

「……そうだな」

　景彰が小さく同意するのを見て、清士はまた乱暴に景彰の肩に手を回した。景彰だけ聞こえる声で、耳打ちする。

「──お前も腹決めろよ」

　な？　と笑う清士を見て、景彰は同意も否定もしなかった。










　シャーンと銅ど鑼らが鳴り、ついに舞台の幕は上がった。

　帝の玉座は劇場の一番後ろにあり、普ふ通つうの観客席より一段高く作られている。春明と景彰は、玉座を守るように立っていた。

　周囲を警戒しながら、春明は観客達が、一瞬で舞台の世界に引き寄せられていくのを感じる。十日ほど一緒に暮らしていただけだったが、自分のことのように誇ほこらしくて嬉うれしかった。

　──絶対この舞台を壊こわしたくない。守らなくちゃ。

　できるなら淵君に来てほしくないという気持ちも微かすかにある。だが、それではいつまでも死の連れん鎖さは続いていくだけだ。

　鳳蓮の美しい王女の姿は人々を魅み了りようし、令輝や武官役の戦いの場面は、皆みんなが固かた唾ずを吞のんで見守る。

　演じる役者だけでなく、煌きらびやかな王宮を彩いろどる女性達の衣装、今まさに戦ってきたとばかりに泥どろで汚よごれた武具など、細かい所にまで手が行き届いている。

　敵国同士に生まれてしまった、美しい王女と王子。悲しい恋こいは諦あきらめようとすればするほど離はなれがたくなり、だが戦いは二人の恋を無情に切り裂さいていく。

　鳳蓮演じる王女が、とうとう王子と離れ離れにされ、開戦を知らされて悲ひ嘆たんに暮れている。哀あい切せつな鳳蓮の表情に、特に女性の観客の多くが涙なみだしていた。

　春明と景彰は、じりじりと時間を過ごしていた。気が張っていて、やたらと喉のどが渇かわく。

　──もうすぐ、ろうそくの場面だ。

　離れた土地で眠ねむる王女と王子が、夢の中で会う場面が、もうすぐやって来る。舞ぶ台たい袖そでではたぶん、たくさんの赤い灯とう籠ろうが準備されているはずだ。

　夢の場面が終われば、最後は大迫はく力りよくの男達の戦せん闘とう場面が待っている。

　その時、視界の端はしで何かがきらりと反射した。舞台から一列目の席付近、右側にある通路が光っている。

　──何？

　身を乗り出してみると、どうやら水たまりのようだった。ピチャンピチャンと、水すい滴てきが上から落ちている。視線を上げてみるも、通路は暗がりでよく見えず、どこから水が落ちてきているのか確認できない。

「……景彰さん。変な所に水たまりがあるんですけど」

　ひそりと隣の景彰に呟くと、景彰は春明が指差した方向を見つめ、困こん惑わくげな声を出した。

「どこだ？　俺には見えないんだが」

「え？」

　春明はびっくりして目を瞬またたかせる。

「ほら、舞台から見て一番右側にある通路です。ここからでも、水が反射して分かるでしょう？」

　景彰はじっと目を凝こらしてみるが、やがて首を振った。

「いや。見えない」

「どういうことでしょう？」

「お前に見えて、俺に見えないというのがよく分からないな。普通の人間が見えないならまだしも」

　景彰が言っているのは、死者が見えるという特とく殊しゆな霊れい吏りの目のことだろう。確かに霊吏という立場は一いつ緒しよなのに、春明にだけ見えるのは不可解だった。

「とにかく確認だ。行くぞ」

　景彰は自分達が外れる分、劇場の外から霊吏を補ほ塡てんさせてから玉座を離れた。

「どこに見える？　案内しろ。だが、必要以上に近寄るな」

「分かりました」

　春明は刀に手をかけたまま、水たまりにそろそろと近付いていく。

　やがて少し距きよ離りを取ってから、「あそこです」と水たまりを指差した。

　観客達は舞台に夢中で、脇わきで話をする春明達には気付いていない。そもそも明かりが当たっていないので、周囲はとても暗かった。

　まずは景彰が警けい戒かいしながら水たまりに近寄っていく。春明が声をかけて、景彰は水たまりギリギリに立った。

　景彰が鞘さやを地面にそっと触ふれさせてみると、ふっと水たまりが消えた。

「あっ、消えました」

「……俺にはただの地面のままなんだが」

　しばらく待ってみても何も起こらない。景彰は「戻もどるぞ」と背中を向けて歩き出した。春明もまた後に続き、最後にふと振り返ってみる。

　ピチャン、と雫しずくが落ちる音が、慄おののくほど近くで聞こえた。近くどころか、自分の耳が微かに濡ぬれた感かん触しよくまでする。

「え？」

　反射的に地面を見た。春明の周囲にだけ、水たまりができている。

　景彰さん、と口を開く間すらなかった。渦うずを巻く水たまりの中に、春明は真っ逆さまに落ちていった。
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　春明は、真っ暗な闇やみの中にいた。何も見えず、地面に両足がついていることだけが感覚で分かる。

『迷い子よ。こちらへおいで』

　声が響ひびいた。低く艶あでやかで、妙みように耳に残る声だ。声を頼たよりに歩き出すと、やがてぼんやり明かりが見えてくる。

　──どこかで、同じようなことがあった気がする。

　頭の片かた隅すみでそんなことを考えながら、春明は明かりの中に入っていった。そこでようやく自分が、官かん吏りの姿をしているのを見て驚おどろく。刀まで差していて混乱するが、何より衝しよう撃げきを受けたのは、自分が何者かひとつも分からないということだった。春明という名以外、何も思い出せなくなっている。

『手を伸のばして』

　恐きよう慌こう状態に陥おちいった春明は、聞こえてきた声に対して、縋すがるような思いで手を差し出す。すると一本の手が暗くら闇やみから出て来た。春明が悲鳴を上げる間もなく、引っ張られる。

　春明はそのまま地面に倒たおれ込んだ。強したたかに体を打って顔を歪ゆがめながら、のろのろと周囲を見回す。

「……え？」

　暗闇はすっかり消え失うせ、目の前には川が流れていた。春明は河原に倒れ込んでいたのだ。

「ようやく会えたな」

　ふいに聞こえてきた声に視線を向けると、川かわ面もに一人の男性が立っている。立っている、という表現をしていいのか、春明は迷った。男性は、流れる川の水に触れるか触れないかで浮うかんでいるのだ。

「……あなたは誰だれですか？　幽ゆう霊れい？」

　しっかりと顔を見ているのに、やけにぼやけて見えた。特とく徴ちようもなにもなく、指定された位置に目と鼻と口があると言った感じで、瑕か疵しはない。だが容姿が整っているのかと問われれば、目を引くような輝かがやきはなかった。すぐ忘れてしまいそうな顔。だが、声は違ちがう。くすくすと低く笑う声こわ色いろは、滴したたるような色気がある。

「私の名は淵君」

「えんくん……？」

　なぜか聞き覚えがあるような気がして、春明は戸と惑まどった。

「そなた達生者の側からすれば、幽霊ということになるだろう」

「幽霊なら……、三さん途ずの川に行かないと。あ、やっぱりここは三途の川なんですか？」

　春明がきょろきょろと辺りを見回す。

「いや。ここは無む途との川だ」

「無途……」

　やはり、どこかで聞いたことがある。

「死者は三途の川に行くべき、とはよく知っているな」

「え？　だって私は」

　──私は、……何だっけ？

　なぜ官吏の恰かつ好こうをしているのかも分からないのだ。思い出そうとすると急に頭が痛くなる。こめかみに手を当てる春明をどこか満足そうに見下ろして、淵君と名乗った男は言った。

「なあ春明。ここを見てどう思う？」

「寂さびしそう、です」

　どうして目の前の男が自分の名前を知っているのか、深く考えなかった。促うながされるまま言葉にすれば、淵君が頷うなずく。

「ここには温かさもない、音も匂においもない。行き場を失った死者達の、廃はい棄き場だ」

「廃棄場……」

「私は何年もここにいた、霊達の思念だ。生者を恨うらみ、妬ねたんだ末に作られた思念が、こうして人の形を取っている」

　特徴のない淵君の瞳ひとみが、憎ぞう悪おで揺ゆらめいている。

「憎にくしみという、存在するための糧かては十分だ。だが、どんなに望んでも手に入らないものがある。私はいつもそれに心惹ひかれてしまうし、自分のものにしたいと欲よつ求きゆうが湧わく」

　淵君が腰こしを屈かがめ、ゆっくりと春明と顔を近づける。春明は慌あわてて一歩体を引いた。

「どんなことがあっても生きようとする、強い光を持った魂たましい。寄せ集めの私には一生得られないもの。……私はこれに弱い。見つければ、すぐにでも奪うばい取ってしまいたくなるんだ」

　淵君が春明に手を伸ばす。その拍ひよう子しに、袖そで口ぐちから淵君の青白い腕が垣かい間ま見みられた。生々しいほど緻ち密みつな蛇へびが入れ墨ずみとなって腕に絡からんでいる。

「ひとつ持っているんだが、最近輝きが失われてきてね。やはり肉体から取り出してしまうと、光は弱くなるらしい。だから今度は、魂と切り離はなさずにまるごともらうことにした」

「……っ」

　春明は息を吞のむ。肌はだに描かかれているだけの蛇が、一いつ瞬しゆん蠢うごめいた気がした。

「そなたといると、本当に満たされる。後は最後の仕上げだけだ。死者が隠かくされて我が慢まんするのは今日で終わりとなる。春明、この牢ろう獄ごくに、生者が押し込められたらさぞ壮そう観かんだろう」

　次々に垂らしこまれる毒のような言葉の意味が、うまく頭に入ってこない。春明は無意識に頭を横に振ふって、淵君の指から逃のがれた。

「どうしたんだ」

　どうしたのだろう。だが、ここで頷いたら何もかも終わってしまう気がする。

「なぜ離れる？」

　分からない。春明はどさりと川かわ縁べりに尻しり餅もちをついて、そのままじりじりと後退していった。この場から逃にげなければと、そればかりを考える。

「暗示が足りない？　魂の光が強いというのは、厄やつ介かいでもある。自分が何者であるかなんて、考える必要はないよ」

　目の前の相手に抗あらがう、武器が必要だ。自分はそれを持っていたはずだと、一いつ生しよう懸けん命めい周囲を探す。すると、草むらに何か落ちているのが見える。目を凝こらしてみると、刀だと分かった。

　──あった。私の、剣けんだ！

　いつの間に落としていたのだろう。肌はだ身み離さず、腰に差していたはずなのに。自分のもうひとつの、大切な相棒だった。どうしてか分からないが、そう思う。

　──相棒。

「……っ」

　ひときわ鋭するどい痛みが走って、春明はまた頭を抱かかえた。体を丸めて痛みをやり過ごし、刀を目指して草むらを駆かけ抜ぬける。

「溢あふれ出る生命力は、そなたを少しもじっとしておかないようだ」

　後ろからゆっくり近づいてくる声は、どこか楽しげだった。弱った生き物をいたぶるような、嗜し虐ぎやく的な声はとびきり甘い。

　刀を鞘さやから抜いて、春明は振り向きざまに淵君に剣先を向けた。翻ひるがえる淵君の袖口から、また蛇の入れ墨が見える。

「近付かないで！」

「そうだな、どれだけ輝くのか見るのもまた一興」

「え？」

　ボコボコと地面から音を立てて、黒い人ひと形がたのようなものが何体も出てくる。どこかで見たことがある気がするが思い出している暇ひまはなかった。素す早ばやい動きで、黒い人形が春明の喉のどを摑つかんで絞しめようとしてきたからだ。

　春明は身を捩よじって振り解ほどくと、刀で斬り捨てる。

「いい剣捌さばきだ。だがほら、次がくる」

　淵君の言う通りだった。倒しても倒しても、果てがないように地面から生まれ出てくる。何体斬っても果てが見えない。どこかに逃げようとしても、その場所がない。

　段々、春明は疲ひ弊へいしていった。高く持ち上がっていた腕が落ちて来て、斬り捨てる力も弱くなってくる。

「私を、帰して！」

「どこに？」

　どこかは分からない。でも、あったはずなのだ。温かなお茶を、仲間と呼ばれる人達と飲んだ記き憶おくがある。誰かとこんな風に剣を振るった記憶がある。そこに帰りたい。

「そなたは一人だ」

　告げられる声は優やさしい響ひびきに満ちているのに、言葉は、春明の胸を刃は物もので斬るがごとく傷つけてくる。

　帰る場所すら覚えていない自分が不ふ甲斐がいなくて、もっとちゃんと考えたいのに、それを目の前の人形が邪じや魔まをしてくる。悔くやしくて歯を食いしばりながら剣を振っていると、涙なみだが滲にじんできた。

　──だめだ。戦ってる時に泣くなんて、視界が見えなくなる！　泣き止やめバカッ！

　淵君は楽しそうにまるで歌うように、容よう赦しやなく言葉を紡つむいでいく。

「もし帰ったとして、そなたは一人のままだ」

「そんなことない！」

「そなたの大事な人間は、お前を見ていないのに？　お前に振り向くことは、一生ないのに？」

　心の隙すき間まに入り込むような囁ささやき。一いつ瞬しゆんだけ春明の動きが止まったのを人形は見み逃のがさず、春明の剣は遠くへ振り払はらわれた。

　そのまま地面に引き倒たおされ、人形に後頭部を手で押さえつけられる。

「私の手をとれば、もう絶望することはないよ。自分を見ない人間のことなど、永遠に忘れていられる」

　春明は近づいてきた淵君を睨にらみつけた。

「そなたは、私に反発している時が一番美しいな」

　うっとりと目を細め、そして無む慈じ悲ひに告げた。

「楽しい余興をありがとう。だが、もういい」
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「春明ちゃんがいないってどういうことだよ！」

　劇場の外で、景彰の話を聞いて清士が声を荒あららげた。

「静かにして、清士。まだ舞ぶ台たいの最中なんだから」

　美怜は相棒を冷静に諭さとしながらも、やはり不安げな表情を浮うかべた。

「分からない。水たまりが見えるって言うから、一いつ緒しよに確かく認にんしに行って、少し目を離した瞬しゆん間かんに消えていたんだ」

　景彰は自分の両手を痛いほどに握にぎりしめた。一瞬でも目を離すべきじゃなかったと、自分への怒いかりを逃がす術すべがない。壁かべにでも自分の腕うでを叩たたきつけたい衝しよう動どうに駆られるが、これから剣を握ることになるかもしれないのに、そんな無む茶ちやもできない。

　本当に煙けむりのように姿を消した春明に、景彰はすぐさま清士と美怜に報告し、更さらには貴瑛を連れてきた。

「無む途との川に……連れ去られたのかもしれません」

　貴瑛の言葉に、景彰達ははっと顔を見合わせる。

「どういうことだ、貴瑛」

「水たまりと言われて思い出したんですが、以前君達が無途の川に行った時も、井い戸どから入りましたよね。それに、公望さんが匿かくまわれていた地下室。水が染しみ出ていたと春明くんが言っていました。あの地下室の下には、地下水が流れているのかもしれない」

　景彰は、地下室を思い浮かべようとした。確かに、水すい滴てきが落ちる音がしていた。

「無途の川への入り口は、やはり水なんでしょう。我々が霊督院の庭の池から、三さん途ずの川に渡わたるのと原理は同じということです」

「でも、どうして春明だけが連れ去られるの？　淵君の狙ねらいは帝みかどでしょう？」

　納なつ得とくできないとばかりに美怜が言い募つのる。貴瑛はしばし何かを思案した後、ぎゅっと唇くちびるを嚙かみしめた。

「……違ちがったのかもしれません」

「どういうことだ？」

「帝を狙うというのは噓うそでないにしろ、本当の狙いは春明くんだったのかもしれません」

「どうしてだ」

　苛いら立だって声が低くなる。必死に冷静になれと言い聞かせた。

「彼女の魂たましいが強い光を放っているからです」

　景彰は、春明の魂の輝かがやきをこの目で見ている。温かで美しい光だった。あの光があるからこの世に戻もどってこられたと、今も思っている。

　──そうだ。玄海が言ってた。あいつの光は、抗いがたい魅み力りよく的な光だと。

　すでに死者となってしまった人間からすれば、もう自分では得られない宝物のように見えるのだろう。春明自身も、最近よく霊と目が合うと言っていた。光に釣つられて、彼女のまわりに自然と霊が寄ってきてしまうのだ。

「おい貴瑛、どうやったら無途の川に行ける？」

「そうだよ貴瑛！　どこか井戸を探せばいいわけ？」

　景彰の言葉に清士も勢い込んで、貴瑛の肩かたを揺ゆさぶる。しかし、貴瑛は首を横に振ふった。

「水のある場所すべてに、無途の川への道が繫つながっているわけではありません。それを繫げているのは淵君の意志なのです」

「貴瑛の力で繫げないの？」

「できませんし、本来、無途の川とこの世を繫ぐことは禁きん忌きとされているんです」

「……そんな……」

　力なく途と切ぎれた清士の声に被かぶさるようにして、美怜が驚おどろいたように言う。

「ちょっと、あれ、何？」

　美怜が指差す方向は内朱門であり、そこからぞろぞろと列を作って何十人という人間が劇場に向かってくる。彼らはそれぞれに刀を持っており、顔には表情が全くなかった。

「こいつら、全員霊だ……」

　清士がはっとして息を吞のむ。輪りん郭かくはくっきりと見えたままだが、霊吏には彼らがこの世の者ではないことは分かる。

　足を引きずるようにして、不気味なほどゆったり歩いてきた列は、劇場を目の前にして、じりじり形成を変えていこうとする。景彰は、彼らの意思を感じ取って走り出した。

「こいつら、劇場を取り囲む気だ。阻そ止ししないと！」

　劇場の外を警けい戒かいしている他ほかの霊吏達も、油断なく剣けんを構えている。ふいに、列の先頭にいた男が、刀を振りかぶって、近くにいる霊吏に襲おそい掛かかってきた。それをきっかけに、動きが鈍にぶく散さん漫まんだった霊達は一いつ斉せいに攻こう撃げきを始めた。

「なんだこれ、どうなってるんだ！」

　霊の剣を受け止めながら、清士が叫さけぶ。

「三途の川の霊達は、誰だれかに意思を握られて操あやつられることはありません！　彼らは無途の川からやって来たんです！」

「無途の川から……」

　貴瑛の言葉に、景彰は列の先を探さぐるために走り出した。

　列は内朱門から外がい朱しゆ門もんへと続いているようで、時折襲ってくる霊を切り捨てながら走る。霊の見えない周囲の人間達は、気味の悪い目で景彰を遠巻きに見つめてきたが、構ってはいられない。

　外朱門から出て、列の作られている方向を見た時、景彰は確信した。背後から、清士が追って来て声をかける。

「おい！　急にどこ行くんだよ！」

「見ろ、清士。霊達がやって来る方向はみんな一緒なんだ」

　指差す方角を辿たどって、清士ははっと目を見開いた。

「劇団の地下室か！」

「ああ。あの方向は劇団の施し設せつがある方向だ。該がい当とうする場所は、地下室しかない」

　淵君は、地下室から霊を無途の川へと送っていた。清士が顎あごを撫なでて思案しながら言う。

「つまり今、あの地下室は無途の川と繫がってる？」

「そういうことだ。今ならまだ無途の川に行けるかもしれない。そこに春明がいる。そして、淵君も」

　列が繫がっている間だけが、景彰に残された時間だった。

「よし、分かった。行こう」

　清士はそう告げると、走り出そうとする。景彰は慌あわてて腕を取って引き止めた。

「だが、お前は劇場を……」

「帝の許もとには貴瑛がいる。他の霊吏が、観客達を守ってくれるはずだ。私達は、大本を捕つかまえに行こうぜ」

「私もお忘れなく」

　振り向くと、美怜が腕を組んで景彰達を睨んでいる。

「相棒を忘れてく気じゃないでしょうね？」

　美怜のつんとした声に清士が相そう好ごうを崩くずして、「まさか」と笑った。

「ほら行くぞ、景彰。少しは仲間を頼たよれって」

　パン、と結構な勢いで背中を叩かれ、それをきっかけに景彰は走り出した。左右にはちゃんといるぞとばかりに、頼たのもしい仲間が一緒に走ってくれている。

　胸が熱くなって、でもそんな場合ではないと前を見み据すえる。春明へと繫がる細い細い糸を手た繰ぐり寄せるように、力いっぱい地面を蹴けり上げた。










　未いまだに後頭部を押さえられたまま、春明は地面にうつ伏ぶせにさせられていた。両手に力を入れて反発しようとしても、上から加わる力に負けてしまう。

「まだ諦あきらめていないのか？」

　淵君はのんびりと川かわ縁べりに立って、ちらりと春明を見つめる。

「無む駄だな事はするな。もうすぐ私の仲間達が、生者をたくさん連れてくるから待っているといい」

「どういう、こと」

「無途の川に、どうして私とそなたしかいないと思う？　今までここにいた霊達は、すべて生者の世界に送ったからだ。生者を捕とらえ、長年の恨うらみを晴らせと言った。そうして、ここに連れてこいと。今日、生者と死者の世界は逆転する」

　鳥とり肌はだが立って、無我夢中で黒い人ひと形がたから逃のがれようとする。しかし、体力を消しよう耗もうするだけでどうにもならない。

「なんとか、しなきゃ」

「自分を忘れたそなたに、何ができる？」

　呟つぶやいた声に、厳しい問いが飛ぶ。何もできないと、確信しきった顔だった。

「そなたはここにひとり。誰もこない」

　どうにもならない無力感と悲しみに、ぎゅっと目を瞑つぶった。

　そうだ。誰もいない。誰もこない。私の声は、──届かない。










　景彰達は、霊れいを蹴け散ちらしながら劇団へと辿り着いていた。

　劇団員はすべて今日の御ご前ぜん舞ぶ台たいのために出で払はらっており、静かで明かりもない。だが、そこにはたくさんの影かげが蠢うごめいていた。

「すごい数だな」

　清士が息を吞んで、横にいた景彰も鋭するどく視線を劇団に向けた。劇団を、ぐるりと霊達が取り囲んでいる。

「地下室を守ってるのかしら？」

　美怜が油断なく視線を走らせながら言う。

「ああ。すべての霊をこの世に送るまで、ここで見張っているつもりなんだろう」

　地下室のある方角からは、今も長い列が作られており、外に向かって霊が歩いていく。

「──おい、気付かれたみたいだぞ」

　清士が告げるまでもなく、景彰は自身の刀に手をやった。表情もなく立っていた霊達が、一斉に景彰達に鋭い視線を向ける。

　ぞろぞろとこちらへ向かってくる霊達に、三人は刀を抜ぬいた。時間が惜おしいとすぐさま飛び出そうとする景彰を、清士が止める。

「景彰。お前は戦うことじゃなく、地下室に行くことだけを考えろ。体力もできるだけ温存しておけ」

　景彰は、霊に視線を向けたままの清士の横顔を見る。

「無む途との川で淵君に会った時、体力が尽つきてたら話にならないだろう」

「清士……」

「地下室への道は私達が作ってやる。な、美怜」

　清士がニヤリと笑って、彼の相棒に声をかけた。

「まかせて。こんな奴やつらは二人だけで十分よ」

　勇ましい美怜の宣言と、景彰から一歩進み出た清士の背中を見て、景彰はぐっと唇くちびるを嚙かみしめた。これほど頼もしい味方を、景彰は他に知らない。

「……任せる」

　全ぜん幅ぷくの信しん頼らいを込めてそう呟くと、清士が笑った気配がした。それが、開戦の合図となる。

　先を行く清士と美怜の間を縫ぬうようにして、景彰は最低限の剣を振ふるって前に進んで行った。

　清士がまずは先頭で切り込んでいき、それでも防ぎきれなかった霊や、清士の死角となる所から襲おそってくる霊は美怜が倒たおしていく。

　圧あつ倒とう的な数の上での不利。長引けば長引くほど、体力が尽きるのは景彰達だけだ。素す早ばやく、効率的に倒していくのが最も大事なことだった。足を止めないまま、地下室への最短距きよ離りを駆かけ抜けていく。

　清士と美怜は、目線だけで意思の疎そ通つうを図はかっていた。何も言わずとも互たがいの思いを汲くみ取る姿に、二人が築いてきた相棒としての歴史が垣かい間ま見みえる。

　劇団の長い廊ろう下かを走りながら、切っても切っても現れる霊に、美怜のこめかみに汗あせが滲にじんでいた。景彰が前に出ようとすると、美怜の鋭い睨にらみを貰もらってしまう。

「勝手に前に出ないで。これくらいでへばったりしないわよ」

　春明も、景彰のきつい稽けい古こと自主練によって体力がついてきたが、美怜もまた、戦いにおける女性という身体的な不利をなくそうと努力している一人だ。

　美怜が流れるような剣けん捌さばきで、他ほかの霊と対たい峙じしている清士めがけて飛び込んできた霊を倒す。

「美怜はまだまだ動けるよ。限界なら私が知っている」

　清士が目の前の霊を切り捨てながら言う。先頭に立つ清士は誰より体力を消耗しているはずだが、顔には出さない。代わりに笑えみを浮うかべられるのが、清士の強さだった。

「それに限界がきたら、私が助けるからいいんだ」

「そっちこそ、へばったらいつでも言いなさいよ。私が前に行ってあげるわ」

　清士と美怜が作った相棒としての絆きずなと信頼を見た気がして、景彰はぎゅっと拳こぶしを握にぎりしめた。

「私達の仲の良さに触しよく発はつされて、早く自分の相棒に会いたくなっただろう？」

　心を読んだかのように、清士が軽口を叩たたく。だが速さは変わらず、敵をどんどん薙なぎ払はらっていった。

　ぬかせ馬ば鹿か、と咄とつ嗟さに出そうになったが、景彰は何も言わずに前だけを見据える。そう言ったところで、清士と美怜にはすぐ噓うそだと分かってしまうだろう。
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　本当は、『会いたい』なんて生易しいものじゃない。

　真っ直すぐで努力家な自分の相棒を、今すぐこの腕うでの中に閉じ込めてしまいたかった。










　景彰達は、ようやく地下室へと続く物置部屋へと辿たどり着いた。

　地下室への階段を、息を切らしながら駆け降りる。その間も地下室から出て来る霊が溢あふれてくるため、清士と美怜が押さえ込んでくれた。

　景彰はその間を縫って、とうとう地下室へと飛び込んだ。霊達は、壁かべをすり抜けるようにどんどん出てきては、地下室の階段を上って地上に出ようとしている。

「どけ！」

　刀を振るって霊達を脇わきに散らせると、景彰は壁に手をついた。だが、体はすり抜けない。固い石に阻はばまれて、どこにも行けない。

「くそっ！　何でだ！　道は繫つながってるはずなのに！」

　今度こそ苛いら立だちが収まらず、壁を思い切り拳こぶしで叩く。血が出るが、怒いかりで痛みすら感じない。

　景彰の後から地下室に入ってきた美怜が、声を上げた。

「景彰！　貴瑛から言こと伝づてがある。無途の川に行くには、誰だれかに呼ばれないといけないの。以前私達が無途の川に行った時は、淵君が道を繫げた。招待を受けたようなものよ。でも今回は違ちがう」

　淵君は景彰達が来ることなど、願ってはいないだろう。ならば、自分を呼ぶのは春明しかいない。

「──春明！　聞こえるか！」

　景彰は声を張り上げ、壁を両拳で叩いた。

「春明！　俺を呼ぶんだ！　名前を呼べ！」










　ふと、誰かに呼ばれた気がして、春明はピクリと肩かたを揺ゆらした。

『約束しろ』

　低い声。いつも怒おこったような顔をして、ぶっきらぼうな口調で、でも頭を撫なでる手のひらは温かくて優やさしい。

『声を上げて俺を呼べ』

　どんな名前だっただろう？　いつも横を歩いて、何度もその名を呼んでいた気がする。

　春明は、そっと瞼まぶたを開いた。視界には、土だらけになった自分の手がある。袖そで口ぐちから微かすかに見える薄うす紅べに色いろの水すい晶しようの腕うで輪わに、目を瞬またたかせた。

　……こんな腕輪、私してた？

　自分で買った？　違う、もらったんだ。お守りだって。照れてこっちを見ない相手の、形のいい耳だけが見えたのを覚えてる。どれもこれもくすぐったくって嬉うれしくて、飛んでいきそうなくらい幸せな記き憶おくだ。

　もらった相手も、……なあんだ。ちゃんと覚えてる。忘れるわけ、ない。

　瞬しゆん間かん、一ひと粒つぶ涙なみだが零こぼれ落ちた。

　震ふるえる唇で、喘あえぐように、声を乗せる。

「……けて」

『声を上げて俺を呼べ』

「たす……、けて」




『そうしたら、必ず助けに来てやる』




「助けて、──景彰さん！」




　瞬間、眩まばゆいばかりの光が周囲を照らした。










　刺さすような光に目を開けていられず、地面に顔を伏ふせて丸まった。瞼の裏がまた淡あわく柔やわらかい光に戻もどったことを感じて目を開けようとすると、バシャンと水が波打つ音がした。

　何かが川から上がる音。バシャバシャと濡ぬれた靴くつが、地面を乱暴な足取りで駆けてくるのが聞こえる。それは迷うことなく、春明の前で止まった。

「──人の相棒に何してんだ」

　低く唸うなるような声が落ちてきたと思うと、急に拘こう束そくされていた後頭部の力がなくなった。

「大だい丈じよう夫ぶか」

　夢であってほしくない、微かな恐きよう怖ふ心のようなものを感じながら、春明はゆっくりと顔を空に向かって動かす。

　──ああ、良かった。夢じゃない。

　視界いっぱいに広がったのは、息を切らしてこちらを見つめる、春明の相棒の顔だった。全身ずぶ濡れで、景彰の髪かみの毛の先から垂れた雫しずくが、春明の頰ほおに落ちて流れていく。

「け、景彰、さ……」

「もう心配いらない、大丈夫だ。ほら、手を……、」

　努めて冷静に言葉を紡つむごうとした景彰は、涙なみだを溢れさせた春明の泣き顔を見た途と端たん、言葉を切る。

　瞬間、春明は息もできないほど、景彰にきつく抱だき締しめられていた。背骨が軋きしんで痛みを感じるほどなのに、その甘い痛みにくらくらする。

「景彰、さん」

「ああ」

「景彰さん……」

「ああ、ここにいる」

　馬鹿みたいに何度も名前を繰くり返す春明のひとつひとつに、景彰はちゃんと応こたえてくれる。もう一人じゃない、そう言われている気がして、安あん堵どで体から力が抜ぬけてしまいそうだった。

　──でも、まだ終わりじゃない。

　一度ぎゅっと景彰を抱き締めると、春明は顔を上げてぎこちないながらも笑みを作った。

「もう平気です」

「……俺はまだ足りない」

「え？」

「だが時間もない。後でもっと実感させろ」

「え……」

　言うなり、景彰は春明の腕を取って立たせると、自分の背中に庇かばう。

　景彰の厳しい表情の先には、淵君の姿があった。

「そなたをここに招待した覚えはないが」

　冷たい眼まな差ざしの淵君は、ゾッとするほど低い声を出した。

「俺の相棒だ。返してもらう」

「できると思っているのか？　生者とは、何と愚おろかな」

　淵君が指をついと揺らすと、また地面から黒い人ひと形がたが生まれ、襲おそい掛かかってきた。

　景彰が飛び出して剣けんを交える。自分を守ろうと剣を振ふるう姿を見て、春明は息をひとつ吐はいた。

　自分が地面にしっかり立てるか確かく認にんする。親指で地面を踏ふみしめ、腕うでも足も怪け我がをしていないか、動かして素す早ばやく点検した。

　──うん。大丈夫！

　周囲を見回し、目当ての物を探す。駆かけ出す春明に景彰が「おい！」と声をかけた。

　春明は先ほど弾はじき飛ばされた自分の剣を拾ってくる。

「私のことは心配しないでください！」

　守られるだけの足手まといなど、春明は望んでいない。景彰に剣の稽けい古こをつけてもらったのは、彼と背中を合わせて戦うためだ。

　景彰は目を瞬かせると、ふ、と小さく笑った。

「よし。ここは任せた」

　胸がいっぱいになった。信しん頼らいを、そのまま差し出された気分だ。大きく頷うなずく以外何ができるだろう。

　春明は大きく息を吐いて、目の前の敵へと意識を集中させていった。










　景彰は春明に黒い人形を任せて、刀を淵君へと向けた。淵君の手から、真っ黒な刀らしきものが出現する。刀は鍔つばの部分も刃はの部分もすべて墨すみで塗ぬったように黒く、境目がなかった。

「怒いかりで研とぎ澄すまされ、憎にくしみで鍛きたえられた刀身。そなたのなまくらの刀では、私に傷一本つけられない」

　剣けん先さきを向けた淵君は、まるで気負った様子がなかった。剣術の型もない。だが、強さが見えてこないことこそが不気味だった。

　景彰は走り込み、死角となっている右側から淵君に向かっていく。

　だがまるで読んでいるかのように、淵君は景彰の剣をすぐさま受け止めた。景彰は間かん髪はつ容いれずに剣を閃ひらめかせ、相手に切り込んでいく。息つく間も与あたえない景彰の攻こう撃げきのすべてを、淵君は受け流していった。

　どんなに力を入れて剣をふるっても、淵君の表情は崩くずれない。だが時々遊ぶように繰り出される淵君の一いち撃げきは、景彰を苦痛の表情に染めた。今まで受けてきた打撃の中で最も重く、剣を盾たてに耐たえるしかなかった。

　それでも防ぼう御ぎよだけではどうにもならない。景彰は右側から素早く剣を繰り出し、淵君の刀と交わった。景彰が力の拮きつ抗こうする鍔元に力を入れると、淵君がふと愉ゆ快かいそうに笑った。瞬間、すさまじい力に押されて、景彰は弾き飛ばされる。

　すぐに立ち上がった景彰の目の前に刀身が迫せまり、間かん一いつ髪ぱつ、自分の剣で薙なぎ払はらう。

「いい反応だな」

　嗜し虐ぎやく的な笑えみを見せる淵君は、咄とつ嗟さに刀の攻撃を防いだ景彰にできた隙すきこそを狙ねらっていたらしい。死角となった左側から、剣が矢のように景彰の腕を深く斬きり込んでいった。

　思わず地面に膝ひざと手をついた景彰に、淵君が迫る。刀を握にぎった手ごと、淵君が足で踏みつけた。抜こうにも、まるで巨きよ大だいな石を置かれたようにびくともしない。

　淵君は踏みつけていない反対の足で、景彰の腹を思い切り蹴けり上げた。びりびりと痺しびれるような痛みが腹から体中に広がり、景彰は地面に倒たおれて体を丸める。

　止とどめとばかりに、淵君は先ほど斬りつけた景彰の腕に、また剣を突つき立てた。

「ぐっ……、っ」

「景彰さん！」

　悲鳴のような春明の声が聞こえる。すぐに駆け寄ろうとしているが、人形が邪じや魔まをしているらしく、必死に剣を振るっていた。

　──それでいい。来るな。

　何とか立ち上がろうとする景彰を見ながら、淵君が口を開いた。

「そなたは、香月の縁えん者じやだと聞いた」

　香月。それは景彰にとって、自分の心の憎しみを燃え上がらせる名前でもある。

「……そうだ。お前が奪うばった魂たましい、必ず返してもらう」

　景彰は見下ろしてくる淵君を睨にらみつける。目の前の男によって、香月は今も目を覚まさず、時間だけを残ざん酷こくに失い続けているのだ。

「そうか、そんなに欲しければ返してやる」

　あっけなく、淵君は口にした。

「段々光が弱くなってきた。新しい光も手に入ったことだし、もういらん」

　カッと頭に血が上る。まるで物のように他人の人生を奪ったり捨てたりする、その無神経さに反吐へどが出そうだ。

「香月はお前が自由にしていいおもちゃじゃない！」

「返してやると言っているのに、なぜ喜ばない？」

　──その口を叩き切ってやる。

　景彰は立ち上がって、真正面から切り込む。案の定淵君の剣に防がれるが、そのまま右側から捩ねじるように剣を突き出した。

　淵君は間一髪躱かわすも、袖そで口ぐちが切れて、蛇へびの入れ墨ずみが顔を出した。先ほどよりも鋭するどさの増した景彰の攻撃に、淵君は嬉うれしそうな表情さえ浮うかべた。

「それとも今いま更さら返しても、そなたも困るか。魂を戻もどしたところで、もう動くとは限るまい」

　薄うすら笑いの淵君の言葉に、怒りで視界が真っ赤になる。

　幼い頃ころから見続けてきた、香月の笑顔や泣き顔が甦よみがえる。目の前の男が、勝手に蹂じゆう躙りんしていいものではなかった。

「そなたは戦い甲斐がいがあるな。私の剣と、そなたの剣は似ている。怒りを原動力とする、負の力だ」

「……っ、一いつ緒しよにするな」

「その剣で何人の霊れいを捕ほ縛ばくしたんだ？　三さん途ずの川に戻さないでくれと懇こん願がんする霊を、何人切り捨ててきた？　私が生者相手に行おうとすることも、お前が死者にしてきたことと変わりない」

　違ちがう、と声に出せなかった。自分が今まで、霊に対してしてきたことを思い出す。冷たい目で、霊の必死な言葉を無視し続けてきた。霊を取り巻く背景も想おもいも、知ろうともしないで。

　──だめだ、囚とらわれるな。

　惑まどわすような淵君の言葉を振り払おうとするが、消えていかない。そんな時、声が響ひびいた。

「一緒にしないで！　景彰さんの剣は生者を守るためにあるんだから！」

　振り向くと、ボロボロになりながら、春明が人形相手に剣を振るいながら叫さけんでいる。疲ひ労ろうで剣の型も崩れており、もはや気力のみで戦っているという感じだ。

「それに景彰さんは今、死者のために心を砕くだいてる！　あんたみたいに、人の痛みを感じられない奴やつじゃないのよ！　あんたみたいにひとりでもない！　景彰さんには、信頼できる仲間だってたくさんいるんだからっ」

　負けはしないと春明は踏ん張っている。丸く大きな瞳ひとみはひとつも諦あきらめておらず、疑いようのない全ぜん幅ぷくの信頼が、自分に向けられていた。

　いつの間にこんなに成長したんだろう。いつの間にこんなに強く、綺き麗れいになったんだろう。

　景彰はふー、と大きく息を吐いた。自分にはここまで連れて来てくれた仲間がいる。頼たのもしくなった相棒もいる。

　──頭を冷やせ。剣先に集中しろ。

　たった一ひと振ふりに、すべてを懸かける。速さも重さも、すべて。

　向かってくる淵君の刀の軌き跡せきを躱し、景彰は一いつ瞬しゆんの隙を縫ぬって、彼の右みぎ肩かたから腹にかけて一ひと太刀たちを浴びせた。
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　最後に見た淵君は、幼子のように驚おどろきに目を丸くし、やがて苦く悶もんの表情を爆ばく発はつさせた。

　断だん末まつ魔まのような叫びが無む途との川中に響き渡わたり、淵君の体が砂のようにサラサラと流れていく。絶えず地面から出てきた人形も消えていった。

　景彰は堪たまらず地面に膝を落とした。血の流れる腕を庇かばい、大きく息を吐はく。

「景彰さん！」

　すぐさま春明が駆け寄ってきた。袖をじわりじわりと染めていく血に、顔色をなくす。

「止血しなくちゃ……！」

　言うなり自分の袖口を破き、景彰の腕にきつく巻きつけていった。しかし、ふいに視界が暗くなって周囲に目を凝こらす。

「え？　なに……」

「どうなってるんだ？」

　荒あらい息を吐きながら、景彰も天を仰あおいだ。辺りは闇やみに包まれていき、瞬またたきひとつ分の間に、すべての光が失われてしまった。

「な、なんで急に真っ暗に」

　春明がわたわたと首を巡めぐらし声を上げる。景彰は、地面に手をつく春明の手を見つけてぎゅっと握った。

「落ち着け。無途の川の主あるじである淵君がなくなったから、空間が歪ゆがんでいるのかもしれない」

「空間が歪むって、それってどういうことですか？」

「今俺達は、ものすごく不安定な場所にいるってことだろう。もしかして無途の川に飛び込んでも、地下室に戻れないかもしれない」

「そんな！　早く景彰さんをお医者様に診みせないといけないのに！」

　確かに最低限の止血はしたが、いつまでも止めていられるわけでもない。

「落ち着けって。俺は大だい丈じよう夫ぶだ。そんなにヤワじゃない」

　景彰は宥なだめるように春明の手を揺ゆらした。だが、状じよう況きよう的には八はつ方ぽう塞ふさがりだった。どうすれば無事に帰れるのか、無音の暗くら闇やみの中で必死に考える。

「……あ」

　ふと、春明が思わずと言った感じで声を出した。

「何か、光ってる……」

「え？」

　景彰は、周囲を見回した。春明が、どの方角を見て言っているのか分からないからだ。そして、景彰の目にもそれは映った。

「あれ……、灯とう籠ろう？」

　赤い紙が貼はられた灯籠には見覚えがある。今日の芝しば居いで使われたものだ。それが幾いくつも並べられ、ひとつの道を作っている。

　暖かで、優やさしい光。春明が売り込んでいた、劉星のろうそくの灯あかりだ。手招きをするように揺れて、見るだけで安心して心が満ち足りた。足が一歩、前を進む。

「あの灯りを目指して、歩こう」

　いつの間にか、そんな風に口にしていた。横で、「はい」という春明の同意の声が聞こえる。

「たぶん、あそこに出口があります。私達のこと、案内してくれている気がする」

　景彰も同じ気持ちだった。










　どれくらい歩いていたのか、分からない。でもどこまでも灯籠は続いていて、光に励はげまされるように足が前に進む。

　繫つないでいた景彰の手にぎゅっと力を込めると、微かすかに握にぎり返してくれた。

　それだけで、もう春明は何も怖こわくなかった。

　急にぱっと視界が開けて、受け止めきれないほどの光の洪こう水ずいが迫せまってくる。春明は目を開けておられず、きつく瞼まぶたを閉じた。

　そして恐おそる恐る目を開けた瞬しゆん間かん、春明は地下室に景彰と寄より添いながら立っていた。

　地面には灯籠が置かれ、それは地下室の階段へと続いている。

　地下室には、貴瑛と清士と美怜が立っていた。

「ああ、やっと帰ってきましたね」

　貴瑛が、いつものように笑って出で迎むかえてくれる。仕事を終えて霊督院に帰ってきて、花茶はどうですか？　と聞いてくる時と、少しも変わらない笑えみだ。

「二人とも！　良かった！」

　清士と美怜が、ほっとした顔で駆かけ寄ってきてくれた。

「あの、この灯籠……」

「忠雲さんに頼んで、ここに運ばせてもらいました」

　並べるの、大変だったんですよ、と貴瑛は胸を張った。

「灯籠は迷い人を無事に家に帰すための灯りです。これがあれば、きっと帰ってこられると信じていました」

　春明は、毎年自分の村で行われる灯籠流しを思い出した。それから気になっていたことを質問する。

「劇場にいたあの霊達はどうなりました？」

「皆みんな、急に力を失ったように武器を捨てたので、そのまま捕とらえてあります。命令する主人をなくしたからでしょう。淵君を倒たおしたんですね？」

「ああ。砂になって、消えた」

　景彰が嚙かみしめるようにして言った。

「お疲つかれ様です。よくやってくれました。怪け我がはすぐに医師に診てもらいましょう」

　貴瑛が、景彰の肩かたを労ねぎらうように叩たたく。春明は最後に聞いた。

「舞ぶ台たいは、無事終わったんですか？」

　貴瑛は笑う。

「割れんばかりの拍はく手しゆと共に、幕を閉じました」




　香月が目を覚ましたと景彰に知らせが入ったのは、その翌日のことだった。







　終章　終わる恋と始まる恋




　御ご前ぜん舞台を終えた三日後、春明は仕事を終えて、煌朱の街を足早に歩いていた。店先に掲かかげられている提ちよう灯ちんの火を眺ながめていると、数時間前に会った玄海の姿が浮うかんでくる。

　玄海は、今日三さん途ずの川へと戻もどっていった。舞台が成功に終わったのを聞いて、思い残すことはもうないと、豪ごう快かいな笑い声を上げていた。

　──劉星さんも、舞台に使った灯籠の評判が良かったって聞いて、自信もついたみたいだし。

　良かったなあと胸を撫なで下ろしていると、目的地に着いた。

　朱龍城の堀ほり沿いには柳やなぎの木が揺れており、人々の語らいの場になっている。夕方を少し過ぎて人々は家路を急いでおり、辺りに人の姿はない。

　だからこそ、柳の木に体を預けた希聖を、すぐに見つけることができた。

「希聖」と声をかけると、ビクリと大げさな程ほど肩が上がって、春明の方が驚いてしまう。

「ああ、来たか」

「遅おくれてごめんね」

　御前舞台が始まる前に希聖に言われた「話したいことがある」という約束のために、春明は希聖に会いに来た。だが事件の処理や報告に追われて、結局会うのは三日後になってしまった。

「いい、お前が何をするにも鈍にぶくて遅おそいのは今に始まったことじゃない」

　言ってしまってから、しまったと口を押さえる希聖は相変わらずだった。はいはい、と笑って流そうとした春明だったが、希聖は悔くやむように唇くちびるを引き結んでいる。

「希聖？」

「いつもこうやって、お前に素す直なおになれなくて、憎にくまれ口を叩いてきた。もう止やめようと思っても、習慣のように口から出る」

「いいよ別に。私は気にしてないから」

　希聖が放つ言葉のように、彼が冷たい人間だとは思わない。むしろ情に厚く、細やかに気き遣づかえる人だ。春明の自じ慢まんの幼おさな馴な染じみだという認にん識しきは、ずっと幼い頃ころから変わっていない。

「──いいや。気にしてくれ」

　はっと顔を上げる。希聖が、今まで見たことのない、真しん剣けんで、どこか切ないような顔で向かい合っている。

「幼い頃からずっと憎まれ口ばかり聞かせてきたが、今日は素直になろうと思う。今まで言えなかった分も、全部言う」

　春明はふと、自分が後あと戻もどりできない場所に立っているような気がしてきた。希聖と春明の、今まで築いてきた関係が壊こわれてしまうような、そんな予感がする。

「春明」

　──こんな、人だっただろうか？

　幼い頃から一いつ緒しよにいて、相手を知り尽つくしているような幼馴染みは、こんなにも愛いとおしげに、自分を見るような人だっただろうか？

「好きだ」

　希聖は耳を赤くして、一息に言った。両りよう腕うでが微かに震ふるえていて、家族愛なんかではないと、希聖のすべてで語っている。

「お前のお人好よしなところが好きだ。笑った顔は、ほんとはいつも可愛かわいいと思ってた。何をするのも鈍くて遅いと言ったが、ひとつひとつ、丁てい寧ねいに物事をこなしていくお前を見るのは楽しかった。せっかちな俺もお前と一緒に足を止めることで、心が安らいだ。隣となりにいられることが嬉うれしくて、いつも手を握る機会を窺うかがってた」

「……希聖」

「大事だと言いたいのに言えなくて、ひどい言葉ばかり投げてしまった。でもお前は最後には笑って許してくれて、ずっと甘えてた。ずっとずっと……、お前ばかり見てきたよ、私は……」

　苦く笑う希聖は一度地面に視線を落とし、すぐに春明に向き直った。

「好きだ、春明。私に、この気持ちの返事をくれ」

　何にも包まれていない、ありのままの心ごと差し出される。春明は、ぐっと唇を嚙みしめた。自分がこの勇気に見合うだけのものを差し出すとしたら、それは当然、相手と同じで噓うそ偽いつわりない気持ちだけだ。

「……ごめんなさい」

　真っ直すぐに目を見て言った。希聖は、「うん」と子供のように頷うなずいた。

「ずっと見てきたから、お前が誰だれを好きなのかも分かるんだ」

「え……」

「何年お前と幼馴染みをしてきたと思う。私がこうして言ったんだから、お前も言えよ、その相手に」

　希聖はぎこちないながらも、笑みを作って春明の頭を撫でた。

「絶対言ったほうがいい。俺は、後こう悔かいはしてない」

　きっと春明にも想像できない色々な思いを押し込んで、勇気を与あたえようとしてくれているのが分かる。希聖の手から、彼の思いが伝わってくるようだった。

「分かった。……ありがとう、希聖」

　春明も心を決める。

　──ありったけの勇気を搔かき集めて、景彰さんに自分の気持ちを伝えよう。










　景彰は、どこか夢を見ているような気持ちで、寝しん台だいで体を起こしている女性を眺める。

「ねえ、景彰。そんなに見つめられたら穴が空きそうなんだけど」

　困ったように小首を傾かしげて笑うその仕草は、幼い頃から変わらない。同い年なくせにお姉さんぶりたい幼馴染みがよくする、「困ったなあ」という態度。

「ああ、いや。……うん、悪い」

　景彰は何と言っていいか分からず、くしゃりと自身の前まえ髪がみをかき混ぜる。

　景彰の幼馴染みにして、六年もの間眠ねむりについていた香月と今こうして話していることが、未いまだに信じられないのだ。

　白いばかりだった頰ほおに赤みが差し、気の強い目元は笑えみのために、今は柔やわらかく細められている。

「目が覚めてもう七日経たってるんだから、いい加減慣れてよ」

「慣れるわけないだろ……、眠っていたのは六年だぞ」

「そうね、信じられない。早く六年分を取り返さないといけないわ！」

　遠い目になる香月だったが、すぐに気を取り直して、景彰が運んできた粥かゆを口にした。

「まずは六年分、美味おいしいもの食べないと！　あーあ、早く母さんの作った蒸むしパンが食べたい。もういや、お粥飽あきたわ」

「急にそんな固形物は食べられないだろ。我が慢まんしろ」

　そう窘たしなめながらも、香月のどんな時でも明るい雰ふん囲い気きに助けられる。両親を亡なくして悲しさに押しつぶされそうになった景彰を救ってくれたのは、彼女のこの太陽のような明るさにある。

「仕事で忙いそがしいのに、毎日来てもらって悪いわね。そっちだって怪け我がもしているのに」

　景彰の腕うでをちらりと見る香月に、「気にするな」と首を横に振ふる。

　地下室から戻ってきて七日が経ち、景彰は通常の霊れい吏りの仕事に戻っていた。といってもまだ怪我が治っていないので、事務仕事のみだ。仕事が早く終わる分、香月の許もとを見み舞まっている。

「ねえ、何か悩なやみ事でもあるの？」

「え？」

　どこか探さぐるような、面おも白しろがっているような目線をもらって、景彰は顔を上げた。

「なんだかそわそわしてるから」

「……そんなに態度に出てるか、俺？」

「幼馴染みをなめるんじゃありません。六年間眠ってたって、耄もう碌ろくしてないわよ」

　ふふん、と胸を張る香月に、景彰は降参したように両手を上げた。

　自分が落ち着きをなくしている理由には、しっかりと心当たりがある。

　まだ劇団に潜せん入にゆうしていた時、不ふ審しん死の起こる場所を知りたくて希聖と二人で会ったことがあった。知りたかった情報を貰もらって礼を言って頭を下げると、『景彰さん』と硬かたい声で呼ばれた。

『仕事の話は終わったので、ここから個人的な話をします。春明をどう思っていますか？』

　以前春明の家で会った時も、似たような質問をされたことがあった。その時、自分はきっぱりと春明を部下で相棒だと言った。だが今、同じように言い切れない自分の心を自覚している。黙だまってしまった景彰をしばし見た後、希聖が息を吐はいた。

『何も言わないあなたを責める資格は、今私にもありません。私も今まで、春明に自分の気持ちをはっきり言ってきませんでしたから。幼馴染みで家も隣で、周りには婚こん約やく者だなんて言ってお膳ぜん立だてまでしてもらって、言う機会なんていくらでもあったのに、……言えなかった』

　希聖は自分の両ひざに置かれた両手を握にぎりしめると、真剣な眼まな差ざしで景彰を見た。

『そんな情けない自分は終わりにする。今度春明に会った時、私は彼女に好きだと伝えます』

　羨うらやましいと思えるほど、迷いをすべて断たち切った顔だった。景彰は口を開きかけ、だがすぐに顎あごを引いて唇を結んだ。真っ直すぐ正々堂々挑いどんでこようとしている相手に言える言葉を、今は持っていないからだ。

　ずっと眠り続ける幼馴染み。彼女を救い出すことが、景彰が今、霊吏を続けている大きな理由でもある。彼女を救い出すこともできないのに、自分の気持ちを優先させるようなことはできなかった。

『あなたが何を思って黙っているのかは分かりません。でも、春明を少しでも大事に思ってくれているなら、いつまでも黙っていないでください。あいつを、悲しませないでください』

　最後にそう結んで、希聖は一礼して去って行った。背筋の伸のびた後ろ姿は、どこか清すが々すがしい。

「景彰？」

　ふいに声をかけられて、景彰は自身の回想を慌あわてて頭の中で打ち消す。香月が首を傾げてこちらを見ている。

「本当に上の空ね。どうしたの？」

　ようやく魂たましいを取り戻もどして元気になった、幼おさな馴な染じみを見る。目を覚ました当初は起き上がることもできず、肌はだも白いままだった。だが今、香月は景彰に軽口を叩たたけるほど回復している。

「今日は、お前に聞いてほしいことがあるんだ」

　ずっと閉じ込めていた想おもいが、ようやく形となり、溢あふれて言葉になった。

「好きな奴やつができたんだ」

　口にしてしまえば、もう誤ご魔ま化かしがきかないほど想いが膨ふくれ上がった。香月は少し驚おどろいた顔をすると、笑顔になって身を乗り出してくる。

「うそ！　素す敵てきじゃないの！　もう付き合ってるの？」

「……いや。それどころか、相手は別の人間と付き合うことになるかもしれない」

　春明は希聖からの告白を受けるかもしれない。そう想像すると堪たまらなかった。

「はあ？　ダメでしょ、そんなの！」

「ああ、ダメだ」

「気持ち伝えてないの？」

　そうだ。自分にはもう、想いを阻はばむものはないのだ。景彰は、勢いよく椅い子すから立ち上がった。

「──悪い。ちょっと出てくる」

　香月は目を丸くすると、優やさしく笑った。

「行っておいで。私なら、もう心配いらないよ」

　血の通った温かな手のひらに腕を押され、景彰は駆かけ出した。
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　春明は、川沿いをぶらぶらと歩いていた。辺りはすでに暗くなってきて、人の姿はない。

　さらさらと流れる水の音に耳を澄すます。村に流れる川は、毎年灯とう籠ろう流しが行われており、前回の灯籠流しは景彰達と一いつ緒しよに見ることができた。

「景彰さんは、今いま頃ごろ香月さんのところかなあ」

　目を覚ましたといっても、香月は六年間寝ねたきりだったのだ。衰すい弱じやくは激しく、景彰は自分の怪我をおして見舞いを続けていた。そんな景彰に時間を割さいてくれとは言えず、春明の告白はできていないままだった。

　しかし、最近香月の容体が安定したと聞かされて、春明は明日あした、景彰に自分の想いを告げようと決心した。

　──決心はしたけど……、告白ってどうすればいいんだろう。

　言いたいことはたくさんあるはずなのに、「好き」という言葉以外、何も言えないような気もする。好きという気持ちが胸の中で膨らみ過ぎて、細い喉のどを通って言葉として出てこないのだ。

「よし。明日に備えて、告白の練習をしておこう！」

　剣けんの稽けい古こは反復練習がすべてだ。官かん吏りになりたくてやっていた勉強だって、何度も字にして、書物を読んでいくことで覚える。ならば告白も事前に練習しておけば、本番でちゃんと言えるはずだ。剣の練習や勉強を、告白と一緒くたに考えていいのか分からないが。

　春明は川に向かって、すうっと息を吸い込んだ。

　──景彰さん。

「す、好きです」

「何がだ」

　背後から聞こえてきた声に、春明は文字通り飛び上がった。聞き覚えのありすぎる声で、春明は恐おそる恐る振り返る。

　なぜか景彰が、息を切らして春明の目の前に立っていた。

「景彰さん!?　な、な、なんでここにっ」

「お前の家に行ったら、ここだと教えてもらった」

　春明は、バクバクとなる心臓を宥なだめながら、景彰を見やった。こめかみにはうっすらと汗あせが浮うかんでおり、肩かたで息をしている。急いで来たとばかりの姿に、春明は困こん惑わくした。

「あの、何か緊きん急きゆうの仕事が入ったんですか？」

　すると景彰は、ふいと視線を逸そらした。

「いや。仕事は関係ない」

「だったらなんで……」

「春明」

「は、はい！」

　剣で扱しごかれた習慣は抜ぬけず、とりあえず名前を呼ばれれば大きく返事をしてしまう。

「お前に言ってなかったことが、……ある」

　珍めずらしく言いよどんでいる景彰に、「わ、私もあります」と思わず言ってしまう。しまったと思うも、春明は腹をくくった。

　──一日早まったくらいなによ！　練習は全然足りてないけど、仕方ない！

「お前が、俺に？」

「はい、大事な話です」

「分かった。だがその前に、俺の話を聞いてほしい」

　景彰は真しん剣けんな顔で、一息に言う。

「お前が好きだ」

「……………う、噓うそです！」

　え？　と思って、ついで口から飛び出したのは強い否定の言葉だった。予測していなかった攻こう撃げきが繰くり出されたかのように、景彰が驚きに目を見張る。それから、顔を歪ゆがめた。

「お前、人の告白を開口一番噓とは何だ」

　物もの凄すごく怒おこっているのは感じるが、春明の頭はまだ真っ白で、上手うまく対処できない。

「だ、だって香月さんは？　景彰さんの、大切な人ですよね？」

　そこで、景彰は少し態度を改めた。自分と香月の関係をさんざん語ってきたことを思い出したのだろう。

「香月は今でも大切だ。大切な、俺の家族だよ」

「でも景彰さんは、香月さんが好きなんじゃ……」

「だから家族愛だ。俺が一度でも、香月が女として好きだって言ったことあったか？」

　その問いに押し黙った。考えてみれば、ない。景彰は香月が好きなんだろうと、春明が勝手に推測して落ち込んでいただけだ。

「でもあの、劇団で令輝さんと話してたじゃないですか。景彰さん、好きな人がいるんですよね？　香月さんじゃないなら、一体誰だれ……」

　景彰はぎょっとした顔になった。

「お前、あれ聞いてたのか」

「す、すみません」

「というか今の話の流れから、好きな奴なんてお前しかいないだろ！」

「う、……噓……」

　じわじわと、先ほど言った景彰の告白がようやく頭に染しみてくる。

「噓じゃない。俺はお前が好きなんだ」

　景彰が、春明の右手首を握にぎった。そこには彼がくれた腕うで輪わがある。貰もらってから、ずっと肌はだ身み離はなさずつけている。視線が腕輪に注がれるのが分かって、恥はずかしさで手を振ふり払はらいたくなる。

「希聖に渡わたしたくない」

　腕輪から、春明の顔に向かって視線が上がっていくのを感じた。

「他ほかの誰にも」

　顔が見られない。そんな台詞せりふを、一体どんな表情で言っているのだろう。

「好きだ」

「ちょ、も、もう分かりました！」

「じゃあ返事を」

　春明はそこで、ようやく恐る恐る景彰に視線を合わせた。緊きん張ちように滲にじんだ顔があって、自分だけが動どう揺ようしているわけではないと気付いた。大きく息を吸って、言葉を紡つむぐ。

「……私も、好きです」

　景彰が、ぱちりと目を瞬またたかせる。

「本当に？」

「はい……。ずっと前から、好きでした」

　言うなり、ぐいと腕うでを引っ張られて抱だき締しめられた。

「よかった……」

　本当に安あん堵どしたような声が耳元で聞こえて、心臓がきゅっと痛くなる。おずおずと背中に手を回せば、腕を抱だく力が更さらに強くなった。

　嬉うれしい。同時に、気持ちを伝えろと言ってくれた希聖の顔が思い浮かんだ。恋こいの成じよう就じゆは、ほんの少しだけほろ苦い。

　景彰が体を離して、春明の頰ほおに手をやった。真剣な表情の景彰の顔をきょとんと見上げる。徐じよ々じよに縮まる距きよ離りに、遅おそまきながら何をされようとしているのか悟さとった。

　ぶわりと、全身の肌はだに血が巡めぐって赤くなった。咄とつ嗟さに素すっ頓とん狂きような声を上げてしまう。

「あっ、きょ、今日の素す振ぶり、まだやってなかった！」

　春明の声に、景彰の動きが止まる。だが、彼は離れてはいかなかった。真っ赤になった春明の顔を見て、小さく笑う。
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「それで阻そ止ししてるつもりか？　だったら逆効果だぞ」

「な、何の話です？　それよりも！　素振りをしないと！」

「後でしろ」

「でもですね、思い立ったら急に剣を握りたくなってきました」

　景彰は、ふっと空気が震ふるえるような微かすかな笑い声を上げた。

「お前のその、なんでもかんでも頑がん張ばるところはすごいと思うよ」

「え？　あ、ありがとうございます」

「すぐに礼が言える素す直なおなところもいい」

　立て続けに甘い台詞を耳に注がれ、春明は真っ赤になって耳を手で押さえた。

「はい。あの……、もういいですから」

「何が」

「そんな、褒ほめてくれなくても」

「お前の好きなところを、ひとつひとつ挙げてるだけだ」

「え？　え？　今、そんな話してましたっけ？」

「俺はずっとそのつもりで話してる」

　おかしい。どこから話が変わっていったのだろうと考え、そうだ、この話をしていたんだと慌あわてて叫さけんだ。

「私は素振りの話をしてたんです！」

「もう黙だまれ」

　命令口調とは裏腹に、びっくりするほど優やさしい唇くちびるが降りてくる。文字通り黙らせられた春明は、緊張と驚おどろきにピンと背筋を伸のばした。宥めるように、景彰の大きな手が背中を撫なでる。

「……素振りは、あとで付き合ってやる」

　唇が離れ、景彰が春明の耳元で囁ささやく。その拍ひよう子しに景彰の唇が耳に触ふれて、耳たぶが燃えるように熱くなった。

「だから、もう少しこうしてろ」

　またゆっくりと唇が触れ合う。何枚も上手な上司兼けん相棒兼けん恋こい人びとに、春明は観念して目を閉じた。降り積もるような、幸せを感じながら。
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　辺りが暗くら闇やみに染まる時間、今日もまた、一人の霊れいがこの世を彷徨さまよっていた。

『寂さびしい……、悔くやしい……』

　口から出て来る言葉は、低く重いものばかり。霊の周囲は黒い靄もやが常にかかっていて、自分自身その靄を見ていると、憎にくしみが増して制せい御ぎよできなくなってくる。

「見つけた」

　ふと、女性の声がした。霊は道の向こうに、官かん吏りの礼服をきた男女の二人組を見つける。どちらも腰こしに刀を差して、軽い足取りでこちらに向かってきた。

　若い女性の方が、泣いている霊の表情を覗のぞき込んで、「もう大だい丈じよう夫ぶ」と言った。

「私の名は凜春明。あなたの言葉も姿も見えているわ。もう一人じゃないから、あなたの心残りを教えてほしいの」

　春明と名乗った女性の横にいた男性が、口を開いた。

「俺は李景彰だ。なぜ泣いているか、理由を教えてくれ」

　男性、景彰の問うた言葉に、霊は生前に受けた理り不ふ尽じんな痛みを思い出す。どす黒い煙けむりが全身から立ち上るのを見て、春明は「落ち着いて」と柔やわらかな口調で囁いた。

「あなたの心残りを解決する、手助けをするわ。だから自分をきちんと保って」

　優しい声に、霊は目の前に現れた不思議な二人組を見上げる。この世に戻もどってきて、今まで誰とも目も合わず、話もできなかったのに。

　──この二人は、自分の言葉に耳を傾かたむけようとしてくれている。

『あなた達は、誰？』

　春明は微笑ほほえむ。誇ほこらしく、凜りんとした声が周囲に響ひびいた。




「私達は霊督院霊吏。あなたを迎むかえに来たの」







　あとがき







　こんにちは。文ふみ野のあかねと申します。

『出で戻もどり乙おと女めの[image: ]稼か業ぎよう』続巻をお手にとってくださり、ありがとうございます。

　今回は劇団に潜せん入にゆう捜そう査さということで、距きよ離りの縮まっていく景けい彰しようと春しゆん明めいを見ていただきたいなと思います。

　さて、一巻を書いている時、担当様はどうやら希き聖せいを気に入ってくれていました。そして今回から担当様が替わったのですが、新しい担当様もまた、希聖が好きなキャラだと教えてくれました。希聖には色々と不ふ憫びんなことをさせてしまう作者ですが、担当様達に一番好かれていたのは君だよ、希聖くん！　と言ってあげたい気持ちです。

　そして、この物語の主人公である春明。私の書くヒロインの中では、比ひ較かく的てき早い段階で恋こいを自覚しています。つまりは自分の気持ちをちゃんと知ったうえで、片思いをしています。その片思い期間を書くのはとても新しん鮮せんでした。片思いは楽しいことばかりじゃなく、辛つらいこともあるかもしれません。でもふとした瞬しゆん間かんに、きらめくような幸せを味わうこともある。そんな気持ちを、春明とともに感じていただけたら、嬉うれしいです。

　この『出戻り乙女』は今作で終わりですが、霊れい督とく院いんの皆みんなはきっと相変わらず仕事に励はげみながら、霊を送り出していくのだと思います。美み怜れいは、最後には本気になった清せい士しに負けて、結けつ婚こんしてしまうかもしれませんね。

　素す晴ばらしいキャラクター像を作り出してくださった鳴なる海みゆき先生。イラストが上がってくるたびに、ワクワクした気持ちが抑おさえられませんでした。今作も楽しみにしております。

　ずっと一いつ緒しよに、物語を作ってくださった前担当様。お話を作る基き礎その基礎から教えていただいたこと、しっかり胸に刻んでいきたいと思います。本当にありがとうございました！

　現担当様。丁てい寧ねいで細やかな心配りに、とても助けていただいています。「こうした方がもっと面おも白しろい」という的確なアドバイスに、私も応こたえねば、という気持ちになります。

　編集部の皆みな様さま、校正者様、印刷所の方々、この本に携たずさわるすべての方に、感謝いたします。ありがとうございました。

　いつもそっと見守ってくれている家族にも、感謝します。

　そして今、この本を読んでくださっている読者の皆様に最大の感謝を。春明達の成長や恋の行方ゆくえを、楽しく読んでいただけたのなら、作者にとってこれ以上幸せなことはありません。

　では、またお会いできる日を祈いのって。





文野あかね　　
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